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幼い日の約束




　ゼーン伯爵家次男、ジークウェル＝ラギ＝ゼーンがユフィーナとはじめて出会ったのは、春を告げる鳥たちがさえずりはじめた穏やかな日のことだった。

「はじめまして。わたくし、ユフィーナ＝ミラ＝オブライエンと申します」

　まだ幼さの多分に残る愛らしい声を聞いたとき、〝鈴を振るような〟とはこういう声のことを言うのか、とひどく驚いたことを覚えている。

　騎士見習いとして、さまざまな学問や礼儀作法を学ぶために他家に預けられるというのは、当時の彼にとってはただ面倒なことでしかなかった。

　ゼーン伯爵家は、国内外でも名高い武門の家柄である。基本的な武術に関しては一通り教えこまれていたけれど、まだまだ父や祖父から学びたいことは数多くあった。それなのに、どうしてわざわざ他家に預けられたりしなければならないのか――と、不満を覚えるばかりだったのだ。

　もちろん、いずれ騎士になろうというからには、武術が優れているだけではいけない、と頭ではわかっていた。だがジークウェルは、もともと学問よりも体を動かすことのほうが好きで、幼い頃から武の才を高く評価してもらっていたのである。預けられる先で武術を学ぶ師が、ジークウェルの祖父の教えを受け、また父からも厚い信頼を受けている人物でなければ、断固として家を出ることを拒否していたかもしれない。

　幼い頃の彼にとって、武術以上に己を高揚させてくれるものも、生涯をかけて取り組みたいと思うほどの情熱を持てるものも、ほかになかった。

　――あの日、ユフィーナに出会うまでは。





＊　＊　＊






「幸せになるの」というのが、彼女の口癖だった。

　ジークウェルが騎士見習いとして預けられることになったのは、ザカリス王国でも比ひ肩けんするものがないほどの権勢を誇る、オブライエン公爵家だ。その末の姫君として生まれたユフィーナは、緩く巻いた淡い金髪と、命萌えいずる春の新緑を思わせる瞳を持っている。幼い頃から、見る者すべてが「なんて愛らしい」と口を揃えて讃たたえる――そんな宣言などせずとも、生まれたときから幸せになることを約束されたような少女。

　そう言うと、彼女は軽く首を傾かしげて愛らしい顔に笑みを浮かべた。

「あら、何を言っているの、ジーク？　そりゃあ、わたしだって今は可愛くってきれいかもしれないけど、五十年後にはみーんな同じ、しわしわのお婆ちゃんになるのよ？　もちろん、可愛いお婆ちゃんになること間違いなしとは思うけど！」

　くるくるとよく笑う少女のサクランボのような唇が、自分の知るほかのどんな令嬢とも違う言葉を紡ぎ出すのが、面白かった。

「うちのお父さまだって、しょっちゅういろんな女の人と仲よくしてるって聞くし。お母さまみたいに、立派な後継のお兄さまと、ご自分と気の合うお姉さまと、可愛い末娘のわたしを産んで地位が盤石だからこそ、優雅に公爵夫人の看板を背負ってうふふおほほって笑っていられるのよね。そうじゃなきゃ、お父さまがヨソで作った子どもを養子にして、きっと肩身の狭い思いをしていたんだわ」

　……その内容は、蝶よ花よと育てられたはずの令嬢が口にするものとしては、いささかずれていたが。

「貴族のお姫さまらしくないってことは自覚しているのよ」――そう、いつも笑っていた。

　ただ花を愛めでるだけでなく、それが種から芽吹いて葉を茂らせ、蕾つぼみを宿して、花開くまでのすべてに興味を持ち、庭師のあとをついて回って泥だらけになる。

　力ある貴族の嗜たしなみとして、あらゆる毒に耐性をつけるべく、幼い頃から少しずつ食事に毒物が混ぜられていることを知るや、それらがどのような原料から精製されるものなのかを薬師に根掘り葉掘り尋ねる。

　護身術として剣術の指南役がやってくれば、自分の細腕で剣を振るったところで男に敵かなうはずもない、とさっさと見切りをつけた。代わりにどういう伝つ手てで引っ張ってきたのか、暗器や針、果ては暗殺者の心を知るにはその技を知るべしと言い出して、オブライエン公爵家お抱えのさまざまな技能を有する〝職人〟たちに教えを請う。

　そんなことを日々行っていれば、深窓の令嬢のように、食器と刺繍針しか持ったことはございません、といった白く柔らかな手でいられるはずもない。そのため彼女にとって、公爵令嬢として公の場に出るときは、マナーとしてではなく、紗うすぎぬの手袋は絶対の必需品だった。

　おつきの侍女に毎日盛大に嘆かれながらクリームをすりこまれ、マッサージで整えられた手は、街の女たちの手と比べれば十二分に美しい。それでもしっかりと働くことを知っている手は、彼女の生き方をそのまま表していた。

「ときどき、孤児院に慰問に行くでしょう？　本当は子どもたちと一緒に木登りや追いかけっこをしてみたいの。でも、ニナにそれだけは絶対ダメだって言われるのよね。わたしが好きにしていいのは、公爵家の中でだけなんですって」

　妹のニナは、自分と同じく、行儀見習いのためにオブライエン公爵家に入っている。年の近いユフィーナとニナは随分と気が合ったらしく、今ではすっかり仲のいい友人になっていた。将来はユフィーナつきの侍女になるのだと言って、侍女修行に加え体術の鍛たん錬れんも欠かさずしている頼もしい妹だ。

　残念そうにため息をつく彼女に、ならばわざわざそんな思いをしに孤児院へ行くこともないのではないか――と問えば、拗すねた顔をしていた少女は、不意に大人びた微笑を浮かべた。

「ねぇ、ジーク。わたしだって、わたしたちが持っていくお菓子や、少しばかりの寄付金より、わたしたちが着ているドレスのほうが遙かに高価だってことや、周りの人たちから、しょせんはお嬢さま方の施しだって言われていることくらい、知っているのよ？」

　それでもね、と首を傾げる仕草は、十四歳の少女のものとしては少し幼い。

「それでも、公爵家の娘が直々に行く、っていうことが、人の目を集めるの。わたしたちがきれいな服を着て、きれいな傘をさして、きれいな馬車に乗って、きれいなお菓子を持っていくと、子どもたちも喜んで迎えてくれるのよ。だから、わたしたちがしていることは、絶対に無駄なんかじゃないの」

　それが嬉しい、と。

　まるで、自分よりもずっと年上のような表情で彼女は言った。

「わたしは、とても恵まれているのよね。だから、生まれたときから人よりできることがたくさんあるの」

　彼女は、それから少しだけ困ったような顔をして肩を竦すくめた。

「だからこそ、自分に何ができるのかを常に考えろ、それがこの公爵家に生まれた者の義務だってお父さまによく言われたわ。その義務を怠った瞬間、いつ命を狙われてもおかしくないのだからって」

　死にたくなんて、ないものね。死んでしまったら、お友達とお喋りすることもできないし、子どもたちと美味しいお菓子を食べることもできないし。

　そんなことを言って笑う彼女を、この手で守りたくて――けれど、そのときのジークウェルには、そんな力など何ひとつ備わっていなかった。

「だからね、わたしは年をとってしわしわになって、旦那さまがわたしよりも若い女の子のほうを好きになっちゃったとしても、ちゃんと必要としてもらえる奥方でありたいの」

　子どもをたくさん産んで。その子たちを、自分の手で守って育てて。家族みんなが、いつも笑っていられるように。

「この家に生まれた以上、さすがに結婚ばかりはお父さまか国王陛下の胸ひとつですものね。……できればあまり年の違わない、わたしが温室に閉じこもっても文句を言わない方だとありがたいのだけど」

　国王に比肩するほどの権勢を誇る、限りなく王家に近い血を持つ家の娘となれば、その婚姻が政略的なものとなるのは当然だろう。

　しかし、少々変わり者とはいえ、両親から溺愛されている末娘がねだれば、望む相手と添い遂げさせてもらえるのではないか――。

　そんなふうに問いかけなかったのは、彼女の本心を聞きたくなかったからだ。

　三つ年下の彼女にはじめて会ったとき、心なんて全部奪われていた。

　けれど幼いユフィーナの遊び相手として、ときには護衛役としてそばにいる間、無邪気に慕ってくる彼女の笑顔は、実の兄に対するそれとまるで同じだった。

　笑顔を向けられればいつだって嬉しいのに、同時にひどく胸が痛む。その痛みは時折息苦しいほどなのに、彼女の笑顔を求めることだけはどうしたってやめられなかった。

　笑ってほしくて。

　そばに、いてほしくて。

　大貴族に生まれた者としての義務と誇りを理解している彼女が、政略的な家同士の繋がりよりも、己の感情を優先することなどありえないと、すでに知っていた。

　けれど、それでも――。

「ユフィ」

「なぁに？　ジーク」

　呼ぶ声に振り返り、当然のように与えられる笑顔に、何度見惚れただろう。

　ユフィーナとともにいる時間は、ほかの何より輝いて、見るものすべてが美しかった。

　生まれてはじめて目にした花が、心ばかりか魂そのものまで魅了するほどに美しいものだったことは、僥ぎょう倖こうとは言えないのかもしれない。

　だって、ほかの誰も欲しくない。

　どんな令嬢と言葉を交わしても、ユフィーナならばどんな答えが返ってくるのだろうと思ってしまう。どんな貴婦人が魅惑的な体をすり寄せてきても、彼女のほっそりとした体のほうが柔らかそうだと醒めてしまう。

　……ならば、仕方がないじゃないか。

　欲しいのが彼女だけなら、手に入れるために動けばいい。彼女を得るに相応ふさわしい力と地位を、この手で掴めばいい。

　誰よりも何よりも愛しい彼女が、しわしわの可愛いお婆ちゃんになったとき、その隣で薄くなった頭と樽のようになった腹を嘆いている未来が欲しい、と思ってしまったのだから。

「いつか――オレが、立派な騎士になって戻ってきたら」

　あなたの隣に立つのに相応しい男になって、帰ってきたなら。

「おかえりなさい、と言ってくれますか？」

　いつだって、自分が帰ってくるのはあなたの元なのだから。

　本当の願いは胸の奥に秘めたまま問いかけると、ユフィーナはためらうことなくうなずいてくれた。

「もちろんよ。ジークなら、絶対に立派な騎士になれるわ！」

　そう言って笑った彼女は、それからふと不安そうな顔になって見上げてくる。

「ねぇ、ジーク。あなたはもうじき、遠くへ行ってしまうのよね？」

「はい。騎士団の配置換えの辞令がありましたから」

　この公爵家で許されていた、幸せな子どもの時間はお終いだ。次に彼女と会えるのがいつになるのかさえ、まだまだ新米騎士の自分にはわからない。

　そう、と呟つぶやいたユフィーナが、細い指を握りしめる。それから彼女は、ぱっと表情を明るくして口を開いた。

「それじゃあ、ジーク。立派な騎士になる前のあなたに、ひとつお願いしたいことがあるの。聞いてくれるかしら？」

「ええ、どうぞ。なんなりとお申し付けください、お嬢さま」

　わざとらしく丁寧な口調で答えながら、ジークウェルは優雅に一礼する。彼の戯れに、ユフィーナは笑って言った。

「お願い、ジーク。わたしを街へ連れていってくださいな」

「了解いたしました」

　ジークウェルは、ユフィーナの護衛役だ。彼女が街へ出るときについていくのは当たり前のことなのに、それを「お願い」というのがほほえましい。

　どうやらユフィーナは、刺繍に使う新しい絹糸を手に入れたかったようだ。彼女が望めば、いくらでも商人が品物を揃えて屋敷までやってくるだろうに、街で買い物をするほうが楽しいらしい。

　お気に入りの手芸用品店に入り、ユフィーナはひどく真剣な様子で品物を吟味している。これは長くなりそうだな――と思ったとき、ふとジークウェルの目を惹くものがあった。

　若い貴族の女性向けに、可愛らしくディスプレイされたたくさんの商品。正直に言えば、ジークウェルにはどれも同じに見えるものばかりだ。

　しかしそのとき、飾り棚の隅にかけられていた白いレースのリボンが、なぜだか気になった。

　もしジークウェルに女性向けのリボンやレースに関する知識があれば、それが新進気鋭のレース職人の手による一点ものだと気づいたかもしれない。老舗の工房の作品と比べれば若干安価だが、一般的な量産品とは比べものにならない高級品である。

　しかし、そんな知識などまったく持ち合わせていない彼がそのリボンを見て思ったのは、「これは、ユフィーナに似合いそうだな」ということのみだった。一般的なリボンの相場を知らない彼は、ユフィーナが絹糸選びに夢中になっている間に、それをさくっと購入した。十七歳の少年にとっては少々高い買い物だったが、まったく後悔はない。

　その後しばらく悩みに悩んで、ようやくユフィーナが買い物を終える。よほど気に入ったものを見つけられたのか、とても満足した様子だ。

　馬車に乗って帰路についたところで、ジークウェルは彼女に問うた。

「ユフィ。次は一体、どんな刺繍をするつもりなんですか？」

　今回ユフィーナが選んでいた糸は、黒や紺、そして銀色といった暗めの色合いのものだ。そういった色をほんの少し使うことで、刺繍の仕上がりに深みが出ると聞いたことがある。

　ユフィーナは、絹糸の入った紙袋を大切そうに持ちながら、はにかんだように小さく笑う。その笑顔が可愛すぎて、ジークウェルはじたばたと暴れ出したくなったが、たとえ脳内がどれほどピンク色のお花畑になっていても、彼はもともと感情が顔に出るほうではないので、問題ない。

「それは、まだ内緒。できあがってからのお楽しみよ……って、あら？　ジークも、何か買ったの？」

　珍しい、と意外そうに言うユフィーナに、ジークウェルは自分が持っていた紙袋から、リボンを収めた天鵞絨ビロード張りの箱を取り出す。

「どうぞ。ユフィ」

「え？」

　ユフィーナが目を丸くする。

　そんな彼女に、ジークウェルは言った。

「あなたに似合いそうだと思ったので。立派な騎士になる前のオレからの、最初で最後の贈り物です」

　今までずっと、『護衛』の立場を固持してきたジークウェルは、彼女に贈り物をしたことはない。けれど、もうすぐユフィーナとは離ればなれになってしまう。これくらいのささやかなものであれば、プレゼントしても許されるだろう。

　次にユフィーナに贈り物をするときには、彼女との将来を誓えるものだといい。そんなことを思いながら箱を手渡す。それを開いたユフィーナは、小さく息を呑んだ。それから、嬉しそうに顔を綻ほころばせる。

「ジーク……ありがとう。とってもきれい。大切にするわね」

「気に入っていただけたようで、よかったです」

　ジークウェルは、ほっとした。

「ねぇ、ジーク。このリボン、今すぐつけてみてもいいかしら？」

「もちろんです」

　わくわくした様子で、けれど慎重な手つきで、ユフィーナはリボンを箱から取り出した。それを、きれいに結い上げられていた金髪に器用に絡め、きゅっと結ぶ。もともと可憐な彼女の姿が、一層華やぎを増した。

　ジークウェルは、ぐっと拳を握りしめる。我ながら、実にいい仕事をした。

「……どう？　似合うかしら？」

「ええ。とてもよくお似合いですよ」

　彼女の問いかけに即答してうなずくと、ユフィーナはますます嬉しそうにほほえんだ。そして、少し迷うようにしてから、思い切ったように口を開く。

「あぁ、もう！　あんまり嬉しいから、言ってしまうわね！　あのね、ジーク。今日わたしが買った糸は、刺繍に使うのではないのよ。その……もうじきお別れかと思ったら、あなたに何か、お守りになるものを渡したくなったの。それで、房飾りを作ろうと思って」

「……オレに？」

　ジークウェルは、目を見開いた。ほのかに頬を染めたユフィーナが、照れくさそうにうなずく。

「でも、あんまり期待はしないでほしいのよ？　わたしは今まで、房飾りなんて作ったことがないんだもの。もし上手く作れなかったら、質のいい砥と石いしだとかなめし皮なんかの、もっと実用的なものを贈ろうと思っていたし」

「はぁ……」

　ユフィーナからの贈り物であれば、ジークウェルはなんでも喜んで受け取るだろう。しかし、さすがに手作りのお守りと、その辺で売っている砥石やなめし皮では、その嬉しさに落差がありすぎる。だからといって、ユフィーナが自分のために選んでくれたものに、文句など言えるはずもない。

　ここは一体どんな反応をすれば――と困惑していると、彼女はやけにキリッとした顔で言った。

「でも、こうして宣言してしまったからには、もう後戻りはできないわ。――見ていなさい、ジーク！　あなたの出発までに、絶対に素敵な房飾りを作り上げてみせるんだから！」

「……ありがとうございます。ユフィ」

　実に雄々しいユフィーナの宣言に、ジークウェルは思わず笑ってしまう。

　本当に、彼女は可愛い。

「お礼を言うのは、房飾りができあがってからよ？　ジーク」

「はい。楽しみにしています」

　心の底からそう言うと、嬉しそうに笑った彼女の髪には、贈ったばかりの白いリボンが、ふわりと揺れていた。





＊　＊　＊






　それから五日後、ジークウェルが所属するシルヴァ騎士団は、南の国境警備に配属された。騎士団の配置換えによる警備の不慣れや地の利の暗さを狙い、その後すぐに隣国クレイドルが宣戦布告もなしに侵略してくることなど知らぬまま――。

　いつか愛する姫君の手を取ることだけを夢見た十七歳の少年は、三年という月日を、戦乱の中で過ごすことになる。

　そうして、救国の英雄として王都に戻ってきた彼が知ったのは、クレイドルの侵攻に乗じて不穏な動きを見せた東の大国、ルードの王太子がユフィーナを求め、一年も前に国王がそれに応じたという事実であった。

『無事に帰ってきてね。お守りよ』と言って、慣れない手で作り上げた房飾りをジークウェルに押しつけながら、今にも泣きそうな顔をしていた少女は、もうこの国のどこにもいない。

　呆然とするジークウェルに、戦の間にオブライエン公爵家を継いでいた彼女の兄が、一通の手紙を差し出す。

　彼女が嫁ぐ直前に託したのだというそれには、見覚えのある字で一言、〝おかえりなさい〟と記されていた。










さぁ、出発です




　すっかり売り払うものもなくなり、殺風景になった部屋の中、ユフィーナは身につけた侍女服におかしなところがないかを確かめる。ブラウンの長袖ワンピースに、白いエプロン。胸元で赤い紐をリボンにして、きっちり結い上げた髪はボンネットの中にしまいこむ。手袋はなし。

　力仕事にも慣れた手が貴婦人らしからぬことをありがたく思う日がくるなんて、少し前までは考えたこともなかった。人生、何が幸いするかわからない。

「ユフィさま。そろそろ参りましょう」

　この国でたったひとりの友人にして、頼りがいのある侍女でもあるニナの言葉に、ユフィーナはしっかりと意志をこめてうなずく。彼女を「ユフィ」という愛称で呼ぶのは、この一年の間ニナだけだった。

「ええ。ここも最後と思えば、なかなか感慨深いものね」

　準備は万全。嫁いでから今までずっと後宮から出たことがないと思われている王太子妃が、ほとんどの日々を街で過ごしていたことなど、誰も知りはしないだろう。

　ユフィーナたちにとって、ここはまともな暮らしをできる場所では、まったくなかった。

　食事に毒を盛られる程度ならいつでもいらっしゃいなというところだが、スープにネズミの死骸を丸ごと投入されては、さすがに食欲も失せる。

　お飾りの王太子妃――と、何度耳にしたことだろう。

　この国の王太子が愛しているのは、同じ女であるユフィーナの目から見ても素晴らしく肉感的な美女である愛あい妾しょうだけ。その存在をユフィーナが知ったのは、輿こし入いれのためにこの王宮にやってきた当日のことだ。

　結婚相手が愛人を持っていることについては、別に驚きもがっかりもしなかった。王宮とはそういう場所だとわかっていたし、むしろ王太子という立場にある人の愛妾がひとりきりだというのが意外だったくらいだ。

　しかし、この王宮には、王太子唯一の寵ちょう姫きである男爵令嬢を快く思っていない者が、決して少なくない数いるようだった。

　王妃として立つには少しばかり身分が足りないとはいえ、彼女も貴族の一員である以上は、それなりの教育を受けているはずだ。なのに、王太子の寵愛という最高の後ろ盾があってさえ、彼女は今に至るまで自らを王妃たるに相応しいと、周囲に認めさせることができずにいる。そんな国を背負う覚悟もない女が王妃になるなど、ユフィーナがこの国の国民だったとしても、心から遠慮したいところだ。

　だからこそ、ユフィーナがこんなところに来る羽目になってしまったわけだが――そこは運が悪かったとあきらめるしかない。

　王太子にとって、自分の〝正当な妻の座〟が、愛する女性以外の女に与えられるのは我慢ならないことだったのだろう。父王に命じられるまま正妃として迎えたユフィーナに、彼は虫でも見るような嫌悪混じりの視線ばかりをぶつけてきた。

　誓いの言葉さえおざなりで、結婚式が済むなり愛妾の機嫌をとりにいってしまった王太子。彼は、ベールに隠された花嫁の素顔すら見ようとせず、毎日愛妾の元へ通い続けた。

　ずっとそんな調子だったのだから、ユフィーナに子を宿す機会などあるはずもない。いずれ愛妾が男子を産めば、王太子はどんな手段を使ってでもその子を自分の後継ぎにするだろう、と王宮の誰もが言っている。

　とはいえ、今となってはあんな男に触れられなかった幸運に感謝しているくらいだ。政略結婚とはそういうものだと、頭ではもちろん理解している。それでも、まるで尊敬できるところのない相手に触れられるのは、やっぱりちょっと遠慮したかった。

　ユフィーナはこの国の王位継承権になどまったく興味がないし、あんな男の子どもが欲しいなんて、一度も思ったことがない。どうせならもっと早くに愛妾と後継ぎを作って、さっさと追い出してほしかったところだが、それは言っても仕方あるまい。

（まったく……。そこまでお好きなら、周りの反対なんか押しきって、最初からミーアさまを正室に据すえられればよろしかったのに）

　戦で疲弊した、負けて弱体化すれば更に扱いやすくなるだろう王国からやってきた姫君。高貴な、そして無力な人質。嫁いで一年にもなるのに、まったく王太子に顧みられることのない、後宮のお邪魔虫。

　それが、この国でユフィーナに与えられた評価であり、国政に関わることなど端はなから認められていなかった。

　王太子はあからさまにユフィーナを嫌悪し、口づけどころか指一本触れることもなく、公式の場に出るときさえも愛妾を伴う。そのため、ユフィーナはいまだにこのルードの社交界にデビューすらしていない。結婚式の際、ベール越しに大勢の貴族と挨拶をしたが、彼らの中にもユフィーナの素顔を知る者はいないだろう。

　ユフィーナが驚いたのは、この国の貴婦人が、公の場に出る際には常にベールを被っているということだった。宴に出席する女性たちがみんな顔を隠しているのを見て、自国との文化の違いをしみじみ感じたものだ。

　貴族の中には、王太子妃に挨拶をしたいと言ってくる者もいたらしい。だが、王太子はユフィーナが彼らと交流を持つことをいやがり、ささやかなお茶会を開くことすら許さなかった。

　おそらく、王太子にとってユフィーナは、国王から押しつけられた厄介者に過ぎなかったのだろう。大切な愛妾の邪魔にならないように、ただ後宮の奥でおとなしく暮らしていればいいだけの存在だったのだ。

　後宮に入ったときから、外部と交流する手段はすべて断たれた。祖国の家族に向けた手紙も、果たして届いているのかどうか。どうせ検閲されるのだろうと、当たり障りのない挨拶と、家族の現状を尋ねる文章しかしたためなかったのだが、一度も返事がこないところを見ると、やはりすべて処分されてしまったのかもしれない。

　うんざりすることばかりの生活を振り返り、ユフィーナは隣を歩くニナを見た。

「ニナ。一年もこんな生活につき合わせちゃって、ごめんなさいね」

　ユフィーナと姉妹のように育った親友のニナだけが、ここでユフィーナが言葉を交わすことのできる存在だった。人質同然の輿入れであったにもかかわらず、ユフィーナについてくることを望んでくれたのは彼女だけだ。

　ユフィーナの謝罪に、ニナはにっこりと笑い返してくれた。

「いいえ、ユフィさま。とても面白い経験でしたわ。話だけをまとめれば、まさに悲劇の姫君ですものね！　劇作家にユフィさまの受けた仕打ちの数々を教えたなら、さぞたくさんの愛憎劇を作り出してくれることと思いますわ！」

　その際は、しっかり原作料をいただかなくては！と両手を握って力説する辺り、ニナもこの一年で随分頼もしくなったものだ。

　ユフィーナがここで与えられたのは、徐々に体が弱っていくような気の抜けた毒や、えげつない悪意がてんこ盛りの食事。それに、愛妾からのお下がりのドレスや装飾品。

　どれをとっても、正室のプライドを土足で踏みにじるような所しょ業ぎょうである。

　とはいえ、はじめて王太子とベール越しに対面したとき、

『貧相な小娘だな。私がおまえのような者を妻として認めることは、生涯ない。正室ぶってミーアに偉そうな態度をとってみろ、その場で嬲なぶり殺してくれる』

　と宣言されたユフィーナである。そんなことを気にするような段階は、とっくの昔に通り過ぎた。

　食事は、すべてゴミに出した。豪奢な絹地とレースで作られたドレスは、一度袖を通したものであっても充分に高価なものだ。宝飾品の類いも、少しばかり流行を過ぎていても黄金や宝石の塊である。それらを街に持っていけば、真面目に働いている人々に申し訳なくなるほどの高値で売れた。

　幼い頃から一通りの護身術を身につけたユフィーナはもちろん、その護衛としての訓練を受けているニナにとって、平和ボケした王宮の警備をくぐり抜けるなど、赤子の手を捻るようなものだ。

　しかし、多少小細工したところで、ユフィーナは三国一の美び姫きと讃えられるに相応しい美貌の持ち主であり、ニナもまた、しっとりと落ち着いた雰囲気を持つ黒髪の美少女である。そんな彼女たちが並んで立っていれば、いやでも人目を引いてしまう。

　どうしたものかと頭を捻った結果、ふたりはこそこそするよりはいっそ堂々としていたほうが素性もバレないだろう、と開き直った。そうして、くっきりと大人びた化粧を施してみると、本人たちでさえ驚くほど印象が変わったのだ。

　ユフィーナは、やはり派手目の化粧で別人のように化けたニナを伴い、ドレスや宝飾品を売り払った金で購入した男物の服を着て、毎晩のように賭と場ばへと繰り出した。

　活気のある喧けん噪そうの中、口笛と歓声に出迎えられ、世慣れた女性のように手を振り、カードやダイスで勝った金の半分で周囲に酒を振る舞う。

　そんなことを何度か繰り返すうちに、〝姐あね御ご〟などという不本意な呼び名まで得てしまったが――とりあえず流しのギャンブラーとして、街での立ち位置は得ることができた。

　不ふ埒らちな真似をしてくる者を容赦なく叩きのめしたり、賭場で働く女の子に絡んでいる酔っ払いを店から蹴り出したり、遊び慣れていない自警団の若者をカモにしたり。そうやって王宮での憂さ晴らしをしつつ、旅人から街に流れてくる情報を手に入れる。

　そんな日々を送っていたある日、とてもすぐには信じられないような話がユフィーナたちの耳に飛び込んできた。

　――祖国が、圧倒的不利と思われていた戦況をひっくり返したのだ。

　祖国が勝利を収めたことは、もちろん嬉しい。その勝利が、かつてともに幸福な時間を過ごした、大切な人たちがもたらしてくれたものだというなら、尚更だ。

　しかし、祖国が戦に勝利し、相手国からの賠償を受けて以前よりも遙かに強大な力を得たなら、この国におけるユフィーナの立場は、かなり違ったものになる。今までは戦時下ということで、この国と祖国とは最低限の交流しかなかった。それに加え、ユフィーナが心痛で後宮にこもっているという触れこみを理由に、祖国からの使者を適当にあしらうことができていたのだ。

　だが、これからはそうはいかなくなるだろう。

　弱小国から人質として受け取った飾り物の正室ならば、いくら粗略に扱っても問題はなかった。しかし、ルード王国と同等、あるいはそれ以上の力を得たザカリス王国の、王族にも匹敵する権勢を誇る筆頭公爵家の姫君に対し、そんな真似をしたらどうなるか――最悪の場合、今度はザカリスとルードの間で戦が生じてもおかしくない。

　いや、それ以前にユフィーナにとって非常にまずいのは、今までのルード側の仕打ちを彼女が祖国に訴え出る前に、「死人に口なし、今のうちにさっさと王太子妃を処分してしまえ」という意見が出ることだった。

　そのため、彼女はこのところあまり街に出ず、王宮で働く侍女に変装し、ニナと手分けしてあちこちで様子をうかがっていたのである。動きやすい上、いろいろな小道具をエプロンの下に隠すことができて、どこにいても愛想笑いひとつで何も怪しまれない侍女姿というのは、間かん諜ちょうの衣装としてかなりの優れものだとユフィーナは思う。

　そうしていよいよ先日、貴族の強硬派たちが「王太子妃にいなくなっていただかなくては、仕方がありませんねぇ」と、のんびり語り合っているのを耳にした。貴族たちがおっとりと優雅にお茶を楽しみながらえげつない会話を交わすというのは、王宮では珍しいことでもなんでもない。しかし、それが自分の命を左右するものであるとなると、さすがに汗も滲にじんでくる。

　彼らの話はかなり具体的なところまで進んでいて、もはやユフィーナの暗殺は待ったなしの既定事項なのだとわかった。

　それを覆せる可能性があるとすれば、もともとユフィーナの存在を疎ましく思っていた王太子や、そんな彼の子どもじみた振る舞いをずっと放置してきた国王だけだ。彼らが〝お飾りの王太子妃〟のために何かしてくれるなんてことは、夢物語としてもありえなさすぎる。

　暗殺者を返り討ちにすることくらい、ニナとふたりならばどうとでもできそうな気もしないではなかった。しかし、それこそよけいな厄介事にわざわざ関わることもないだろう。

　王宮という場所では、人の命の価値があまりに軽い。より多くの人間の幸福のために、少数が切り捨てられるなど日常茶飯事だ。

　とはいえ、その切り捨てられる命が自分のものだとなれば、卑怯だと言われようが自衛のために敵前逃亡させていただきます――とは、ユフィーナでなくとも思うだろう。

（まぁ……ね。単に、このえげつない王宮からさっさと出ていきたいだけじゃないかといわれれば、反論のしようもないのだけれど）

　だって、ずっと帰りたいと思っていた。どれだけ強がってみせたところで、周りから否定され続けることが辛くないはずがない。

　それでも、自分がこの国にいることで、少しは祖国に対する何かしらの抑止力になっていると思えばこそ、ずっと耐えていた。耐えることができた。

（けどねぇ……）

　貴族たちの頭の悪い会話を思い出し、ユフィーナは小さくため息をついた。

　祖国が戦に勝利したとなれば、むしろユフィーナの人質としての価値は上がったはずである。そのユフィーナを暗殺しようするなんて、あまりに愚かだ。そんな気の毒な脳みその持ち主たちとこれ以上関わっても、本格的にバカを見るだけだろう。この国の王宮は、大国の威信だかなんだかにふんぞり返っている間に、内側からどんどん腐ってきているのではなかろうか。

　ユフィーナには、ルードの腹黒宮廷人たちのためにおとなしく犠牲になってやる義理など、〝夫〟への愛情や敬意と同じくらい、きれいさっぱりありはしない。むしろ、そちらが死ねと思う。そんなことは、面倒だからやらないけれど。

「じゃあ、行きましょうか」

　だから、最初から居場所のなかったこの国から、出ていくと決めた。戦など冗談ではないが、黙って殺されるのもまっぴらだ。

　改めてニナとうなずき合い、ユフィーナは顔を上げて歩き出す。

　城の外へ続く道のりは、すっかり慣れたものだ。ふたりは、軽い足取りで迷いなく進んでいく。

「この国の下町料理は、結構美味しかったですわよね。私、卵をソースにするなんて考えたこともありませんでしたわ」

　声を弾ませて言うニナに、ユフィーナは笑ってうなずく。

「そうね。帰ったらうちの料理人たちに、いろいろ教えてあげましょう」

　ニナが、以前食べた素敵な料理の数々を思い出しているのか、どこかうっとりとした様子で言う。

「ユフィさまが、ドレッドさんの肉料理のレシピを賭けのカタに取り上げてくださいましたし……。あの味を帰ってからも楽しめるかと思うと、嬉しいですわ」

「フィリエおばさんには、娘さんにつきまとう勘違い野郎を退治したお礼にって、秘伝のマフィンの作り方も伝授してもらったし。街で食べるお菓子って本当、どれも素朴で素敵よね」

　……なんだかんだ言って、しっかり市し井せいの生活を満喫していたふたりである。端はたから見れば、若い侍女がふたりで楽しげにおしゃべりをしながら、洗濯物の入った籠かごを抱えて洗濯場に向かっているという、非常にほほえましくもありふれた姿だ。

　洗濯場のそばには用水路があり、脇には小さな扉がついている。整備の際にしか開かれないそれは、ヘアピン一本で簡単に鍵が開くようなシロモノだった。ユフィーナたちがいくつか確保してある脱出路の中でも、最も簡単な抜け道である。

「そういえば、ミーアさまがご懐妊って本当なのかしら？」

　ふたりがすれ違う侍女たちの噂話を小耳に挟んだのは、数日前のことだ。

　どうでしょうね、と首を傾げたニナが、念のために剣と暗器をいくつか忍ばせてある大きな籠を、少し重そうに抱え直す。ユフィーナの籠にもそれらは入っているが、ニナは少々特殊な暗器を扱っているため、地味にかさばるのだ。

「もしそのお話が本当で、男のお子であられるなら、いずれあの方が王妃さまになられるかもしれませんね」

　何気なくニナが言った言葉に応じて、くすくすと聞こえてきたのは、近くで花を生けていた若い侍女たちの笑い声だった。

「まぁ、あなた方。いくら王太子殿下がミーアさまをご寵愛だからって、殿下にはちゃあんとしたご正室がいらっしゃるのだもの。そんなことを言ってはいけなくってよ？」

「そうよ、いくらお飾りのご正室でもね」

「ザカリスでは大層な美女だと褒めそやされていたようですけれど、一度も公の場に姿を現さないのですもの。本当はどんなお姿なのか、少し見てみたい気がいたしますわ」

　まさか、ニナの陰でおとなしく話を聞いている侍女仲間が、その正室だとは思いもしないのだろう。彼女たちは、王太子がいかにミーアを寵愛しているかや、結婚式のときでさえ花嫁を一度も見ようとしなかったこと、今までユフィーナの元には一度もお渡りがなかったことなどを、まるで見てきたようにしゃべりまくる。

　どこの王宮でも、侍女の噂好きは変わらない。毎度毎度、どこの子爵が年上の未亡人と不倫しているらしいだの、女好きと名高いなんとかという侯爵が実は男色家だったらしいだの、その相手が騎士団の誰それらしいだのと、まったくどこから仕入れてくるのか、いつも雑多な話題を提供してくれる。

　情報源としてはそれなりにありがたい存在の彼女たちだが、こうしてユフィーナのことをあからさまに噂するのを聞くのは、はじめてだった。

　王宮に勤める侍女というのは、基本的に貴族の娘だ。そのため彼女たちは、夜会などの公の場に出るときは、慣例通りにベールを被って顔を隠している。だが、侍女服を着るときにそれをつけることはない。仕事をするのに、目元を隠すベールは邪魔になるからだ。

　そして、ユフィーナにはさっぱり理解できないのだが、素顔を確認できる間に相手を選び、のちにベールを被ったときに互いにしかわからない合図で再会を喜び合う――というのが、この国の秘めた恋の楽しみ方であるらしい。……人間、あまりに暇だと、いろいろと回りくどいことをしたくなるというのは、本当の話なのかもしれない。

　ユフィーナはそんなことを考えながら、尽きることのない彼女たちの噂話を適当に聞き流していた。しかし、最初はにこにこと笑って相あい槌づちを打っていたニナの額に、いつしか青筋が浮いているのを発見し、ぎょっとしてその横顔をうかがう。

　見かけがおっとりとおとなびているからあまりそう見えないが、ニナはかなり鉄火な性格をしている。その昔、ユフィーナに害をなそうとした者に対し、やはりにこにこと笑いながら、きれいに肩の関節を外してやったりしていたものだ。もしもユフィーナがゴーサインを出したなら、王太子の暗殺くらい「わかりましたわ」の一言で実行してしまうようなお人なのである。

（あ、あなた方！　どうしてこの恐ろしい空気を感じないの!?　鋭いのだか鈍いのだか、どちらかにしてちょうだい！　それだけ詳しく後宮の事情を知っているくせに、どうしてこんなにもあからさまな殺気の中で、うふふおほほと笑っていられるのかしら!?）

　そばで見ているこっちが怖い。ユフィーナは身を縮めた。

　ニナの目の前で、尽きることなくユフィーナの陰口を叩きまくる彼女たちに、お願いだからもう勘弁してください――と、祈るように思ったときだった。

「おまえたち、何をしている。控えろ」

　弾かれるように振り返った侍女たちが、「王太子殿下……！」と小さく悲鳴じみた声を上げる。

（うわぁ……）

　あやうく声に出しそうになるのを、ユフィーナはどうにかこらえた。

　先ほどの太い声は、王太子の側近である近この衛え騎き士し団長のものか。慌てふためく侍女たちに倣ならって頭を下げると、くくっと笑う声が聞こえた。

「リンド。侍女というのは、おしゃべりなものだよ。そう脅かしてやるな」

　――どうやら王太子殿下は、ユフィーナ以外の女性には、実にお優しくあられるらしい。顔を上げよ、と言う声も柔らかく、渋々目を伏せたまま顔を上げれば、何やら奇妙な沈黙が落ちた。

「……おまえ。そこの……金髪の娘」

　思わず、息を呑む。この場で金の髪を持つのは、ユフィーナだけだ。

　まさかバレたのか、と血の気が引いたが、名指しされて無視をするわけにもいかない。何しろ相手は、この国の王太子だ。

　ニナが籠の中にさりげなく手を入れるのを、横目に見る。いざとなったら全員気絶させて逃げるつもりで、ユフィーナはぐっと奥歯を噛んで王太子に目を向けた。

（……あら。意外とまともな顔をしていらしたのね）

　随分久しぶりに見る〝夫〟に、そんなことを思う。明るい茶色の髪、濃いブルーの瞳。甘い顔立ちは、物語に出てくる〝王子さま〟そのもので、なんだか笑いそうになってしまった。

　いや、物語の主人公をこの王太子と愛妾と考えれば、これぞ王道。きっとその物語の中では、ユフィーナはヒロインの邪魔をする悪女といった役回りを割り当てられるのだろう。

　まずい、とユフィーナは慌てて目を伏せる。想像したら、ますます笑えてきた。

　どうにか真面目な顔を保ちながら、改めて王太子を眺めてみる。彼のすらりとした体躯は、それほど大きくはない。だがそれは、隣に立つ騎士団長が見上げるほどの巨漢だから、そう感じるのかもしれない。

　しかし、どうして王太子はそんなふうに穴が空きそうなほど、じっとこちらを見るのだろうか。鬱うっ陶とうしい。その瞳に見慣れた嫌悪が浮かんでいないところを見ると、バレたわけではなさそうだが――。

　そんなことを考えていると、王太子がやけに平坦な声で口を開いた。

「おまえ……名は、なんという？　どこの家の娘だ」

（セーフ！　いえ、アウトかしら!?）

　咄とっ嗟さにがばりと頭を下げ、できるだけ怯おびえた声を上げる。

「も……申し訳ございません！　わたくし、何か、粗相を……っ。どうか、お許しくださいませ！」

　焦りながら適当な偽名を考えていると、騎士団長の笑い含みの声がした。

「……殿下。どうやら、あなたのほうが侍女を怯えさせているようですが？」

「やかましい」

　王太子が憮然とした声で応じる。

　このままごまかせるだろうか、と思っていると、頭を下げた視界の端はしに、騎士団長の大きな靴が入りこんだ。

「怯えることはない。おまえが咎とがめを受けるようなことはないと約束しよう。顔を上げなさい」

　騎士団長の命令に、ユフィーナは再び頭を上げる。そして、大きな体躯に似つかわしい、武ぶ張ばった印象の厳いかつい顔をした相手を見上げた。刃物傷で中ほどが途切れた片眉が、ひょいと持ち上がる。

「これはまた……」

「リンド」

　どこか焦ったように王太子が呼びかけると、騎士団長の声に苦笑が滲む。

「殿下。そう慌てずとも、この侍女は王宮から逃げたりしませんよ」

　いえ、まさにたった今出ていこうとしているところなのですが――なんてことは、もちろん口にしたりはしない。

　にやりとした笑みを王太子に向けた騎士団長は、ユフィーナには打って変わって優しげな笑みを寄越してきた。

（あら、いい男）

　この騎士団長は、見た目はちょっとゴツいけれど、いかにも街の女性にモテそうな感じで悪くない。酒場に行ったら、すぐに玄人くろうとの女性が寄ってきそうなタイプだ。かといって、あまり軽薄な感じもしない。

　どうしてこんな頭が気の毒な王太子に、まともそうな騎士が仕えているんだろう、と内心首を捻る。

　そんなことを考えていたユフィーナは、続けて告げられた騎士団長の言葉に、思わず目を丸くした。

「仕事の途中なのだろう。それを洗濯場に運んだら……そうだな。青あお鷺さぎの間まで茶を運んでくれ」

　わずかの間、再び奇妙な沈黙が落ちる。

　ユフィーナはおそるおそる、改めて〝夫〟に目を向けた。

　この流れと、こちらを見る王太子の瞳に浮かぶ、熱に浮かされたような色。それはたしかに、狂おしいと言えるような熱情だ。

　街で言い寄ってくる男たちが見せるのと同じその色に、ユフィーナは、これはなんの冗談だとその場に座りこみたくなった。

（もう、なんなの……？　バカバカしくって眩暈めまいがするわ）

　力一杯、ため息をつきそうになるのをどうにか噛み殺す。本当に一体なんなのだ、この茶番以下の展開は。

（……殿下。あなた、ミーアさま一筋じゃなかったんですか？）

　ニナはなんともいえない顔をし、侍女たちはぎらぎらと目を光らせている。彼女たちの視線に込められているのは好奇心二割、嫉妬八割といったところだろうか。

　ここにいる侍女たちは、自分が〝王宮で勤め上げて素敵な嫁ぎ先を選び放題〟という人生から、〝妾しょう妃ひの座を射止めたのち、後宮の一員として華麗に国の中枢に参入〟という人生に乗り換えることに、なんのためらいも持つことはないのだろう。だが残念ながら、同僚がそんな幸運を手にしたときに、諸もろ手てを挙げて祝うことができるような心の広さは持っていないようだ。彼女たちの、殺気混じりの視線が痛い。

（あぁ、もう……）

　本当に、うんざりだ。

　ここは適当に返事をして、このまま王宮を去るのが一番正しい道なのだろう。いつも通りの手順で王宮を抜け出し、街に確保した住まいに用意してある荷物を馬に乗せ、意気揚々と祖国に出戻ればいい。そうすれば、なんの後あと腐くされもなく、この国と縁が切れる。

　……けれど、とユフィーナは唇を噛んだ。

　あの蔑さげすみも、侮辱する言葉も、これ以上ないほど完璧な拒絶も。

　傷つかなかったわけじゃない。

　たとえなんの期待を抱いていない相手にだって、正面からひどい言葉をぶつけられれば、心は悲鳴を上げた。あきらめることで痛みから目を逸らし、楽しく暮らせる場所に逃げこんだ。

　――ニナがそばにいてくれなければ、これまでの日々を耐えることなんてできなかった。

　思い出せば思い出すほど、ふつふつと怒りが甦よみがえる。すべてはこの男が、あの女しか愛さないと宣言したからではないのか。

　ならばなぜ、そんな目で自分を見る。ふざけるなというのだ。まったくもって、不愉快にもほどがある。

　ふっと小さく息を吐いて整えたユフィーナは、それまでの弱々しさとは打って変わった凜りんとした声で、はっきりと告げた。

「お断りいたします」

「……何？」

　騎士団長が、驚いたように目を瞠みはる。

　隣でニナが「あーぁ」というように天を仰ぎながらも、どこか楽しげに自分の籠を床に下ろした。そのまま、流れるような動きでユフィーナの手から籠を受け取る。怯えた侍女の仮面を放り捨てたユフィーナは、下町の荒くれ者たちを一目で黙らせる笑みを、艶えん然ぜんと浮かべてみせた。

「なぜ、わたくしが、あなたにお茶を差し上げなければならないのかしら？」

「……なんだと？」

　顔を顰しかめる騎士団長から、唖然とした様子の王太子、硬直している侍女たちを順に眺め、ゆっくりと髪を隠していたボンネットを脱ぐ。髪をまとめ上げていた櫛くしを外せば、流れ落ちる金の髪が淡く光を放つ。太陽の光をそのまま縒より合わせたかのような、鮮やかな黄金の流れ。

　それを見て驚愕に染まった人々の顔に、ユフィーナはこの王宮に来てはじめて、声を上げて笑いたくなった。

「王太子つき近衛騎士団団長、リンド殿。あなたは、王太子妃であるわたくしが、手ずから淹いれたお茶を口にできるような身分でいらっしゃるの？」

　ユフィーナはこのとき、人の顔から音を立てる勢いで血の気が引いていくのを、はじめて見た。

〝身分を笠に着て、目下の者の失態をあげつらう〟

　今まで、ユフィーナ自身が心の底から嫌悪してきた行為である。だが、ここの連中相手にしてみると、ちょっぴり――いや、かなり気分がよかった。気を抜くと、なんだか顔が緩みそうだ。

（いやだわ、いつの間にこんなに性格が悪くなったのかしら）

　しかしこの一年の間に、下町で覚えた不文律がある。それは、〝ナメられたら終わり〟というやつだ。喧嘩と紅茶は、最初の一呼吸で勝負が決まる。

　くっと嘲笑の形に唇を歪ゆがめ、真っ青になっている侍女たちをちらりと見み遣やる。

「そうですわねぇ？　あなた方の言う通り、わたくしは結婚以来、殿下に蔑まれるばかりの正室でしたもの。殿下がわたくしなどよりずっと麗うるわしいミーアさまをご寵愛なさるのも、いずれ彼女を王妃にと努力なさるのも、当然のことだと思いますわ」

　つい先ほどまで散々ユフィーナの悪口を言っていた侍女たちが、揃って短く悲鳴を上げた。そして、蒼白になって後あと退ずさる。

　そのひとりひとりを順に見据え、ユフィーナは艶やかに笑ってやった。

　王太子妃という立場に相応しく、傲ごう然ぜんと。

「あら、どうなさいましたの？　お飾りの正室など、殿下とミーアさまが育んでこられた素晴らしい愛の妨げにしかならない。そう、本当のことを言っていたのはあなた方じゃなくって？」

　あなた方の顔は、しっかり覚えてあげたわ――と言わんばかりの冷たい口調に、再び引きつった悲鳴が上がる。

「お……お許しください！」

　ユフィーナは、見事に声を揃えた彼女たちを無視して、ゆっくりと王太子に視線を向けた。大きく目を見開いたまま固まった間抜けヅラが、どうにも笑える。だが、ここで吹き出したらすべてが台なしだ。

　ここは我慢だ、がんばれわたし、とユフィーナは自分に言い聞かせた。

「殿下。ミーアさまがご懐妊だとか。おめでとうございます」

　にこりと笑って言ってやる。王太子は、ぱくぱくと酸素の足りない観賞魚のように口を開閉し、ようやく声を絞り出した。

「ユ……ユフィーナ……？」

「あら！　わたくしの名を覚えていらっしゃるとは思いませんでしたわ！　先ほど名を尋ねられたときは、てっきりお忘れなのかと思いましたもの！」

　楽しげに手を打ち、ユフィーナは侍女服のスカート部分をひょいとつまむ。

「それとも、こんな姿をしているせいでおわかりになりませんでしたかしら？　何しろ、わたくしの住まいにはニナしかいないものですから、侍女仕事も何もかも、自分の手でしなければなりませんのよ。お陰で、毎日楽しく過ごさせていただいておりますわ！」

　かつて祖国で、可憐な、あるいは妖精のようなと言われた仕草で首を傾げ、にっこりとほほえむ。隣でニナが「破壊力抜群ですわねぇ」とこっそり呟いていたのは、ほかの人々には聞こえなかったようだ。

　完全に気を呑まれている面々に、「そうそう」と両手の指先を触れ合わせる。

「いいところでお会いしました。わたくし、これ以上殿下とミーアさまのお邪魔になるのは遠慮したく思いますので、殿下との婚姻関係をなかったことにいたしましたの。わたくしとて、意味もなく蔑まれるばかりの毎日は、そろそろ我慢なりませんし？　あぁ、ご安心くださいな。我が国の陛下によけいなことを進言するつもりはありません。わたくし、野蛮な殿方と違って、争い事も戦も大嫌いですの！」

　硬直したままの〝夫〟を見上げて、冷ややかに告げる。

「だって、戦などあったばかりに、わたくしはこんなひどいところへ来る羽目になったのですものね？」

　感情を乗せずに放った言葉に、周囲の空気が凍りつく。

　――勝った。

　ユフィーナは、再びそれはそれは愛らしくにっこりと笑ってみせる。

「殿下。改めて申し上げます。わたくし、戦は望みません。わたくしを暗殺しようとなさっている方々に、そのような心配はご無用と伝えていただけますか？」

「え……な、暗殺……？」

　答えはなかったが、別に答えを求めていたわけではない。王太子が、ユフィーナを取り巻く状況をまるで知らないことなどわかっているし、わかってほしいとも思わない。

　これでもう、二度と会うこともない相手だ。なんの興味もありはしない。

「ニナ」

「はい」

　ニナの返事と同時に、ひゅっと風を切って宙を走ったものが、巨大な置物のように立ち尽くしていた騎士団長に襲いかかる。避ける間もなく騎士団長の全身を締めつけ、体の自由を奪ったのは、細い鋼の糸を編み込んだ特殊な太縄だ。どんな馬鹿力が相手でも、一瞬で無力化することのできるこの縄術がニナの得意技である。だが、モノがモノだけに重たいのが難点だった。

　驚愕に目を剥むいた騎士団長の鳩みぞ尾おちに、ユフィーナはすかさず固めた拳こぶしを叩きこんだ。騎士団長は声もなく床に沈み、鈍い音が辺りに響く。

「リンド!?」

　王太子の悲鳴じみた声に、騎士団長が膝立ちの状態で低くうめいた。

「ぐ……っ」

（……あら？）

　その様子に、ユフィーナは軽く目を瞠った。

　さすがは騎士団長、というところだろうか。随分丈夫な腹筋だ。普通の相手なら、完全に悶絶、気絶という流れのはずなのに、膝をついただけなんて驚きである。まぁ、しばらく立ち上がることはできないだろうから、よしとしよう。

　ユフィーナは相手の筋肉に感心しながら、ちょっと痛んだ拳を開いてひらひらと振る。

「たかが女ふたりにのされてしまうなんて、騎士団長というのも大したことはありませんのね」

　ばさりと乱れた髪を払う。いつの間にか剣けん帯たいを腰に巻いていたニナから、自分のそれを受け取り、慣れた手つきで剣を佩はく。愛用の暗器が収められた革のポーチを剣帯に吊し、ユフィーナは最後に優雅な仕草で一礼した。

「では、ごきげんよう、殿下。――それから」

　目の前に立てた親指を、くっと床に向ける。

「一昨日おととい来やがれ、クソッタレ」

　下町で覚えた素敵な言葉を笑って言い捨て、ニナと揃って開け放たれたままの窓枠に足をかける。背後で悲鳴が聞こえたような気もしたが、これくらいの高さなどユフィーナとニナにとってはどうということもない。ワンピースの下には、しっかり膝丈のズボンも穿はいている。

　ふたりは軽やかに窓枠を蹴り、そのまま宙に身を躍らせた。

「あはははは！　言ってやった、言ってやったわ！」

「素敵でしたわ、ユフィさま！」

　二階の窓からすとんと着地するなり、即座に走り出しながら、込み上げる笑いをこらえきれない。この際、せいぜい王太子に恥をかかせてやろうじゃないか。ユフィーナは、再び拳をぐっと握り締めた。

　とんでもないスピードで駆けてくる侍女姿のふたりに目を丸くしている門番たちを、その勢いのままニナと同時に一撃で沈める。繋がれていた馬を解き放ち、素早く手綱を取ったニナの後ろに、ユフィーナはふわりと飛び乗った。

「お騒がせして申し訳ありません、みなさん！」

　その美貌を惜しげもなく晒さらし、ぐるりと辺りを見回しながらにっこりと笑えば、見惚れる人々は呆けたようにその場に立ち竦む。

「わたくし、ザカリス王国オブライエン公爵家が娘、ユフィーナ＝ミラ＝オブライエンと申します。先頃まで王太子妃としてこの国にご厄介になっておりましたが、王太子殿下より、わたくしのような貧相な小娘を妻として認めることは、生涯ありえないと申しつけられてしまいましたの！」

　――結婚式の当日に。

　ざわりとどよめく人々に、ユフィーナは「ですから」と高らかに宣言する。

「わたくし、実家に帰らせていただきます！」










酒場にて




　さりん、とこぢんまりとした薄暗い酒場のドアに取りつけてあるカウベルが鳴る。ここの店主が、友人の牛飼いからもらい受けたという大きなベルは、この店のトレードマークとして親しまれている。

　元はちゃんと別の名のある酒場だったのだが、今ではすっかり「カウベルで一杯引っかけるか」というのがこの辺りに住まう男たちの楽しみとなっていた。店主の仕入れる酒にハズレがなく、出されるつまみの類いも、季節の食材を上手に取り入れたものが何品も揃う。しかもそれらが下手な食堂より美味いとなれば、この酒場がいつも客で溢れているのは当然だろう。

　しかし今、その見た目よりも遙かに涼やかな音を辺りに響かせたのは、男ではなかった。

　慣れた様子で足を運ぶのは、ひとりの女。ゆったりとした男物のシャツと細身のズボンは、安物のドレスなどよりも、よほど美しく彼女の体の線を浮かび上がらせる。派手な装飾品など一切身につけていなくても、女が現れただけで、さっと場の空気が華やいだものに変わった。

　くっきりと線を描く切れ長の優美な瞳に、紅い唇。結い上げないのは不作法、とされる髪をそのまま背中に流していても、その黄金の流れの美しさを隠すことなど、誰も望みはしないだろう。

　二十歳をいくつか過ぎたところだろうか。妖艶、といっても差し支えない美貌を見て、酒場にいた男たちが歓迎の声を上げる。女は、その歓迎に慣れた様子で軽く手を上げ、笑みを浮かべて応じた。

　どこか気け怠だるげな、しかしよく見ればどこにも隙のない様子で酒場にやってきた女は、カウンターに寄りかかって「いつもの」と初老のマスターに声をかける。

「はいよ、今日はニジマスの香草蒸しがおすすめだよ。一緒につけるかい？」

　マスターは親しんだ者に向ける笑みを浮かべた。

「そう？　じゃあ、それお願い」

　すぐに目の前に出された琥こ珀はく色の液体は、この国名産の薫り高い蒸留酒。熟成させる樽を特殊な方法で燻いぶしているため、こんなふうに深い色合いになるのだと、以前誇らしげに女に語ったのは、このマスターだ。

　女は気に入りの酒を一口含むと、ふと柳りゅう眉びをわずかに寄せて首を傾げた。

「今日は随分、街が騒がしいようだけど？」

　何かあったのか、という女の問いかけに、マスターは「知らんのかい？」と言って、皺深い顔の中に埋もれたような瞳を見開いた。

「昼過ぎから、えらい騒ぎになっとるんだぞ」

「あたしは、明るいうちは滅多に外に出ないの」

　憮然とした様子の女に、マスターはそうだろうなと肩を竦めた。行儀よく酒を楽しんでいる男たちに「おうい」と声をかける。

「お嬢が、この騒ぎはなんだか教えてくれだとさ！」

　それに応じて、酔すい漢かんたちはわっと盛り上がった。我先にと口を開く。

「姐御ともあろうお方が、まぁだこの騒ぎをご存じなかったか！」

「聞いて驚け！　なんでも、ウチの王子さまが嫁に逃げられちまったんだそうだ！」

「見事な金髪のお姫さまだってんで、今、街中で金髪の娘が、騎士団やら自警団やらの連中に追いかけられてるんでさ！」

　それを聞き、スツールに腰かけていた女が、「あら」と楽しげな笑みを浮かべ、己の艶やかな髪に指を絡める。

「それじゃああたしも、素敵な騎士さまに追いかけてもらえるのかしらね？」

　途端に、どっと酒場が沸く。

「はっはぁ、姐御なら王子さんも片手で捻っちまいそうだがな！」

「残念ながら、お姫さまは十七かそこらの乳臭いガキだそうだ！」

「――ちょっと、だぁれ？　人を年増扱いしたのは」

　女が拗ねたように紅い唇を尖らせると、最後に発言した男が周りの酔客から、おまえだおまえ！とげらげら笑いながら小突かれる。親しい者同士だからこその気安い空気が一層明るくなり、男たちは次々と酒杯を空けていく。

「お姫さまねぇ……。でも、あれでしょう？　ウチの王子さまは、全然そのお姫さまのことを相手にしていないって噂で聞いたけど。なんで今更、いきなり逃げ出したりしちゃったのかしら」

　グラスを傾けながらの女の問いに、よく使いこまれた食器をきゅっと拭ぬぐっていたマスターが、「そうさなぁ」と首を傾げる。

「詳しい話はわからんが、なんでも王子殿下自ら追い出したとかなんとか」

「それなのに、騎士団まで動かしてお姫さまを探しているの？」

「さてな。城の連中のすることは、わしらにはいつだってさっぱりさ。ま、こっちにしてみりゃ城の連中なんてのは、毎月せこせこやってくる徴税人くらいのもんだからなぁ」

　眉を下げたマスターが、ふうとため息をつく。

「まったく……。これ見よがしに剣をぶら下げた騎士連中が、大勢街中を走り回っているかと思うと、肝が冷えるさね」

　そんなマスターに、女は小さく肩を竦めた。少し考え、しみじみとした口調で口を開く。

「まぁでも、お姫さまの気持ちもわかるわね。自分に惚れてもいない男の相手をすることほど、無駄な時間の使い方はないもの」

　女の言葉に、マスターは小さく苦笑を浮かべた。

「おや、そうかい？」

「当然じゃない。男は女に貢いでナンボかもしれないけどね。お金だろうと時間だろうと、男に貢ぐような女は、いくら可愛くってもただのバカよ？」

「はっはぁ、お嬢は手厳しいな。世の中には、そういうバカで可愛い女が結構いるもんなんだがね」

　そこに、酒場の扉を蹴破る勢いで慌ただしく飛び込んでくる一団があった。緑と灰色を基調とした、騎士団の制服をまとった男たちである。彼らは、ざっと店内を見回すなり、ひらひらと楽しげに手を振る女の姿に、吸い寄せられるように魅入った。

「ハァイ、騎士さま方？　どなたをお探しなのかしら？」

　琥珀色の酒の入ったグラスを揺らして艶然とほほえみ、首を傾げる極上の美女。その姿に、少しの間呆然と目を奪われた騎士たちは、はっと我に返ったように身じろいだ。代表らしい壮年の騎士が、しどろもどろに口を開く。

「こ、ここに、金髪の女がいる、と……」

　女は楽しげに目を瞠ると、朱く染めた唇にいたずらっぽい笑みを浮かべた。

「高貴な騎士さまが、あたしと遊んでくれるの？　カードにする？　それともダイス？　負けたほうが、ここにいるみんなに奢おごるってことでどうかしら」

　女の言葉に、周囲の男たちがどっと沸く。

「そりゃいいや！」

「騎士さま、財布はしっかり膨らんでるかい？」

「せめて、ダイスにしておきな！　ここらで姐御とカードで勝負できるのは、賭場荒らしのネイトくらいのもんだからな！」

　次々と囃し立てる男たちに、騎士の一行は毒気を抜かれたような顔を見合わせた。ちらちらと女のほうを見ながら何やら話し合っていたが、すぐにやってきたのと同じ勢いで駆け出していく。

　その様子を視線だけで追いかけていた女が、ため息をついた。

「つまんないわぁ。少しは『こんなところにお姫さまが!?』みたいなノリがあってもいいじゃない？」

　女のぼやきに、酒場中の男たちがいやいやいや、と顔の前で手を振った。

「姐御、いくらなんでもそりゃあ無理ってもんでさ」

「姫さまってのはなんていうかこう、もっとふわふわっとしたモンでしょうよ」

「姐御は姫さまっちゅうより、女王さまだもんなぁ」

　違いねぇ！と笑い合う男たちに軽く肩を竦めると、女は懐から取り出した銀貨を一枚、マスターに弾いた。

「お釣りはいいわ。今日はあたしがここにいるとよけいなお客さんが来そうだし、おとなしく帰って寝てることにする」

　器用に銀貨を受け取ったマスターが、ため息混じりに眉を下げる。

「そんなもん、気にすることはないんだがね」

「それじゃ、また可哀想な騎士さまたちがここに来たら、実はあたしがお探しのお姫さまだったのよって教えてあげてちょうだいな。捕まえられるものなら捕まえてごらんなさい、ってね」

　笑ってそんなことを言う女に、「おいおい」とマスターが苦笑する。

「騎士の連中をからかったりしたら、こちとら命がいくつあっても足らんさね。ま、お嬢も今夜はおとなしくしとくのが正解かもな」

　マスターと酒場の男たちに手を振って店を出た女は、街を行き交う顔馴染みと同じような会話を幾度か交わした。そしてこの辺りを捜索し尽くした騎士たちが、街の西の方へ向かったらしいことを確かめると、すっと人ひと気けのない路地裏に入る。

　少し進むと塀の破れた一角があり、そこを抜けると、以前は自警団の詰め所として使われていた小さな廃屋があった。女はそっとその扉を開けると、音もなく中へ入りこんだ。外から見ればただの廃屋だが、中はしっかりと清められ、人が寝泊まりすることが苦でない程度に整えられている。

「ニナ。そっちはどう？」

　やはり男物の衣服を着て先に来ていたニナの向かいに、女――ユフィーナは足早に近づいて膝を落とした。

「ええ、ユフィさま。思った通りですわね」

　黒髪を頭の後ろで無造作に括くくったニナが、床に広げた簡単な地図のあちこちに印をつけていく。そこに、ユフィーナが確認してきた騎士たちの行動範囲を足していき、そのパターンから最も安全なルートを絞りこんでいくのだ。

　〝人目を忍んでこっそり脱出〟という本来の計画ならば、ふたりがザカリスに帰還するまで、彼女たちが後宮からいなくなったことに気づかれなかったかもしれない。だが、何しろあれだけ派手に三み行くだり半はんを叩きつけてきたのだ。王宮から追手がかかるのは、当然予想できた。そのため、ふたりは一度街でそれをやり過ごし、彼らを背後から追いかける形でザカリスへ向かおうと考えていたのである。

　しかし、どうやら彼らはこの辺り一帯を虱しらみ潰しにあたる心づもりのようで、一向に先へ進む気配がない。たかが娘ふたりと侮り、近場ですぐに見つけられるとでも思ったのだろうか。一応、騎士団長とやらをのしてきたのだから、もう少し買いかぶってもらえると思ったのに、ちょっぴり予定外だ。

　じっと地図を眺めるニナが、楽しげに肩を揺らした。

「ふっふっふ。ゼーン家の血が騒ぎますわー」

「やっぱり、山越え？」

　ユフィーナは、ニナがチェックを終えた地図を覗きこむ。ニナの細い指が、地図の上をなめらかに滑っていく。

「そうですわね。今の季節ですと、この辺りは霧が出やすいのですわ。ですから、こちらから山に入って、尾根沿いに西へ抜けるのが一番確実ですわね」

　侮られているというならそれなりに、その裏をかけばいいだけのこと。すでにニナはふたりぶんの旅支度を、山越えバージョンで整えている。派手な化粧を手早く落とし、代わりに煤すすで肌を汚す。厚手の上着を着込み、ユフィーナの目立つ髪を布でぐるぐる巻きにして隠してしまえば、準備完了。

　そこにいるのは姫君でもその侍女でもなく、小柄な少年のふたり組だった。大きな荷物と小振りの弓矢、そして獲物を捌さばくための小刀を携えている姿は、ちょっと遠出をして山に兎狩りに出かける街の少年たちのそれと、なんら変わるところはない。

　ふたりは貴族の男たちが興じる、スポーツとしての狩猟には参加したことがないが、弓の腕には自信がある。食料の現地調達くらいならば、どんとこいだ。

　これでも一応、危険な逃避行のはずなのだが、こんなふうに変装してレッツサバイバルという状況にちょっぴりわくわくしてしまうのは、やはり若さゆえだろうか。

　小屋から出ると、ユフィーナは弓弦の具合を確かめながら、ニナにくすくすと笑いかけた。

「これはこれで、なんだか楽しいわね？」

「ええ、ユフィさま。正面突破もロマンですが、相手の裏をかいて『ざまぁ！』と高笑いするのも、またロマンなのですわ！」

「ロ、ロマン？」

　おほほほほ！と言葉通りに高笑いをかますニナに、ユフィーナは内心手を組んで、はらはらと心の涙を流した。

（……ごめんなさい、ニナ。やっぱりこの一年の生活は、とってもストレスだったのね？）

　祖国にいた頃は、多少怒らせると怖いところはあったものの、見た目通りおっとりとした少女だったのに――と思ったところで、ユフィーナは気づかなくてもいいことに気づいて、はっとした。

（ひょっとして、ニナと同じ生活をしていたというのに、まるで変わっていないわたしのほうがおかしいのかしら!?）

「どうなさいました、ユフィさま？」

　衝撃の事実にぶちあたり、よろめいたユフィーナに、ニナが不思議そうに首を傾げる。心から気遣ってくれる純粋な瞳が眩しくて、ユフィーナはそっと目を逸らした。

「い、いいえ……。ちょっぴり、自分の図太さに乾杯したくなっただけよ？」

　ついでに、気づいたばかりの現実からも、目を逸らしておくことにする。

（あぁ、さっきのお酒を、もっと味わって呑んでおけばよかった。……帰ったら、お父さまの酒蔵から秘蔵の葡萄酒を掻かっ払ぱらおう）

　どんなにいやなことも悲しいことも切ないことも、問答無用で忘れさせてくれるお酒というのは、とっても偉大だと思うユフィーナだった。










呑みすぎには気をつけましょう




　ルードの城下街は、王家の膝元だけあってかなり治安がいい。王宮の一部はかなり腐っていたが、どうやら政治に関しては有能な人材が揃っているようだ。だからこそ、ユフィーナたちも一年の間、多少のトラブルはあったものの、女ふたりで夜の街をふらふらと歩き回ることができていたのだろう。

　夜陰にものの輪郭が滲みはじめた街中を抜け、喧噪が遠ざかれば、しばらくは月明かりを頼りに郊外の村へと続く馬車道をてくてく歩く予定だった。

　しかしどうやら今夜は、街外れの小さな教会で結婚式が執り行われていたらしい。いくつもの篝かがり火びが焚たかれ、楽しげに酒を酌み交わす人々の笑い声が夜の空気を震わせる。随分と大らかな集まりらしく、街道を通る旅人たちにも祝いの酒や食べ物が振る舞われているようだ。

　そんな中で、いかにも人のよさそうな女性たちが「ちょっと寄っていきなさいな」と言いながら、皿に盛った温かな料理を勧めてくれた。少し迷ったが、ユフィーナたちはありがたく相伴に預かることにする。

「……ユフィさま？」

「……ニナだって、あのほかほかの湯気には逆らえないでしょ？」

　さすがにここで酒に手を出すつもりはないが、この辺りの家庭料理の魅力というのは、本当に抗あらがいがたいものがあるのだ。しかも、目の前に山のように用意されているのは、街では滅多に口にすることのできない、実に手の込んだ結婚式仕様の料理の数々。その魅力に少しくらい足止めをされてしまったとしても、ここで英気を養って、そのぶん、あとでがんばればいいのである。

（でも――結婚式、か……）

　明るい歓声混じりの笑い声の中心には、今夜の主役である、華やかな衣装をまとった幸せいっぱいの花嫁。そして、すでに相当の祝い酒を呑まされているらしく、ふらふらと怪しくなった足元で、真っ赤な顔をしながら笑み崩れているその夫がいる。

　ユフィーナは、この国の一般的な結婚式についてはよく知らない。だが、花嫁が少し心配そうな顔をしながらも、なおも夫に勧められる酒杯を止めようとしていない様子からして、これは婚礼の晩の通過儀礼なのかもしれない。一年前に行われた自分の結婚式では、ただひたすら教わった通りにさまざまなしきたりを機械的にこなしていただけだったから、こんなふうに楽しげな結婚式を見ると、少し不思議な気がする。

　そして――やっぱり、少しだけうらやましい。

　ユフィーナは幼い頃から、自分があの花嫁のように〝幸せな結婚〟をするなんて、考えたこともなかった。王族に極めて近い力を持つ貴族の娘として生まれた以上、彼女のように心から慕った相手と結ばれる未来なんて、望んでも叶うものではないと知っていたから。……最初にそのことを本当の意味で理解したときは、いやでいやで仕方がなかったけれど。

　周囲の令嬢たちがみんな、当然のように決められた未来を受け入れられているのが不思議だった。それでも「やはり自分は貴族の令嬢としては変わっているのだろう」というあきらめで、簡単に納得できるような疑問ではなかった。

　あきらめきれない自分に、どうして、と何度も自問した。

　そうして――。

『ユフィ？　どうかしましたか？』

　――振り返ればいつでもそこにあった、温かな眼まな差ざし。柔らかな笑顔。

　幼い頃から、もうひとりの兄のように優しくしてくれたジークウェル。

　彼に抱いていた気持ちを自覚したときに、ユフィーナは理解した。それが、自分の中で燻ぶっていた疑問の答えなのだと。

　ユフィーナはようやく納得して――同時に、心を鎖とざした。

　友人たちになくて、自分にあったもの。だからこそ、自分の意思によらず与えられる〝伴侶〟を、どうしても受け入れられないと思ってしまうもの。

（ジーク……）

　ニナの兄であり、かつては騎士見習いとしてオブライエン公爵家で預かっていたジークウェルにはじめて会ったとき、ユフィーナはその深い藍色の瞳に「なんてきれいなんだろう」と見惚れた。まだまだ幼い子どもだった自分は、あんまり彼の瞳がきれいだったから、ことあるごとにじいっと見つめては困らせてしまったものだ。

　最初は本当に、自分を守ってくれるもうひとりの兄ができたように感じていただけだったと思う。当時すでに、周囲が驚くほどの武術を身につけていた彼が、ユフィーナの外出時に、護衛役としてついてくれることになったときには、嬉しくて仕方がなかった。

　だけど、いつからだろう。

　ジークウェルはいつも穏やかに自分を見守って、何か困ったことがあれば、すぐに手を差し伸べてくれた。……その優しさに、嬉しさよりも先に、切なさを覚えるようになってしまったのは。

　彼は、あくまでも騎士道を学ぶ一環として、公爵家の末姫であるユフィーナに対してどこまでも礼儀正しく、決して規範から逸脱しない範囲で親切にしてくれていた。そのことに、苛立ちにも似た息苦しさを覚えるようになったのは。

　そして――自分を見つめる優しい瞳が、いつかは必ず自分以外の誰かを見つめるのだろうということに、泣きたいほど胸が痛むようになったのは。

　ユフィーナはずっと、自分がいずれ顔も知らない誰かに嫁ぐことを、当然のこととして教えられていた。

　領民が額に汗して働いて得た収入の一部を税として受け取って生きている以上、貴族が領民の生活を守るのは最低限の義務だ。民は貴族などいなくても生きていけるが、貴族は民なくしては生きていけない。民がひとりでは背負えない重い責任を果たし、彼らのよき指導者であるからこそ、貴族はその存在意義を認められる。

　そして、家を継ぐことのないユフィーナにできるのは、少しでも大きな力を持つ相手に嫁ぎ、その家とオブライエン公爵家との絆を強くすること。だからこそ、いずれ夫となる誰かと気持ちを通わせることよりも、どんな家に嫁いだとしてもしっかりと生きていくことのほうが大事だと、生まれたときからさまざまな教育を施されてきた。

　貴族とは、民を守るために生きるもの。民を守ることをやめた愚かな貴族の末路など、歴史書の中にいくらでも転がっていた。貴族の娘として生まれた以上、〝生きる〟ためには常に自分を厳しく律し、他者の規範となるべくあらねばならない。

　……そう幾度となく教えられ、理解も納得もしていたはずなのに。

　次男とはいえ、嫡ちゃく子しであるジークウェルを預かるほどだから、オブライエン公爵家と彼の生家であるゼーン家の繋がりは、すでにこれ以上深める必要などないほど強固なものとなっている。だから、ユフィーナが嫁ぐ先がどこであれ、それはゼーン伯爵家の――ジークウェルの元ではありえない。

　そんなことはいやというほどわかっていたはずなのに、彼の瞳に見つめられるたび、胸に溢れたのは抑えようもないほどの歓喜だった。

　ほかの誰に見つめられても、そんなふうにはならなかった。嬉しくて、幸せで――そしてその喜びが大きければ大きいほど、息ができないくらいに胸が痛んだ。

　彼に恋をしている自分になんて、気がつきたくなかった。いずれ自分は必ず彼以外の誰かの妻になり、彼は自分以外の誰かを守るようになる。そんな現実を思うたび、泣きわめきたいほどに辛かった。

　どうして、と何度も思った。

　こんなにも好きなのに、その想いを口にすることさえ、自分には許されない。

　家族以外の貴族男性は、ユフィーナが少しでも貴族令嬢らしからぬことをするだけで眉を顰ひそめる。けれど、ジークウェルだけは、いつでもユフィーナのするすべてを当然のように受け入れて、一緒に笑ってくれた。〝オブライエン公爵家の末姫〟ではなく、ただの〝ユフィーナ〟を見てくれたのだ。

　そんな喜びを教えてくれたジークウェルが、自分以外の誰かに、同じように笑いかけることを想像するだけで、苦しくてたまらなかった。

　ずっと自分だけを守ってくれる彼でいてほしい――そんなありえない夢想さえ抱くようになって、最後に一緒に街へ遊びに出た際、彼が贈ってくれたリボンは、今も大切なお守りとして持っている。

　どうして、彼でなければならなかったのだろう。

　ともにある未来を望むことができない彼に、どうして恋なんてしてしまったのだろう。

　こんな気持ちなど知らないまま、友人たちのように、定められた相手に嫁ぐことに、なんの痛みも覚えないままでいたかった。そんなことさえ思うようになって、けれど彼と出会わない人生なんて想像したくもなかった。

　――大貴族の娘として生まれた自分は、たしかに恵まれているのだろう。

　けれどその対価として、望む相手と添い遂げるという幸せにだけは、決して自ら手を伸ばすことはできない。ジークウェルに恋をすることでその痛みを知ったユフィーナは、現実から目を背けるため、〝幸せになる〟ことを自分に言い聞かせるようになった。

　彼がくれる幸せがあんまり大きくて、いずれそれを失った自分が、生きることそのものをあきらめたくなってしまわないように。

　彼がくれた幸せを一生大切にしたかったから、胸の奥に幾重にも鍵をかけて、その想いをしまいこんだ。

　そうして彼が公爵家を出ることになったとき、彼のために何もできない自分の無力さを思い知った。ユフィーナには、彼のそばにいてともに戦うことも、その背中を守ることもできない。どうしたって〝貴族の娘〟でしかない自分がジークウェルを守るためにできることは、やっぱり少しでも彼にかかる負担が減るよう、相応しい相手に嫁ぐことだけだった。

　だから、ルードから今回の話がきたとき、ユフィーナはむしろほっとしていた。自分がルードに嫁げば、少なくとも自分が生きている間は、両国間で戦が起こる可能性は低くなるはずだ。そうすれば、現在ルードに対する牽制のために温存している戦力を、南の国境で戦っているジークウェルたちの元へ、少しでも増援に回すことができるかもしれない。それを判断するのは国王の仕事だけれど、その可能性がわずかでもあるというだけで、ユフィーナにとっては充分だった。

　ジークウェルが、生きて帰ってきてくれるならそれでいい。

　そのときに自分が彼を迎えることはできなくても、彼が生きてさえいてくれれば、それだけで自分も生きていくことができるから。

（もう……王都に帰ってきたかしら？）

　そっと、胸ポケットに忍ばせているリボンの辺りに手をあてる。

　……叶うことなら、「おかえりなさい」と自分の口で言いたかった。他国にまで〝英雄〟と讃えられる働きをした彼を、そうやって迎える者はいくらでもいるのだろう。けれど、あの日、彼が旅立つ日にそう約束を交わしたから。

　いや、そんな約束などなくても――ただ、会いたかった。

　最後に彼と会ってから、もう三年だ。彼が戦場で命懸けで戦っている間に、何ひとつ知らせることなく嫁いだ自分のことなんて、彼はもう忘れてしまっているかもしれない。

　こうしてルードから逃げ出して、無事ザカリスに戻ったとしても、そのうちに自分はまた、どこの誰とも知れない相手に嫁ぐことになるのだろう。

　それでも、どうしても会いたかった。ユフィーナに、生まれてはじめて、自分以上に誰かを大切に想う気持ちを教えてくれたジークウェルに。

　彼が生きていてくれるだけで、自分はどこでだって生きていける。そう伝えることはできなくても、せめて感謝だけは伝えたかった。

　生きていてくれて、ありがとう――と。

「ユフィさま？　どうなさいました？」

　物思いにふけっていたユフィーナは、今の今まで思い浮かべていた瞳と同じ藍色の瞳が、訝いぶかしげに自分の顔を覗きこんでいるのに気がついて、はっと目を瞬しばたたかせた。

「あ……いえ、ちょっとあの新郎さんがね。あんなにお酒を呑んで大丈夫かしらと思って」

　少々わざとらしくなってしまったような気もするが、大量に盛られた料理を先ほどから無言で口に運んでいたニナは、ほかのことに気を取られていたようだ。ちらりと騒ぎの中心のほうに目をやると、小さくため息をついた。

「……実は、私も先ほどから気になっていたのですけれど。あれはもしかしたら、フレイスの火酒ではないでしょうか」

「え」

　フレイスというのは、大陸の北方に点在する小国のひとつだ。一年の大半を雪と氷に鎖された彼かの国で造られている特濃蒸留酒こそ、通称〝火酒〟と呼ばれるものであるのだが――。

「どこから入手したのかは知りませんが、あんなものをグラスで呑んだりしては……あ」

　ちなみに、彼の国の火酒は、掌にのるほどの小さな器で、舐めるように嗜むのが正しい楽しみ方である。

「……あれ、もしかしたら死んでしまうのじゃない？」

「……ただでさえ、随分と呑んでいたようですものね」

　いやな予感とともにふたりが見つめる先で、盛大な歓声とそれにかき消されてしまいそうな悲鳴が上がる。突然ぱったりと倒れてしまった新郎を、やはり同じく酔っ払いの集団である周囲は、笑って取り囲んでいるだけだ。花嫁だけは蒼白になって、愛しい夫となったばかりの人の名を呼んでいるように見える。

　ユフィーナとニナは無言で彼らのそばに駆け寄ると、鬱陶しい酔っ払いたちを問答無用でなぎ倒した。そして、辛うじて意識はあるらしい新郎の口に水の入った瓶を突っこむ。

　濃度の高い酒にやられてしまった人間には、とにかく大量の水を飲ませるべし。

　いきなり宴の中心に乱入してきたユフィーナたちに、酔った勢いもあってか何やら意味不明の罵声を浴びせてくる者もいた。しかしこの一年、いやというほど大勢の酔っ払いたちを見てきたふたりにしてみれば、「いい年をした大人が、命に関わるような酒の呑み方をするな、ド阿呆どもが！」と下町言葉で罵ののしった上で、まとめてしばき倒してやりたいくらいである。

　結婚式を新郎の命日にしたいのならばご自由に、というところだが、今にも泣きそうな顔をして見守っている花嫁の様子からして、そういうわけでもなさそうだ。

「ディーン？　ディーン、しっかりして！」

（あら……？）

　こうして間近に見てみると、花嫁は随分と若かった。年の頃は、ユフィーナたちとちょうど同じくらいに見える。

　ぐったりとへべれけになっている男の口に二本目の水の瓶を突っ込みながら、ユフィーナはニナと視線を交わす。そして、ふたりは小声でそっと囁き合った。

「……ユフィさま？　何を考えていらっしゃいます？」

「……たぶん、ニナと同じこと？」

　意識不明の新郎に、何度も悲痛な声で呼びかける花嫁は、現在逃亡中の王太子妃と同じ、夜目にも淡く輝くきれいな金の髪を持っていた。

　――翌日、城下町のとある薬屋を、通りすがりの親切な少年たちから『二日酔いによく聞く薬が置いてある』と聞いた金髪の若い娘（らぶらぶ新婚さん）が訪れた。そこに「この辺では見かけない金髪の娘がいる」と報告を受けた騎士団が血相を変えて飛んでくる一幕があったというのは、また別の話である。










お坊ちゃまの扱いは面倒です




　ユフィーナたちが王宮を出奔してから十日。ルード王国王太子リヒャルトは、逃亡した妻の行方が杳ようとして知れないことに、日々苛立ちを募らせていた。

「リンド！　ユフィーナの行方はまだ掴めんのか!?」

　その苛立ちをぶつけられた近衛騎士団団長、リンドはどうにかため息を噛み殺しながら頭を下げた。

「申し訳ありません、殿下。妃殿下と侍女は間違いなくザカリスへ向かったものと思われるのですが、西へ向かうすべての街道を封鎖しても、彼女たちの足跡すら見つけられず……」

「たかが女ふたりだぞ！　なぜ見つけられぬなどということがあるのだ！」

　だん、と執務机を叩いた主に、リンドはゆっくりと息を吐く。

「――殿下。妃殿下の侍女の身元を、改めて見直しました。彼女の名は、ニナ＝クロイツェル＝ゼーン。ザカリス王国、ゼーン伯爵家息女にして、此こ度たびの戦で英雄と名高い、ジークウェル＝ラギ＝ゼーンの妹だそうです」

　武門の者にはそれだけで通じることであったが、リヒャルトは不快げに顔を顰めただけだった。

「それがどうした？　英雄の妹だからとて、娘ひとりがどうしたというのだ」

　主がそう応えることを半ば予想していたリンドは、声にため息が混ざらないようにしながら、殊更丁寧に説明する。

「ゼーン家は、代々戦に長たけた、高名な将を幾人も輩出してきた家です。彼の家の者たちは、主と定めた者を生涯かけて守るため、男女問わず幼い頃から徹底的に戦に関わるすべてを教えこまれると聞いております」

「……何？」

　リヒャルトが、はじめて少し考える顔になった。

「殿下のおっしゃる通り、たかが十七、八の娘ふたり。しかし、彼女たちがただの娘であれば、これだけの捜索隊を編成したにもかかわらず、いまだ見つからぬということはありえません」

　ユフィーナたちとの最初で最後の邂かい逅こうを思い出し、リンドは苦く思う。いくら不意をつかれたとはいえ、ただの娘ふたりに自分があれほどあっさりとのされるはずもない。負け惜しみととられても仕方がないことだが、ニナという娘の技量は、騎士団の中でも充分に通用するレベルだった。ちょっと部下に欲しいくらいだ。

　噛み殺し損ねたため息を短く切り上げ、リンドは淡々と続ける。

「残念ですが、妃殿下らはすでにいずこかより国外へ抜けたものと思われます。いずれザカリスより使節団が来たときに、いかに対応すべきかをお考えになられたほうがよろしいかと」

　あのときユフィーナは、「戦は望まない」と言っていた。ザカリスにしても、クレイドルから賠償金をふんだくるにはそれなりの時間が必要だろうし、長年の戦で国民たちは疲弊している。彼らが、再びすぐに戦に踏みきるようなことはしないはずだ。まだ、いくばくかの時は残されている。

　この国の彼女に対する扱いは、決して許されることではない。すべてを周辺国に知られれば、ルードの名誉は地に落ちるだろう。だが、公式の場で言明されなければ、どうにでもごまかしようはある。黒を白に変えることはできなくても、灰色に濁すくらいならできるはずだ。

　そうして国内外の安定を図るのが、王族の――いや、ユフィーナをあのように扱い続けたリヒャルトの義務だ。

　しかし、そのリヒャルトはぎらぎらと目を光らせながら、再び書類が崩れるほどの勢いで執務机を叩いた。

「あれは！　ユフィーナは、私の妻だ！　離縁など認めた覚えはない！　なんとしても連れ戻せ！」

（ちょ……あぁもう、何この坊ちゃん殿下。面倒くせぇ）

　アナタ、あれだけ溺愛してた愛妾はどうしたんですか、とリンドは内心天を仰いだ。――リヒャルトの気持ちは、わからなくもないのだが。

　姿形の美しさもさることながら、ユフィーナの強く鮮やかな瞳には、リンドも目を奪われた。愛妾のミーアが魅惑的な夜の蝶なら、ユフィーナは太陽の下で野に遊ぶ妖精。見る者の心を一瞬で捕らえて離さない。夜会の中、豪奢なドレスや宝石で飾り立てられた淑女たちの魅力とはまったく違う、眩しいほどの命の輝きがそこにあった。それはおそらく、リヒャルトが今まで目にしたことのない鮮やかさであったのだろう。

（まぁ、気の毒っちゃ気の毒な坊ちゃんかもなぁ）

　リンドは五年前のことを思い出し、そっと嘆息した。

　リヒャルトがミーアに出会ったのは、彼がまだ十四歳の頃だ。当時〝王宮の華〟と名高かったミーアは十八歳。リンドも当時のことは、よく覚えている。

　見事なまでに豊満な体つきと、男の獣性をそそるために作り上げられたかのような妖艶な美貌。それらを持ち合わせたミーアに、まだまだ幼い子どもだったリヒャルトが夢中になるのは、仕方のないことだったのかもしれない。

　王妃に据えるには身分が足りず、年上というハンディもある彼女を、リヒャルトはその障害ゆえにか燃え上がった恋心のまま、たったひとりの愛妾として後宮に迎え入れた。

　一時期は後宮から出てこなくなるほどだった王太子の寵愛ぶりに、傾けい国こくだの毒婦だのと陰口を叩かれることもあったと聞く。だが、五年もの間、ミーアひとりを愛し続ける彼の様子に、次第に周囲の目も変わっていった。

　ひたむきにただひとりを愛する王太子。

　その愛情を一身に受ける愛妾の幸福。

　女子どもが夢見るおとぎ話のような、美しい恋物語。

　……しかしそれも、内情を知らぬ者たちの幻想だった。愛妾の贅沢のため、王太子は湯水のように国費を費やし続けたのだ。国の財務を預かる官かん吏りは、国王に何度も苦言と奏上を繰り返した。

　それらを受けた結果、国王が出した結論が、血筋も王妃たるに相応しく、また美姫と名高いユフィーナと王太子の婚礼だった。

　リヒャルトが愛妾だけでなく、正妃にも目を向けるようになれば、その立場の関係上、愛妾が王妃以上の贅沢をすることなどできなくなる。そして、自国が戦の最中に人質同然にやってきた姫君ならば、そう贅沢をすることはないだろうと。

　だが、そんな目もく論ろ見みは、リヒャルト自身の行動によって見事に打ち砕かれてしまった。いや、何も行動しなかったことが、か。

　リンドはもはや、ため息を隠しもせずに口を開いた。

「いいですか、殿下。あなた、妃殿下が後宮でどんな扱いを受けていたか、ご存じないのですか？　言いたかありませんが、私でも発狂しそうなひどさです。食事は毒入り、ドレスをはじめ必要なものはすべてミーアさまの使い古し。蝋ろう燭そくは、すべてミーアさまの閨ねやに横流しされていたとか。若い娘が夜の暗闇の中、どんなに心細かったでしょうね。部屋の前に獣の死骸や生首を置かれる、なんてこともあったそうですよ。そんな仕打ちを受け続けた妃殿下が、無理に連れ戻されたところで、おとなしく後宮に入ると思いますか」

　そう言うと、はじめてリヒャルトの顔と声が引きつった。次いで、悲鳴じみて裏返った声を上げる。

「そ……そんなことは聞いていない！」

　この期に及んでそんなことを言う主に、リンドはいっそ哀れみさえ覚えた。

　今の彼は、自分の行動に責任を取ることすら知らない、ただの子どもだ。

（ったく……。これだから、甘ったれの坊ちゃん殿下は）

　リヒャルトは、幼い頃からそれなりの帝王学を叩きこまれて育ったはずである。だが、ここ十数年というもの戦を知らないルードの王室には、彼に対して必要以上に厳しく接する者はいなかった。

　焦ることはないという余裕を常にどこかに持ち、周囲の誰からも愛され、リヒャルトは天真爛漫に成長した。そんな彼が、はじめて向かい合うことになった思い通りにならない出来事がコレというのは、他人事ながら少し気の毒な気もする。

　しかし、今回ばかりは彼を甘やかしてやることは誰にもできない。何しろ戦がかかった国と国の問題だ。いい加減、腹を据えてもらわなければ困る。

　リンドは、ぐっと唇を噛んだリヒャルトに告げた。

「どうおっしゃろうと、それが現実です。上手く世論を操作すれば、殿下がそれほどまでに盲目的にミーアさまを愛されている、という美談にできなくはないでしょう」

　ただし、とリンドは、ようやくミーア以外のものに目を向けはじめたリヒャルトの耳に届くように、ゆっくりと続けた。

「今まで殿下が見ようとせずにいたものを、きちんとご覧になることです。私が先ほど申し上げたのは、妃殿下が受けられた迫害のほんの一部。今、後宮に監査が入っておりますが、その報告書に隅から隅まできっちり目を通すことです。監査は国王陛下直々のご下か命めいによるもの。そこで行われた真実を、あなただけは知っておかねばなりません」

　リンドの知る限り、リヒャルトは決して愚かなだけの人間ではない。ただ、女に狂った男ほど、どうしようもないものはないということだ。彼は、ふっと嘆息する。

（いっそのこと、最初から妃殿下にオチてくれてれば、何もかも安泰だったのかもしれねえなぁ）

　あの姿。あの度胸。何より、不意打ちとはいえリンドを悶絶させたあの腕前。あの姫ならば、いずれ王妃として忠誠を誓ってもいい――そう思えたのだが、時すでに遅しだ。

　自由を取り戻した鳥は、どこへだって飛んでいける。そうして逃げ出した鳥は、息苦しいばかりの狭い檻おりに、二度と戻ることはないだろう。

「あぁ、そういえば。ミーアさまのご懐妊というのは本当だったのですか？」

　リンドが何気なく聞くと、リヒャルトは弾かれたように顔を上げ、すぐにぱっと目を逸らした。

「いや……。単に少し、体調を崩していただけだったらしい」

　気まずそうな様子からして、今の今まで愛妾の懐妊という一大事さえリヒャルトの意識の外だったらしいと知り、苦笑する。どうやら、リヒャルトの気持ちはすでに愛妾から随分と遠ざかっているようだ。――本人がどう考えているかは知らないが。

「それは、残念でございましたね」

　内心、よかったなぁ坊ちゃん、と思いながら、リンドは慇いん懃ぎんに一礼した。

「では、私は任務に戻らせていただきます」

　中級貴族出身のリンドを、その腕前を認めて騎士団長にまで取り立ててくれたのはリヒャルトだ。そしてそのとき、リンドは彼を主と定めた。

　今回のことで、どうにか目を覚ましてくれればいいが、と思いながら、リンドは主の執務室をあとにした。










狂気




　覚えているのは、血と、汗の臭い。苦痛と絶望の呻うめき。

　赤と――黒。

　何度も何度も闇に呑みこまれそうになり、同じだけ〝死〟への誘惑が胸に去来した。

　もう、楽になってしまえ、と。

　おまえはもう、充分に戦った、と。

　甘く、とろりとした香りさえまとって、声は幾度もジークウェルの脳裏に優しく響いた。

（……いやだ）

　ぼろぼろになった剣を地面に投げ捨てる。代わりに、正しい〝騎士〟であればまず手にしない、むしろ暗殺者が主に用いる武器である鋼糸を操って、ジークウェルは周囲に群がる敵の首を、腕を、足を、無造作に胴体から切り離した。

　どす黒く血に染まった騎士服。同じ色に染まった体と心。何人の敵を倒したかなんて、この手がどれだけの命を奪ったかなんて、数えることをやめたのはいつだったか。

　あまりに長く絶望的な戦況の中、勇敢な上位の騎士から次々に死んでいった。命令系統はとうの昔に崩壊し、辛うじて生き残っている年長の騎士がそれぞれの部隊をまとめている。だが、全体の指揮を執れるような人望ある騎士は、みなすでに亡い。

『最後まで祖国を守るために戦え』

　最初に総指揮官の地位にあった初老の騎士の、最後の命令だけが、今の騎士団すべてを遊軍として戦わせていた。

　ただ若く、体力があるばかりの新米騎士の割合が高くなってきているのは、それだけの名のある騎士が戦死し、見習いとしてつき従っていた者たちが、彼らを看み取とってきたからだ。

　もうダメだ、と泣き叫ぶ声を何度聞いただろう。

　もう死ぬんだ。

　もう帰れない。

　もう――会えない。

（いやだ）

　死への恐怖なんて、とうの昔に麻痺して消えた。帰る場所なんて、自分たちが負けた瞬間に消え失せる。

　けれど、それでも。

　泣きそうな顔をして『帰ってきてね』と言った少女に、もう二度と会えないなんてことだけは絶対にいやだ。

　死にたくない。

　負けたくない。

　帰りたい。

　ただ、彼女にもう一度会うために。

　まだ――死ねない。

「あああぁああああ!!」

　獣のように吼ほえ、まるで周囲のすべてを見通せるかのように、異常に研ぎ澄まされた感覚に従い、腕を振るう。そのたびに、いくつもの命が鋼糸の先で消えていく。その現実さえ、もうおぞましいとは思わない。

　使えるものはすべて使う。利用できるものはなんだって利用してやる。生き延びるために、自分が汚れることを気にするバカがどこにいる。

〝殺さなければ、自分が殺される〟

　どんな大義名分を掲げようが、そこにどんな理屈や理想を上乗せしようが、戦場を支配するのはただそれだけの単純な論理だ。そこにはどんな正義もありはしない。生きるか死ぬか、ただそれだけのやりとりに一体なんの正義がある。戦に正義なんて飾りをつけられるのは、一度も血を見たこともない連中の、命を数でしか考えないような甘ったるい理屈の中でだけ。

　騎士道？　そんなものはクソ食らえだ。宣戦布告すらなく、〝自国の王女の婚礼〟という、どこの国でも諍いさかいを避ける行事を逆手に取り、完全にこちらの隙をつく形で侵攻してきたクレイドルの連中に、正々堂々と戦ってやる義理なんてない。

　背後から名乗りを上げずに武器を向けることも、仲間と戦っている敵を横から仕留めることも、卑怯だと言うなら言えばいい。剣以外の武器を浅ましいと、そんなものは騎士の使うものではないと、蔑むなら勝手に蔑め。

　その前に、おまえたちを殺してやる。

（は……）

　不意に、笑いにも似た衝動が込み上げる。

　熱く。激しく。重く。

　――もう、自分はとうに狂っているのではないかと、心のどこかで声がする。

　それでもいい。狂気でもいい。なんだっていい。

　それが自分の力になるというなら、悪魔にだって魂を売ってやる。

　神なんていない。少なくとも戦場に、この血で穢けがれた場所に、神なんてものは存在しない。誰もが信じた神は、誰の声にも応えない。そんな神など、もういらない。

　今、必要なのは――。

「ひ……ひぃっ」

　近くで引きつった悲鳴を漏らしたのは、ジークウェルと同じ騎士服をまとった誰か。

　名前なんて覚えていない。覚えた次の日にその名を呼べなくなることを四度繰り返してから、ジークウェルは新たな仲間の名を覚えることをやめた。それでも。

「……あきらめてんじゃ、ねえ」

　名も知らない誰かに、吐き捨てるように言う。

　倒しても倒しても消えない敵。圧倒的な、あまりにも圧倒的な数という力の差。戦のはじめに、卑怯な裏切りによって多くの味方が失われてしまった。今こうして自分たちが生きていることさえ、奇跡のようなものだと思う。――それでも。

「オレは、あきらめねぇ……！　絶対だ！」

　叫びながら、襲いくる敵を半ば無意識に切り捨てる。

　今の自分に必要なのは、役立たずの神なんかじゃなく、守りたいものを守れるだけの力。ただ、それだけだ。

　自分たちが負けることは、自分たちの帰る場所が消えること。敗戦国の貴族がどれほど悲惨な末路を辿るかなんて、今までの歴史を少しでも知っていれば、子どもにだってわかることだ。楽観的な想像など、できるはずもない。

　男たちは悉ことごとく殺され、女たちは戦勝国の貴族に与えられれば、まだいいほうだ。力なく美しい女性は、自らが美しく生まれついたことを呪うような人生を送ることになる。

　戦に負ける、というのはそういうことだ。強者が正義。負けた弱者は強者の論理に従うだけ。

　自分の知る者も。

　自分の知らない者も。

　大切な、誰よりも大切な彼女さえ。

（いやだ……！）

　そんな、ことが。

　許せるわけがあるか！

「てめえもだ……！　てめえひとりがあきらめたら、そのぶん、オレが戦わなけりゃならなくなるんだ！　勝手にあきらめてんじゃねぇ！　オレはあきらめねぇ、少しは根性見せろ、バカ野郎!!」

　ほとんど八つ当たりのような罵声を吐きながら、ジークウェルが腕を切り飛ばした敵の血が、呆然と座りこんでいた仲間の顔に降り注ぐ。ぜえぜえとみっともなく息を切らしながら、激しい剣けん戟げきを繰り広げている周囲に視線を走らせる。その刹那、ぽつりと掠かすれた声がした。

「なんつーか……」

「ああ!?」

　拾った剣を、体に染みついた型のままに振り抜く。

　この剣の持ち主は、己の武器を大切にしていたようだ。主を失ってなお、鋭さを失わない輝きが、しかしあっという間に血脂に汚れて曇っていく。

　もともと、剣などというものは消耗品だ。どんな名剣でも、甲かっ冑ちゅうのひとつも切り裂けばあっという間にただの鉄棒に成り下がる。そうしてそんな剣を〝斬る〟のではなく〝叩き伏せる〟ために使い続ければ、いずれ使い手の腕のほうがその負荷に耐えかね、使い物にならなくなっていく。だから、切れ味の落ちた剣など長く使うものじゃない。

　頭ではそうわかっていても、若く経験の少ない騎士には、己の愛剣を手放すなど、そう簡単にできるものではないのだろう。

　すぐそばで、また絶望に染まった悲鳴が上がる。

（ち……っ）

　振り返ると、やはりまだ年若い仲間が剣を取り落とすところだった。その様子を目にしたジークウェルは、数度の斬り合いでぼろぼろになっていた剣を、今にもその命を奪おうとしていた敵目がけて投げつけた。鈍い音。断末魔の悲鳴が上がる。

　ジークウェルは立ち竦む邪魔な仲間を蹴り倒し、左手に装着していた短弓で、その辺に落ちていた矢をまとめて飛ばす。

「は……っはぁ……っ」

　ほんの少し、戦場の狭間に、ぽっかりと空虚な静寂が落ちた。全身を伝い落ちているのは、己の汗か。それとも、避ける間もなく浴び続けた返り血か。

　先ほどから座りこんだままの仲間が、再びぽつりと口を開いた。

「なぁ」

「あ!?」

　殺気立った視線をそのまま向けるが、相手は場違いなほど静かな口調で先を続けた。

「――いや。亡くなった総司令官殿の訓戒より、顔もわからねえ今の〝上官〟の命令より、アンタの言ってることのほうがわかりやすいな、と」

　そんなことを呑のん気きに言う相手を、ジークウェルは怒鳴りつけた。

「わかったってんなら、とっとと立ちやがれ、アホンダラ！」

　苦笑したような気配と同時に、名前も知らない仲間がのろのろと立ち上がる音がした。

「なぁ……アンタ、名前は？」

「てめえが、この戦が終わるまで生きてたら教えてやる。てめえもそんとき名乗れ。オレには、すぐ死ぬようなヤツの名前なんて、覚えてる暇はねえ」

　相手の顔すら見ずに吐き捨てたジークウェルに、アンタが生き残ることは前提なのな、とぼやいたのは、結局誰だったのか。

　それからも数えきれないほどに血を浴びて、ただ自分が生き残るためだけに、ぼろぼろになった仲間を無理矢理〝死〟という甘美な誘惑の手から引き戻した。

　死ぬな。

　生きろ。

　てめえらが死んだら、オレの仕事が増えるだろうが。

　そんな理由で、どうして絶望の淵に転がっていたはずの彼らが、再び立ち上がったのかなんてわからない。

　――ようやく戦が終わったとき、ジークウェルは敵からは〝黒の死神〟、味方からは〝救国の英雄〟などと呼ばれるようになっていた。

　そんなジークウェルに、あんなヒデエ尻の蹴飛ばし方をされたことはねぇ、とげらげら笑いながら言ってきた仲間たちの名前は、もう忘れることはない。

　失ったものはあまりに多く、大きかったけれど、それでも自分たちは生き延びた。血の色の夢は消えなくても、それはいつかきっと過去の悪夢でしかなくなるだろう。

　帰る場所が同じ彼らと、逸はやる気持ちを抑えきれないままに、ようやくこうして帰ってきた。

　……それなのに。





＊　＊　＊






　ジーク、と自分のことを愛称で呼ぶオブライエン公爵、ディートリッヒの声に、ジークウェルはのろのろと顔を上げた。愛しい少女によく似た瞳の色に、一瞬目を逸らしそうになってしまったが、どうにかこらえる。

　手の中には、彼女の残した「おかえりなさい」という言葉。

　――こんなものが、欲しかったわけじゃない。

　欲しかったのは、言葉なんかじゃない。笑顔が欲しかっただけだ。彼女が笑って迎えてくれれば、それだけでよかったのに。

　きつく唇を噛み締めたジークウェルに、いまだ再会の挨拶すら交わしていないディートリッヒが、低く抑えた声で口を開いた。

「すまない。私は、ユフィを守ってやれなかった」

　苦しげな声に、のろりと首を振る。

「いえ。閣下のせいではありません。我々が……もっと早く、勝利を収めていれば」

　ディートリッヒがふたりの妹を溺愛していることを、かつてともに時を過ごしたジークウェルはよく知っている。その彼が、人ひと身み御ご供くうのようにユフィーナを他国に差し出すなど、国力が万全であったならありえないことだ。

　しかし、今になってそんなことを悔いても、もう――。

（いや……違う）

　ゆるりと凍りついていた思考が動き出す。

　考えろ。前を見ろ。もう、戦は終わったのだ。自分たちが終わらせた。もう、ここに戦う理由はない。もう、自分がここにいる必要はない。

（だったら、どうする）

　彼女の笑顔が欲しいなら、本当にそれを望むなら、こんなところで立ち止まっていることなど許されない。そんなことを、自分に許したりはしない。

　自分はなんのために戦ってきた？　祖国を守るためなんかじゃない。ただ、ユフィーナを守るためだけに戦ってきた。

　そんな身勝手な人間が、〝英雄〟だなんて笑わせる。

　くっと唇を歪めたジークウェルは、ゆっくりと息を吐いた。

（オレは、英雄なんかじゃ、ない）

　ユフィーナを守れれば、それでいい。

「――ルードに行きます」

「何？」

　見開かれたディートリッヒの緑の瞳を、ジークウェルは今度こそためらわずに見返した。

「ルードに仕官して、ユフィを守ります。閣下、今までお世話になりました」

　ユフィーナのいないこの国にいる理由などない。ジークウェルが守りたいのはユフィーナの笑顔と、彼女が大切に思うものすべてだ。

「待て！」

　しかし、さっさと踵きびすを返そうとしたジークウェルの肩を、がしっと掴む手があった。仕方なく足を止めると、いつも穏やかなディートリッヒらしくもない、盛大なわめき声が至近距離でぶつけられる。

「おまえは！　戦場で少しはその〝ユフィとそれ以外〟な思考回路がまともになっているかと期待した私が愚かだったと、よくも一瞬で後悔させてくれたな！」

「オレがそんなふうに変わるなんて思っていなかったから、おまえは今までユフィの件を知らせなかったんだろう？」

　敬語を使うのも面倒になり、昔のままの口調で冷たくぞんざいに告げれば、ディートリッヒの眉間に皺が寄る。

「ああ、そうだ。おまえにそんなことを知らせたら、戦場も国も仲間も放り捨てた挙げ句、ユフィを略奪してトンズラするのが目に見えていたからな」

　その通りだ。よくわかっているじゃないか、とジークウェルは薄く笑った。

「ディー。おまえがユフィの兄じゃなかったら、とっくに殴り飛ばしてる」

「……そういうことを、真顔で言うな。おまえに殴られたりしたら、私の顔などあっという間に肉塊になるだろうが。――まったく、仮にも未来の義兄に向かって」

　ため息混じりに告げられた言葉に、なんだそれはと顔を顰める。

「寝言は寝て言え。なんなら今すぐ寝かせてやろうか？」

「だから、おまえが言うとシャレにならんというのに。――ユフィを迎えにいってくれ、ジーク」

「……は？」

　思いも寄らない要請に、ジークウェルは思わず間の抜けた声を漏らした。すう、とディートリッヒの表情が改まる。

「おまえたちがこうして勝利してくれたから、私たちもやっと動ける」

　穏やかに決然とした、しかしどこか楽しげなディートリッヒの口調に眉を寄せる。そんなジークウェルの肩を、ディートリッヒの手が軽く叩いた。

「まだ我が国の情勢は不安定で、今すぐ使節団を結成してルードを訪問することは難しい。だが、このまま何もせずに手をこまねいていては、最悪ユフィは殺されてしまう。まぁ、おまえの妹もついているし、あの子がそう簡単に殺されるはずもないが」

　一瞬、ディートリッヒが何を言ったのか、ジークウェルは理解することができなかった。

　殺される？

　誰が？

　……ユフィーナ、が？

　そうしてその言葉の意味を理解するなり、ジークウェルはディートリッヒに掴みかかる勢いで詰め寄った。

「な……どういうことだ！　ユフィがなぜ!?」

　どんな理由であれ、望まれて嫁いだはずではなかったのか。いつも彼女が言っていたように、幸せになっているのではないのか。

「落ち着け、ジーク」

　これが落ち着いていられるか、と思ったが、続けて語られたディートリッヒの言葉に、ジークウェルは今度こそ耳を疑った。

「すでにユフィは、ニナとともに王宮から出奔したそうだ。もともと、あそこの王太子は愛妾にうつつを抜かして、ユフィのことをひどく邪険に扱っていたようだからな。おまえたちが勝利してくれたお陰で、我が国の立場も強固なものとなった。いずれユフィが戻れば、ルードには正式に、徹底的に抗議してやるつもりだが、まずはユフィが無事に戻らねば意味がない」

　だから、とディートリッヒは、妹と同じ色の瞳を光らせた。

「ユフィを迎えにいってくれ。ジーク。報酬は、あの子自身だ。文句はあるまい？」

　強く、迷いのない緑の瞳。ユフィーナと同じ鮮やかな瞳に射い貫ぬかれ、心臓がゆっくりと熱を帯びる。

　――ユフィ……を迎えにいく。

　告げられた言葉の意味を、混乱していた頭に半ば強制的に理解させると、ジークウェルはおもむろに口を開いた。

「ディー」

「なんだ？」

「ふたりがルードを出奔したのは、正確にはいつだ？」

　声から醒めきった色が消え、〝友人〟の口調に戻ったジークウェルに、ディートリッヒはにやりと唇の端を吊り上げた。

「先月の二十一日だ」

　十六日前。

（――だったら、どう動く）

　体の一部になるまで叩き込まれた知識のすべてを、素早く脳裏に思い浮かべる。

　戦場で必要とされるのは、人並み外れた戦闘技術と気力体力、時の運。そしてこの三年、ジークウェルを戦場で生かし続けたもうひとつの要因は、ゼーン伯爵家に生まれた、という事実にほかならない。そしてそれは、ユフィーナとともにいるジークウェルの妹、ニナにも通じるものだ。

　ニナは決して、主と定めたユフィーナを死なせない。それは、願望でも希望でも憶測でもない。単なる事実だ。

　ニナならば――そこに自分がいたなら、どう動く。何を選ぶ。どうやって、ユフィーナを守る？

　そうしてジークウェルが導き出したのは、ひとつの確信。

（あぁ。そうだな、ニナ。おまえなら、きっとそうする）

　思わず笑いそうになりながら、ジークウェルはディートリッヒに視線を向けた。

「……悪いな、ディー。おまえの大切な宝を、オレはほんの少し馬を走らせるだけで手に入れることができそうだ」

「何？」

　目を瞠るディートリッヒに、ジークウェルはふぅ、と大きく息を吐いた。たったそれだけで、どろどろと体の中で渦巻いていた昏くらい何かが消えていく。

「ユフィは、騎士が迎えにきてくれるのをおとなしく待っているような、か弱くて何もできないお姫さまじゃないだろう？」

　だからこそ、ジークウェルはそのしなやかな強さに惹かれて、焦がれた。

　だからこそ、ニナはユフィーナを主に選んだ。

　どこでだって、自分の足で立って歩いていける。自分の手で、幸せを掴み取れる。そんなユフィーナが、生きて幸せに笑っていてくれればそれでいいと思ったけれど――。

「ディー」

　黒と銀を基調とした騎士服のポケット。ずっとそこに収めたままだった房飾りを、ぐっと握り締める。

　戦場で戦う間、若造と評されることを拒絶し続けてきた精せい悍かんな顔に、ジークウェルはようやく二十歳という年相応の明るい表情を浮かべた。

「男に二言はないな？　ユフィを迎えにいく。ついでにプロポーズもしてくるから、少し待ってろ」

　手に入れる。そして、二度と離さない。

　ジークウェルが生きる理由は、はじめて出会ったあの日からずっと、ユフィーナただひとりのためだけにあるのだから。










「ただいま」




　ゼーン伯爵家は武門の家柄である。次男であるジークウェルが、戦で〝英雄〟とまで言われる功績を立てたように、長女であるニナもまた、幼い頃から父にその教えを叩きこまれてきた。

　己の力を知り、敵の力を知り、勝てずとも負けぬ戦を。

　地の利を知り、空気を読み、先の天候を見通す術を。

　かつてはその腕を頼りに大陸中を放浪していたという先祖たちが、代々伝えてきた正確な地図と気候図を、ゼーン家の者は幼い頃から空で言えるようになるまで覚えさせられる。

　それは、どんな状況でも生き延びるための知識と知恵だ。

「ふ……っふふっふっふふふふふふふ」

「ニ、ニナ？　どうしたの、ちょっと怖いわ」

　いや、親友であるユフィーナだからこそ〝ちょっと〟で済んでいるが、無表情に不気味な笑い声を垂れ流す美少女の姿は、子どもが見たら夜中におねしょをしてしまいそうな恐ろしさだ。若干引き気味に視線を向けると、ニナは、今度は晴れやかににっこりと笑ってくれた。

「いえ、申し訳ありません、ユフィさま。今頃あの阿呆王太子がどんな顔をしているかと思うと、少々気が昂たかぶってしまいまして」

　あぁそうね、と笑い返したユフィーナは、これまで進んできた道とも言えぬ獣道を、ちらりと振り返る。まさかふたりがこんな道を辿っているとは思わず、騎士団は見当違いの方向を探し回っているのだろうか。

（――一体、今頃どんな顔をしているのかしら？）

　かつての夫を思い、最後に見たその顔を思い出すと、たしかに笑えてくるものがある。

　城を飛び出してきたあの日、城門近辺には各国の使者たちが大勢いただろう。あの場で『実家に帰らせていただきます』と宣言したのは、ただの意趣返しだ。

　ユフィーナは、自分の容姿が他者にどんな印象を与えるかを知っている。金の髪、緑の瞳の、妖精のように可憐な姫君。そのユフィーナが、ルードの後宮でどんな扱いを受けていたのか――きっと各国の使者たちは、それぞれがルード王宮に忍ばせている者たちの口から事細かに聞き出して、面白おかしく噂話として広げてくれるだろう。

　ここまでの道すがらも、噂の広がり具合を示すように、

『ルードの王太子は、愛妾可愛さに正妃さまを追い出したらしいぞ』

『いやいや、正妃さまがあまりの扱いのひどさに逃げ出したらしい』

『王太子の寵愛を受けて、思い上がった愛妾のいびりに耐えられなかった、って話だ』

『まったく、ひどいことをするもんだ』

　等々、ユフィーナへの同情と、王太子と愛妾への非難の声がそこここで囁かれている。

「――うふふふふふ、あんっのクソ王太子が！　ざまぁ見ろってのよ、おーっほほほほほほほ!!」

　突然の高笑いに、ユフィーナはびくっと体を震わせた。

「ニッ、ニナ!?　いいいいきなりわたしの心を読んだように叫ばないでちょうだいな！」

　まさかと思うが、ニナならありえそうでちょっと怖いのである。

「まぁ！　以心伝心とは、このことですわね！」

「そ……そうね？」

　以心伝心。それはどれくらいの精度で、どれくらいの頻度で起こるものなのだろうか。

　元夫とその愛妾を、数日前に出会った巨大イノシシの前に放り出す想像や（そのときのイノシシはふたりで仕留めてちゃんと美味しくいただいた）、元夫の貧相な体に、ニナと呼吸を合わせて両側から回し蹴りを叩きこみ、きりきり舞いをさせている想像なんかは、あんまり知られたくないのだけれど。

　そんなことを考えていると、ニナがうっとりと両手を組んで再び叫んだ。

「あぁでも、どうせでしたら、側近の騎士団長なんかじゃなく、あの阿呆王太子をぐるぐる巻きにして頭を丸坊主にした上に、王宮の窓から『私は阿呆です』の札をつけてぶら下げてやりたかったものですわー！」

　ユフィーナは、そっと遠くを見た。

　あぁ――世界が明るい。

（ごっ、ごめんねニナ！　屋敷に帰ったら、ニナの好きなジェンナ夫人のオレンジタルトを、ワンホール丸ごと食べさせてあげるからね！）

　オブライエン公爵家お抱えのメイド頭の作るお菓子は、どれも絶品である。この一年というもの恋しくて仕方がなかったそれらを食べれば、ニナの荒すさんだ心も癒されてくれるに違いない。……たぶん。

「よ……っ、と」

　がさごそと草をかき分け、ようやく鬱うっ蒼そうとした原生林から、広々とした青空の下へ出る。ここまで来たら、あとは街道を半日も歩けばザカリスの首都だ。野宿生活ともやっとおさらばである。

　ふたりは、獣避よけの鈴をちりんちりんと鳴らしながら街道へ出た。

（あぁ……っ。道が平らで、獣にも蛇にも虫にも用心しなくていいというのは、なんて素敵なことなのかしら！）

　あまりの開放感に、つい思いきり伸びをする。その拍子に、髪を覆ってぐるぐる巻きにしていた布を袖に引っかけてしまった。するりと落ちた布の下から、輝く金髪が現れる。森や闇の中では目立って仕方がないからと隠していた髪だが、さすがにここまで来ればもういいだろう。

　ちょうど、少し暑くなってきたところだ。いっそ、全部解いてしまおう。幾重にも巻いていた布をくるくると外していると、それを待っていたニナが、突然ぱっと振り返った。

　ニナは、ユフィーナよりも遙かに感覚が鋭い。何か気になる音を聞きつけたらしく、じっと遠くを見つめている。邪魔しないよう、黙ってその横顔を見ていると、ニナは少しして「あら？」と声をこぼした。

「どうしたの？」

「いえ……。さすがに、ちょっと驚きですわね」

　楽しげに言うニナの視線の先、街道の向こうから二頭の馬がやってくるのが見えた。一頭はその背に人を乗せているが、もう一頭は替え馬なのか、鞍には誰も乗っていない。ユフィーナには距離が遠くてそれくらいしか判別できなかったが、ニナはにっこり笑って口を開いた。

「よかったですわ、ユフィさま。ここからは、馬で帰ることができそうです」

「え？」

　現在の自分たちは、まったくの無一文だ。目的地までの距離を考えると、馬が恋しいのはたしかである。だが、身分を証明するものも何ひとつ持ち合わせていない以上、このナリでは家名を出して馬を貸してもらうのも難しいだろう。

　まさかニナは、あの馬を強奪するつもりなのだろうか。彼女の腕前ならば簡単にそれができると知っているが、さすがにそういった犯罪行為は止めなければ――。

　そう、若干不安になったときである。

　ユフィーナは、かなりのスピードで近づいてくるその馬に騎乗している人物が、真っ直ぐにこちらを見ていることに気づいた。

（……あ）

　こちらを――ユフィーナを。

　知っている。

　ユフィーナは、あの眼差しを知っている。

　だって。

　ずっと。

　あの瞳に見つめられているときが、一番幸せだった。

　見事な軍馬を操り、あっという間に目の前までやってきたその人は、一度もユフィーナから目を離さないまま、大きな体が嘘のような身軽さで馬から降りた。

　黒い髪。深い深い、藍色の瞳。ニナと同じ、だけど違う。同じようにユフィーナを大切に思ってくれている瞳だけど、その奥に揺れるものが違う。

　あぁ、なんて背が伸びたんだろう。

　あぁ、なんて立派になったんだろう。

　約束通りに、無事に。

「……おかえりなさい」

　胸が詰まって、声が震えた。

　その人が目の前にいることが、すぐには信じられなくて。

　その人が昔通りに笑ってくれていることが、切ないくらいに嬉しくて。

「おかえりなさい、ジーク!!」

　最後に別れたときから、一日も存在を思い出さない日のなかったその人は、笑って「ただいま」と言ってくれた。





＊　＊　＊






　覚えているのと同じ、けれどずっと魅惑的になった笑顔を浮かべた少女が飛びついてくるのを、しっかりと受け止める。ジークウェルは、彼女の温かく柔らかな体をきつく抱き締めた。

「ジーク！　会いたかった！」

「……ああ。無事で、よかった。ユフィ……本当に、よかった」

　自分のほうがずっとずっと会いたかったと思うけれど、という言葉は呑みこんだ。ジークウェルは、愛しい少女を今まで守ってくれていた、大切な妹に視線を移す。

「よくやった、ニナ。……おまえは、オレの誇りだ」

　ジークウェルの心からの感謝と称賛には、なぜだか高笑いが返ってきた。

「おほほほほ、当然じゃない！　ジーク兄さまは、随分と来るのが遅かったわね！」

「……おまえ、何があった？」

　戦場で大概のことには驚かなくなったつもりだったが、いつも慎ましく控えめだった妹の変貌ぶりには、さすがにちょっと引いた。

「いろいろあったのよ、ジーク！」

「そうなのですわ、兄さま！」

（まぁ……そうなんだろうな）

　何しろふたりとも男物の服を着て、どこの猟師かというような弓矢と小刀を携え、腰には見事な兎の毛皮をいくつもぶら下げている。この季節の天候と、ルードからザカリスまでの地形から判断し、ニナが最も選びそうな逃走経路を推測したものの、どれだけ苦難の連続だったかを思うと心臓が締めつけられるようだった。

　この経路はまさに山あり谷ありで、おまけにほとんどが獣道だ。女ふたりで踏破するには、あまりに過酷なものがある。それだけに追手もかからなかったのだろうが、本当に、よくここまで辿り着いてくれたものだ。

　しかし、再会を充分に喜び合うと、ジークウェルは逸る気持ちを抑えきれなくなった。

　これ以上は、もう待てない。

「――ニナ」

「なんですの？」

　すっかり逞たくましくなった妹に笑みを向け、ジークウェルはユフィーナを抱き締めていた腕を緩める。

「立ち会いを頼む」

「ジーク？」

　ユフィーナはきょとんと瞬いたが、察しのいい妹は軽く肩を竦めてうなずいた。

「ええ。よくってよ」

　ジークウェルは、妹に感謝の目を向ける。それから、あちこち泥で汚れ、どう贔ひい屓き目めに見ても小柄な山女、とても貴族の令嬢とは思えないユフィーナの前に剣を捧げて跪ひざまずく。正式な刀礼に、ユフィーナが戸惑う気配があった。

　騎士が正式な刀礼を捧げるのは、相手が男であれば、忠誠を誓うということ。

　そして、相手が愛しい女性であるならば――。

「ユフィーナ＝ミラ＝オブライエン殿。私、ジークウェル＝ラギ＝ゼーンはこれより生涯、あなたを愛し、あなたを守り続けることを誓います。私の妻となっていただけますか？」

　見上げた先で、ユフィーナの瞳が大きく見開かれる。一瞬、何を言われたのかわからないといったふうに瞬いて、それから汚れた頬にかぁっと朱が昇る。

「え、えぇと、ジーク？　わたし、ルードから戻ってきたばっかりで！」

「オレも、クレイドルから戻ったばかりです」

「ここここんな格好だし！　ほらあの、帰ったらこの兎の皮で、冬用のマフを作ろうかなぁ、なんて思ってて！」

　ひどく混乱しているらしいユフィーナに、ジークウェルは笑ってうなずいた。

「暖かそうですね」

「そうじゃなくて！　いや、そうなんだけど！　え……？　なんでぇ……？」

　ジークウェルは、真っ赤になったユフィーナに、目を細めゆっくりと告げた。

「――愛しています、ユフィ」

　やっと。

　やっと、言える。

　愛している、と。

　その喜びに胸が震えて、ジークウェルはそれ以上言葉を飾ることができなくなった。相手を敬う言葉は、ときに相手との距離を広げてしまう。この想いを伝えるのに、形式ばった言葉などいちいち考えていられない。

「愛してる」

「ジーク……？」

　突然敬語を使うことをやめたジークウェルに、ユフィーナがわずかに目を瞠った。その瞳を真っ直ぐに見つめ、胸の奥から溢れ出すままの言葉を告げる。

「おまえがいないと、生きていけない。……だから、オレと結婚してくれ。オレのそばにいてほしい。おまえが笑っていてくれれば、本当に、あとはどうでもいいんだ」

　混乱と羞恥が浮かんでいた緑の瞳に、もっと別の何かが滲みはじめる。へなへなとその場にへたりこんでしまったユフィーナが、今度は見たこともない頼りない表情でジークウェルを見上げてきた。そうして何度かためらうようにしたあと、彼女はぽつりと願いを口にする。

「もう一回……言って？」

　震えて掠れた声に、考えるより先に口が開く。

「愛してる」

「もう一回」

「愛してるよ、ユフィ」

　心の底から告げる言葉に、ユフィーナが今にも泣きそうな表情を浮かべる。

「――わたしで、いいの？」

「おまえじゃなきゃ、ダメなんだ」

　自分でも、なぜかはわからない。けれど、ユフィーナ以外を愛することなんて、どうしたってできない。

「信じて、ユフィ。オレが欲しいのは、おまえだけなんだ。ほかの誰も、おまえの代わりになんてなれない。これからずっと、おまえと一緒に生きていけるなら――オレは、世界中を敵に回しても構わない」

　ジークウェルが見つめた先で、ユフィーナが「ええ」と小さく呟いた。

「わたしも、ジークじゃなきゃ、いやだわ」

　何かを確かめるように、ゆっくりと紡がれた言葉に、背筋が震える。

「ジーク」

　呼ぶ声に、心臓が甘く絡め取られる。

「……なんだ？」

　ユフィーナは、泣き笑いのような表情を浮かべて口を開いた。

「ずぅっと、ジークに、言いたくて、言えなかったことがあるの」

　昔に戻ったように、ユフィーナは笑った。

「わたしを、ジークのお嫁さんにしてください、って」

「ユフィ……」

「本当は、ずっと言いたかったのよ……？」

　少し恥ずかしそうな笑顔を見て、ジークウェルはまったく思い通りに動いてくれない口をぎこちなく開いた。

「……オレと、結婚してくれる？」

「……はい」

　歓喜に、全身が震えた。思わずユフィーナの体を抱き竦めようとしたとき、ぎらりと輝く刃が目の前に現れる。ジークウェルは、慌てて仰のけ反ぞった。中途半端に止められた手を泳がせながら、彼はその小刀の持ち主に盛大な抗議の声を上げる。

「ニナ！」

　兄の顔にそんな物騒なものを突きつけるやつがあるか、と睨にらむが、ニナはどこまでも涼しい顔だ。

「ユフィさまは、強行軍でお疲れなのよ？　そんな丸太さえへし折れそうな腕で、我を忘れて抱きついたりしないでちょうだいね」

　口の達者な妹に、無骨な兄が敵うわけがないのである。ジークウェルは、むすりと口をつぐんだ。一方、ニナは見事に及第点を与えられるプロポーズを成功させた兄に、にっこりと極上の笑顔を浮かべてみせた。

「少し遅くなったけど、ちゃあんとユフィさまを迎えにきたジーク兄さまに、いいことを教えてあげるわ」

「いいこと？」

　笑みを深めたニナは、ちらりとユフィーナに視線を送り、不思議そうな顔をした彼女にいたずらっぽく肩を竦めた。

「あのね、ジーク兄さま。ルードの阿呆王太子は、ユフィさまに指一本触れていないわよ」

　少しの間、ジークウェルはニナが何を言ったのか理解できなかった。

「………………は？」

　ようやくぽつりと声をこぼしたジークウェルに、ニナは一層楽しげに続ける。

「だから、噂くらいは聞いたことがないかしら？　ユフィさまの元夫は、ユフィさまを名ばかりの妻にして、愛妾のところへ通ってばかり、って。よかったわねぇ、ジーク兄さま。愛しいユフィさまは、ぴかぴかの処女のままよ？」

　淑女が口にするにはどうかという言葉に、ユフィーナが飛び上がる。

「ニニニニナー!?　何を大声で……っ」

「うふふふふ、本当のことじゃありませんか！」

「いくら本当のことでも、大声で言っていいことと悪いことがあると思うのよ!?　人として！」

　真っ赤になってニナに食ってかかるユフィーナを見て、その言葉が間違いのない真実であるのだと知る。

　ユフィーナの元夫は、本当に〝夫〟としてユフィーナに触れたことがないのだと。

（あー……。なんて、言えばいいんだ？）

　少なからず混乱を覚えたジークウェルは、ぐしゃりと前髪を掴んだ。

　ジークウェルにとって、ユフィーナはユフィーナだ。処女であろうとなかろうと、今後彼女に触れる男が自分ひとりなら、それでいい。

　そう思ってはいたが、彼女がほかの男に穢されていなかったことは、うっかりその辺の大木を三枚おろしにしたくなるほど嬉しかった。顔が勝手にだらしない笑みを浮かべてしまいそうで、慌てて頬を引き締める。

（しかし……ユフィーナに、指一本触れていない？）

　ずっとユフィーナに焦がれてきたジークウェルにとって、そんな男が世の中に存在するとは、どうにも信じがたいものがあった。

「――ルードの王太子は、どこか悪いのか？」

　思わず呟くと、同時に振り返った愛しい少女と妹が、見事な息の合いようで口を開いた。

「頭が悪いの」

「そうか」

　それは、気の毒なことだ。










家族との再会




　近くの川辺で少し休んで疲れを癒してから、ユフィーナはジークウェルの操る馬に、ニナはジークウェルが連れてきた空馬に乗って、ようやく夢にまで見た場所に帰ってきた。

　懐かしい我が家の門をくぐると、すでに知らせが届いていたのだろう。ユフィーナがジークウェルの手を借りて馬から降りるより先に、もう何年も会っていなかったように感じる家族が、大きな声でユフィーナの名を呼んだ。

「お父さま、お母さま、お兄さま……！　ただいま戻りました！」

　その声に応じた足が、勝手に駆け出す。

「ユフィ……！」

「あぁ、ユフィ！　私の可愛い娘、ちゃんと顔を見せてちょうだい！」

「ユフィ、よく無事で……っ」

　父と、母と、兄と。そして、今はここにいないけれど、ザカリス王太子妃として、滅多なことでは王宮から出てくることのできない姉。ユフィーナが最後に見た彼らの顔は、例えようのない痛みと苦悩に覆われていて、思い出すのも辛かった。

　けれど今はみんな、輝くような笑顔を浮かべてユフィーナを抱き締めてくれる。ずっと恋しくてたまらなかった笑顔とぬくもりに包まれて、まぶたが熱くなった。

　父も母も、随分と痩せて、やつれてしまった。ユフィーナがルードへ嫁いだあとに体調を崩した父は、すでに兄に爵位を譲っているのだとジークウェルから聞いていた。あまりに若くして爵位を継ぎ、公爵家の当主という重すぎる責任を背負い続けてきた兄は、以前は柔らかく優しい空気をまとっていた人だったのに、別人のように大人びた笑みを浮かべるようになっている。

　そんな彼らの変化すべてが、自分がルードへ送られた結果かと思えば、胸が締めつけられるように痛んだ。

　けれどそれ以上に、込み上げる再会の喜びに呑みこまれて、ユフィーナは何がなんだかわからなくなってしまった。

「オブライエン公爵、旦那さま、奥方さま。ご令嬢をお連れするのが遅くなりましたこと、申し訳ありません」

「ユフィさまをお守りするのが、私の役目でございましたのに……。このようなご苦労をおかけしてしまって、心よりお詫び申し上げます」

　馬を馬ば丁ていに預けたジークウェルとニナが深々と一礼すると、公爵家の人々は口々に礼を言った。

「ふたりとも、何を言う。本当に……本当に、なんと礼を言えばいいものかわからんが……。ジーク、ニナ。娘を連れて帰ってくれて、本当に、感謝するぞ」

　震える声で父が言い、母がニナの頬を両手で挟む。

「あぁ……ニナ。あなたがユフィとともにいてくれると思うだけで、どれだけ私たちが救われたか。あなたこそ、たくさん辛い思いをしたのでしょう？　さぁ、ちゃんと顔を見せて」

「まったく、ふたりにはどれだけ礼を言っても足りるものじゃないよ。……けれどまぁ、とりあえず」

　そこでようやく、少し落ち着きを取り戻したらしい兄が苦笑を浮かべた。

「三人とも、湯を使ってくるといい。話をするのはそれからでもいいだろう？」

　彼に指摘された通り、ユフィーナたちはみんな、泥まみれ埃ほこりまみれのひどい格好だ。けれどそんなことすら、どうしてか今はおかしくてたまらなくて、ただただみんなで笑い続けた。




　久しぶりに袖を通した肌触りも仕立てもいいドレスは、男物の衣服に慣れた体には少し窮屈に感じられる。けれど同時に、その窮屈さが懐かしくて、ようやく本当に帰ってきたのだなと思う。

　ずっと帰りたいと思っていた場所。ずっと会いたいと思っていた人たち。そんな中に、本当に帰ってきたのだ。

　湯ゆ殿どので体を清め、身支度を調えてニナとともに応接間に向かうと、先に来ていたジークウェルが真っ先に立ち上がって迎えてくれた。

「ユフィ」

　本当に欲しくてたまらなかった藍色の瞳が、これ以上ないというほどの喜びを浮かべている。それを見たユフィーナは、何も考えずに彼の腕の中に飛びこみたくなってしまった。けれど、いくらなんでも家族の前でそれははしたないだろうと我慢する。ユフィーナは、ぎゅっと両手の指を握りしめた。

「うぅ……抱きつきたい、ぎゅうってしたい、抱っこされたい」

「ユフィさま……。そういうことは、あとで存分になさってくださいませ。ジーク兄さまでしたらいつでも『ヘイ、カマン！』でしょうけれど、何事も時と場合というものがあるのですわ」

　同じように〝山女〟から〝レディ〟に華麗なる変身を遂げたニナに小声で窘たしなめられつつ、ジークウェルの隣に腰を落ち着ける。

　穏やかに口を開いたのは、兄のディートリッヒだ。

「ユフィ、ニナ。ルードでの生活はどんなふうだったのかな？」

　どんなふう、と言われても――あまりにいろいろなことがありすぎて、何から話せばいいものか迷ってしまう。

　ふたりは顔を見合わせ、記憶を手た繰ぐった。

「えぇと……たしか、王太子殿下の開口一番のお言葉が、『貧相な小娘だな』だったかしら？」

「ええ、そうですわ、ユフィさま。それから『私がおまえのような者を妻として認めることは、生涯ない。正室ぶってミーアに偉そうな態度をとってみろ、その場で嬲り殺してくれる』とおっしゃって、その足で真っ直ぐ愛妾のミーアさまのところへ行かれたのでしたわ」

　思い返せば、あれはなかなか衝撃的な出会いであった。政略結婚であれば、夫からひどい言葉をぶつけられるのはさして珍しいことでもないのかもしれない。だが、我が身に起こったこととなると、感慨もひとしおだ。

　少し懐かしさを感じながら、ふぅ、とため息をついて、ユフィーナは軽く頬に手をあてた。

「それからはもう、お約束通りというか……。下女用の部屋を与えられたのはいいのですけど、毎朝毎朝ネズミだの山盛りの芋虫だの蜘く蛛もだのの死骸を扉の前に置かれていたのは、さすがにちょっと……。あれは、どなたがご用意なさったのかしらね？」

　ニナに問いかけると、小首を傾げた彼女は、にこりとほほえんで口を開いた。

「確証はありませんが、普段から後宮にいたのはミーアさまとその侍女だけですし、十中八九彼女たちの仕業でしょうね。ミーアさまが手ずからそういった汚れ仕事をされるとは思えませんし、実際にご用意なさったのは、おそらく侍女のどなたかでしょう。いずれにせよ、さぞ恐ろしい思いをされたのではないでしょうか？　ぜひとも、トラウマになっていてもらいたいものですわね」

　そうよね、とユフィーナは応じる。

「普通の侍女は、ネズミや虫の類いなんて、ちらっと見ただけで金切り声を上げて逃げ出してしまうもの。後宮は基本的に男子禁制だから、知り合いの殿方に頼むというわけにもいかなかったでしょうし。きっと、トラウマのひとつやふたつにはなっているのじゃないかしら？」

　ちなみにそれらの死骸は、面倒だったのでそのまま放置しておいた。街から戻って、干からびていたはずのそれらが、いつの間にか新しいものに変わっているのを見るたび、そのがんばりに感心してしまったものだ。

「ですけど、スープやシチューにそういった死骸や毒を気軽に放りこむのは、本当にどうかと思いましたわ。あれは、せっかくの料理に対する冒ぼう涜とくというものですもの」

「ええ、まったくだわ。あれをした人は、厨房の人たちに心から謝罪するべきだと思うの」

　うんうんとうなずいたユフィーナは、そこでいろいろと仕入れてきた下町料理のレシピのことを思い出し、その素晴らしさを披露しようとした。しかし、見回した家族やジークウェルの表情が、完全に永久凍土のブリザードもかくやというものになっている。ユフィーナは、ニナと揃って固まった。

（あ、あら？　……わたしたち、何かおかしなことを言ってしまったかしら？）

　ふたりはぎこちなく顔を見合わせた。部屋の空気が温まる気配は、まったくない。

（う、うっかり本当のことを、そのまま言いすぎてしまったかもしれないわ……。でもでも、下手にごまかしてもお兄さまにはすぐにバレてしまうでしょうし）

　冷や汗を滲ませながらユフィーナとニナが見つめ合っていると、一度目を閉じた兄が、静かに先を促した。

「ほかには、どんなことがあったんだい？」

　口調は常と変わらずゆったりと穏やかだったが、やっぱりその底には絶対零度の嵐が吹き荒れている気がする。

「ユフィ？」

　再度促され、ユフィーナはぎこちなく口を開く。

「え、えぇ。あとは、ほとんど街で暮らしていたから――」

　風邪をひきそうな空気の冷たさはできるだけ気にしないことにして、ふたりはそれから思い出すままにあれこれと話していった。

　そして、一通りルードでのことを話し終えたニナが、最後に王宮を脱出する際のことを語る。偶然出会ったリヒャルトが、はじめてユフィーナの姿を目にして、ひどく驚いた顔をしていたこと。加えて、どうやらそのとき彼はユフィーナに懸想したようだ、とニナが言った瞬間――。

「……ほほう」

「……まあぁ」

「……へえぇ」

　話の途中で、ブリザードから少しずつ貴族的な穏やかな笑顔に戻っていた家族の顔に、「にたぁ」としか言いようがない、邪悪さが滴したたり落ちるような笑みが滲んだ。怖い。

「お……お父さま？　お母さま……お兄さま？」

　ユフィーナは、心底不快そうに顔を顰めただけのジークウェルの顔を振り仰いだが、彼は深々とため息をついて首を振るばかりだ。

　何も聞くなという意味だと悟り、ユフィーナは黙って引き下がる。こういう顔をしているときの家族に、逆らってはいけないのだ。それはもう、心の平穏が欲しければ絶対に。

「ふむふむ、そうかそうか」

「うふふふふ、私たちの可愛いユフィに一目惚れするなんて……。ルードの王太子殿下は、実は見る目のある殿方だったのですわねえ」

「ええ。なんだかとても愉快なものが見られそうで楽しみですよ、父上、母上」

（愉快なものってなんですの、お兄さま）

　ディートリッヒは、一体何を考えているのだろうか。笑ってそんなことを言う兄に、父が一層楽しげにふんぞり返った。

「ふっふっふ、ディートリッヒ。おまえの我が子とも思えぬようなえげつない性格が、これほど頼もしく思えたことはないぞ！　思う存分やるがいい！」

（あの……お父さま？）

　父に続いて、母も兄を激励する。

「そうですよ、ユフィが戻ってきた以上、何ひとつ遠慮することなどないのですから。二度とザカリスとオブライエン公爵家に足を向けて寝ることなどできないよう、完膚なきまでに叩きのめしておやりなさいな」

（お母さま、とってもお優しい笑顔なのに、目が笑っていらっしゃらないのでなんだか恐ろしいです）

　そんな両親のエールに、兄は「もちろん、仰せのままに」と穏やかにうなずいた。ユフィーナは、はっとして身を乗り出す。

「お兄さま！」

「なんだい？」

　にこにこと、ただし、そこはかとなくひんやりと。

（く……っ。相変わらず、お兄さまの考えていることだけはよくわからないわ！）

　しかし、ここで引くわけにはいかない。ユフィーナはぎゅっと拳を握り締めると、改めて兄に向き直った。

「あのね、お兄さま？　わたしに対する扱いが、ルードがザカリスをこけにして喧嘩を売っていたようなものだってことは、わかっているわ。こんなことが二度と起きないようにするためにも、断固とした対応が必要なことだって、わかってる。それでも、絶対に戦だけは避けてちょうだい。わたしはあの阿呆王太子に、きっちり高笑いつきで三行半を叩きつけてきたのですもの。今回のことを利用して、がっぽり慰謝料をふんだくる程度にしておいてくださいな」

　気持ちを込めるあまり、つい下町言葉も交えて力説すると、ディートリッヒは不満そうに眉を寄せた。

「……ええぇー」

「『ええぇー』じゃないわ！　約束してちょうだい！　というか、お兄さまが『ええぇー』なんて言っても可愛くないわ！」

　思わず、ばしばしとテーブルを叩きたくなる。ディートリッヒは、ふっと昔のように柔らかな笑みを浮かべると、「わかったよ」とうなずいてくれた。

「本当に？」

「あぁ。おまえがそう望むなら、そうしよう。約束するよ」

（よかった……）

　ユフィーナは、思いきり胸を撫で下ろす。家族のみんなが、末姫の彼女をとてもとても大切にしてくれていることは、知っている。だが、その愛情が時折とんでもない方向へ暴走することがあるため、少々心臓に悪いのだ。

　近いうちに、クレイドルからの賠償金も入るだろう。長年の戦で疲弊している騎士団を、即座に動かすのは難しいかもしれない。

　だが、金さえあれば大抵のことはどうにかなってしまうのが、世の中というものだ。もし兄がルードへの報復措置として、北方の傭よう兵へい一族と渡りをつけて一大傭兵集団を結成し、「それでは、くれぐれもよろしくお願いいたします」なんてことをしてしまったとしても、ユフィーナは少しも驚かない。

　ユフィーナは、ザカリスで上から数えたほうが間違いなく早い地位にあり、ルードでは仮にも一応〝王太子妃〟という立場にあった。本来ならば、外交上最高の敬意を払われるべき存在だったのだ。そのユフィーナを虐待していたことを簡単に許したりしては、それこそ厄介な外交問題となってしまう。〝ナメられたら終わり〟というのは、あらゆる喧嘩において共通の真理なのだ。

　もし迷惑を被るのが王宮関連の人々だけなら、ユフィーナとて「どーんとやっちゃってくださいませ、お兄さま！」と力一杯応援していたかもしれない。けれど、うっかりディートリッヒが〝どーん〟とやったりしては、下手をすればユフィーナに親切にしてくれた街の人々にまで、とんでもない迷惑がかかりかねない。あの酒場で教わったお酒は本当に美味しかったし、街で過ごした日々はユフィーナにとっていい思い出なのだ。そんな思い出をくれたなんの咎とがもない人たちに、恩を仇あだで返すような真似はしたくない。

　しかし、兄が約束してくれるのなら大丈夫だ。ディートリッヒは、ユフィーナとの約束を破ったことは一度もないし、これからだってきっとない。

　そのディートリッヒは、顎先に手をやると、少し考えるような顔をして口を開いた。

「けれど――そうだな。ユフィとジークの婚約や、何よりニナが無事戻ったことを伝えなければならないから、ゼーン伯爵家には知らせなければならないが……。ユフィがザカリスに戻ったことは、公にはしばらく伏せておいたほうがいいだろうね」

「え？　どうして？」

　目を丸くしたユフィーナに、ディートリッヒはにこりとほほえむ。

「そのほうが面白いだろう？」

「……何がどう面白いのか、わたしにもわかるように教えてくれるかしら？」

　ディートリッヒの〝面白い〟というのは大抵の場合、言葉通りの意味ではないのである。ユフィーナの問いに、ディートリッヒは困った顔をした。

「話すと長くなるんだが……」

「できるだけ、簡潔にしてくれると嬉しいわ」

「そうか。――私は、性格が悪いんだ」

　そこで、「えぇ、知ってるわ」と言えるほど、ユフィーナは図太い神経を持ち合わせていない。黙って続きを待っていると、ディートリッヒは笑って言う。

「だから、ルードの連中が行方不明のおまえを捜し回るために、時間と金と労力を浪費するのを眺めているだけで、なんだか幸せな気分になれるんだよ」

「そ……そうなの」

「ああ、そうなんだ」

　曇りのない笑顔でそんなことを言う兄に、ユフィーナは若干引いてしまった。だが、ディートリッヒにしてはまっとうな〝面白い〟かもしれない、とどうにか自分を納得させる。

　それにしても、ニナが戻ったことをゼーン伯爵家に知らせなければならないのは当然だが、国王にはふたりが戻ったことを伝えなくていいのだろうか。

　ザカリス国王と父は、臣下の分を越えた友人でもあり、ユフィーナも幼い頃から、国王には随分可愛がってもらった。仕方のないことであったとはいえ、ユフィーナがルードに送られることとなったとき、自ら謝罪してくれた国王に、無事に戻ったことを知らせないのはいかがなものか。

　しかし、その点については父の「構わん！」の一言でそういうこととなった。

「あんの国王陛下め、私の可愛いユフィをこんな目に遭うとわかっていて送り出したわけではあるまいが、もっと罪悪感でのたうち回ればいいのだ。だぁれがこんなに早く気を楽にさせてやるものか。いっそ胃に穴でも空けて、ヤツも隠居すればいいのだ、ふんっ」

　憤然と腕を組んだ父に、母がおっとりと応じる。

「まぁ、陛下が隠居なさったら、王妃さまもさぞお気持ちが楽になられるでしょうしねぇ。そうなったらあの方とも、もっと気軽にお茶会を楽しめますわね」

　そんな両親の会話に、ディートリッヒが至極真面目な顔で口を挟んだ。

「父上、母上。陛下が退位されてしまっては、王太子殿下が国王の座に就くことになってしまいますよ。それは、エミーリアが王妃などというとんでもない重責を担わされるということなのですから、陛下にはまだまだ現役でいてもらわなくては困ります。少なくとも、この戦の後始末がすべて片づくまでは、陛下には馬車馬のように働いていただかなければ」

　臣下としてこの上なく正しいのか、ものすごく非道なのかよくわからないことを、にこりと笑って言いきる。そんなディートリッヒを見て、ユフィーナはこんな兄を臣下に持った国王に、心から同情申し上げたくなった。

　その後、ユフィーナをどこへ匿かくまうかとなったとき、兄が「目立たないよう、ジークウェルとニナと一緒に郊外の屋敷に行っているといい」と言い出したのは、少し意外だった。ジークウェルは英雄として凱がい旋せんしたのだし、これから祝宴だなんだと引っ張りだこなのではないか。そう思いながら首を傾げると、兄はにやりと人の悪い笑みを浮かべてみせた。

「ジークは、愛しいおまえのために戦ってザカリスを勝利に導いたのに、戻ってみればそのおまえがルードに攫さらわれていた上に、今は行方知れずという悲劇の英雄なんだよ。そんなジークが、のこのこと祝宴なんかに出ていくわけがないだろう？」

　そう言われてしまうと、ユフィーナとしても真っ赤になって沈黙するしかない。ちらりとジークウェルの顔を見上げれば、やっぱり胸が痛くなるほどきれいな瞳に見つめ返されて、ますます頬が熱くなってしまう。もちろんユフィーナに否があろうはずもなく、家族がジークウェルとのことを祝福してくれるのは、ただただ幸せだった。

　そうしてあれよあれよという間に支度を調えられ、ユフィーナたちはこの閑かん静せいな、美しい湖の近くにある屋敷にやってきたのだった。










報酬はきみ自身




　ずっと、憧れていた。初恋だった。けれど叶うはずもない恋だったから、幼かったユフィーナは、心の奥底にその想いを封じ込めて、厳重に鍵をかけた。

　決して誰にも知られないように。気づかれないように。

　本当に、本当に大好きで、そうしてしまわなければ、きっとこの気持ちは、どうしようもなく溢れ出してしまっていただろうから。

　大切な誰かができることで、人が強くなれるというのは、本当だと思う。

　ユフィーナは、ジークウェルを想えばいつでもまっすぐに顔を上げられた。どんなに辛いことがあっても、彼との思い出さえあれば生きていける。彼に恥じない自分であれるよう、きちんと前を向いて歩いていける――そんなふうに、思っていたのだ。

　そのジークウェルが、ユフィーナを堂々と迎えにこられるだけの力を手に入れて、本当に迎えにきてくれた。

　愛している――そう言って。

（……本当に、夢みたい）

　何度もキスをして、そのまま広々とした寝台に連れてこられたとき、どうしてかそれが当然のことのように感じた。

　本当なら、いくら非公式に婚約しているとはいえ、婚礼を済ませるまではこんなことをするべきじゃない。けれど、もうそんなことはどうでもよかった。会えなかった時間のぶん、離れていた距離のぶん、そのすべてを取り戻したくて、抱き締めてくる腕に身を委ねた。

「ジーク……大好き」

「……っ、あんまり……可愛いこと、言うな」

　公爵家に戻ったとき、侍女のみんなに盛大な悲鳴を上げられたぼろぼろの男装は、今思い出すと、プロポーズを受けるにはあんまりな格好だった。その後、大勢の手を借りて湯を使い、汚れを落とし、丹念に髪を梳すかれてドレスをまとったユフィーナは、一年前にザカリスを出たときよりも更に素晴らしい美女になったと口々に言われた。

　けれど、ほかの誰にそう言われるより、ジークウェルひとりに褒められるほうがよっぽど嬉しい。

　――幼い昔、はじめての恋をした。

　今、同じ人に、また恋をしている。

　そのことが、こんなに嬉しい。

　ジークウェルも、随分変わった。最後に別れたときにはわずかに残っていた幼さや甘さがきれいに消えて、見ているだけで胸がどきどきするほど立派な青年となっている。

　そんな彼に組み敷かれ、ニナが「ジーク兄さまにも脱がせやすいように」と着つけ直してくれたシンプルなつくりのドレスは、あっという間に寝台のそばでこんもりとした布の塊になった。肌を晒すのはやっぱり少し恥ずかしかったけれど、それ以上にジークウェルと触れ合いたくてたまらない。

　身に着けていたものをすべて脱ぎ捨てた彼の、これ以上ないほど鍛え上げられ、いくつもの傷跡が走る体に、切なさと愛おしさを強く覚えた。

「痛く、ない……？」

　おそるおそる、左の肩口に一際大きく残る傷跡に指を伸ばすと、やんわりと握り返される。

「平気。――悪い、あんまり余裕ない」

　言葉が終わるより先に、一層深く口づけられる。

「ん……っ」

　もう、何度目かも覚えていない口づけ。

　キスの合間、ほとんど唇を触れ合わせたまま、ジークウェルが囁く。

「ユフィ……キスも？」

　〝夫〟であった彼にされたことがないのか、という問いかけに、こくこくとうなずく。

「結婚式の、ときも……一度も、わたしを見ようとしなくて。手も、握ったこと、ない……」

　そうか、と心底嬉しそうに笑うジークウェルに、むっとする。

「――ジークは、慣れてるのね？」

「妬やいてる？」

　楽しそうな声に顔を背けると、ちゅ、と音を立てて耳の下に口づけられる。

「戦場には、そういう商売をしている女がいるからな」

　それくらい、ユフィーナとて知識としては知っている。けれど、彼のそういう話は聞きたくない。少し面白くない気持ちになっていると、ジークウェルの硬い指先が、ユフィーナの唇をそっと撫でた。

「オレは、一度も買ったことはないよ。まぁ、キスくらいは何回か不意打ちで持っていかれたけど、オレはおまえ以外に反応しないし」

「……え？」

　きょとんと目を瞠ったユフィーナに、ジークウェルは少し気まずそうな顔をして続ける。

「いや、おまえのことを考えたらいくらでも……その、大丈夫なのに、ほかの女がどれだけ裸同然の格好をしてても反応しないんだよ。だから、結構危ない目にも遭ったんだぞ？」

　ユフィーナがこの一年、ほとんど下町で暮らしていたことを聞いているジークウェルは、普通の貴族令嬢ならば何ひとつ理解できないだろうことを、さらりと口にした。しかし前半部分はともかく、どうしてそれでジークウェルが危ない目に遭うのかは、さすがにわからない。

「あ、危ないって？」

　首を傾げて問いかけたユフィーナに、ジークウェルはあっさりと答える。

「女より、男のほうがイケる口だと思われて、その手のシュミのある野郎に襲われそうになった」

「……っ!?」

　あまりにも衝撃的な言葉に、ユフィーナはあんぐりと目と口を開いてしまう。ジークウェルは、なんでもないことのように笑いながら言う。

「いや、未遂だし。襲ってきたヤツは、再起不能にしてやったから大丈夫。……そんな苦労して、それでもがんばって戻ってきたオレって偉くないか？」

　つんつん、と唇をつつかれる。ぽかんとしていたユフィーナは、そのまま唇を撫でてきた指に戸惑い、ジークウェルを見上げた。

「――だから、オレもはじめてなんだ。……できるだけ優しくするつもりだけど、たぶん、いやがっても途中でやめてやれない」

　どこか苦しげな瞳と声に、胸が痛む。いやがったりしない――するわけがない。これは、ユフィーナが望んだこと。

　やめなくていい、という思いを視線にこめて、ユフィーナはジークウェルの背中に腕を回した。

「ユフィ……」

　切ない光を浮かべた瞳に、こくんとうなずく。ジークウェルの顔に、ひどく幸せそうな笑みが浮かんだ。その笑顔が、ゆっくりと近づいてくる。

「ユフィ……きれいだ」

　ずっとこうしたかった、と囁く唇からこぼれ落ちる吐息の甘さに、目眩がした。触れる。触れ合う。

　深い藍色の瞳に、これ以上ないほど満たされた顔をした自分が映っている。ジークウェルも、自分の瞳の中に同じものを見ているのだろう。

　肌を重ねることは、きっと心を重ねること。

　重ねて、溶け合って、大切な気持ちを分け合える。だからこそ、こんなにも嬉しい。

　愛しくて、愛しくて、こんなにも自分の中に人を愛する気持ちが溢れていたことに驚く。

「やっと……オレのだ……ユフィ」

　少し掠れたジークウェルの声が、切なく胸に響く。ぎゅっと抱きしめてくれる腕の温かさに、なぜだか泣きたい気分になる。

「うん……ジーク、好き……大好き」

「あぁ……愛してる、ユフィ」

　幸せだ、と思った。





＊　＊　＊






　腕の中で眠る少女の、長く濃い睫まつ毛げがかすかに揺れる。健やかにゆっくりと繰り返されていた寝息が少し乱れた。目覚めが近いのかと見つめていると、ふるりと持ち上がった睫毛の下から澄みきった緑の瞳が現れる。

　ジークウェルは、戦場でどれだけ絶望的な状況に追いこまれたときも、この瞳に滲む涙を必死にこらえ、遠方に旅立つ自分を見送ってくれた彼女のことを想って乗り越えてきた。

　たったひとりの存在に、一体何度救われただろう。

　生き延びて、もう一度ユフィーナに会う。それだけを思って戦ってきた。生きてきた。

　守りたい、と心から思えるのは、国なんていう曖あい昧まいなものじゃないと思う。愛しい人がそこにいるからこそ、その人に関わるものさえも愛しく感じて、そのすべてを守ろうと思えるのだろう。

　かつてのジークウェルにとって、ユフィーナは水面に映った月のような存在だった。これ以上ないほど美しく、手が届きそうで決して届かない、少年が夢見る憧れ。

　けれど、今は――。

「ジーク……？」

「おはよう、ユフィ」

　おはよう、と嬉しそうにほほえむユフィーナは、ジークウェルの記憶よりもずっときれいになっている。

　もう何日、こんな生活をしているだろう。愛し合って、眠って、目を覚まして、離れていた間のことを話して、また愛し合って。

「今……昔の、夢を見ていたの」

　寝起きの少し掠れた声で、ユフィーナが言う。

「昔の？　どんな夢だ？」

　金の髪を指先で梳きながら問えば、彼女はふわりとほほえむ。

「ジークと……ニナと、お姉さまと一緒に、ピクニックへ行ったことがあったでしょう」

　覚えている？と首を傾げるユフィーナに、ジークウェルはうなずいた。

「あれは、たしか……エミーリアさまとレイナルド殿下のご婚約が、調ったばかりの頃だったな」

「ええ。……あのね、ジーク。あのとき馬に乗っていらしたレイナルド殿下が、いきなりお姉さまを攫っていってしまわれたでしょう。それが、子どもの頃のわたしには、とても怖かったの」

　くすくすと笑い混じりに、ユフィーナは言う。ジークウェルもそのときのことを思い出して、苦笑した。

「あー……。あのときは、あまりよくわかっていなかったんだが。今から思えば、レイナルド殿下は、エミーリアさまと一緒にいたオレに嫉妬したんだろうな」

　当時、同い年のジークウェルとエミーリアは、十五歳。ユフィーナは、愛らしい盛りの十二歳だった。

「やっぱり、そう？」

「あぁ、たぶん。レイナルド殿下がいらっしゃったとき、エミーリアさまはオレに『ユフィを幸せにしなければ、承知しませんからね』っておっしゃっていたんだけどな」

　あの頃から、エミーリアにとってジークウェルは『将来の妹の旦那さま』だったようだ。しかし、それについては初耳だったらしいユフィーナが、驚いた顔で目を丸くする。

「お姉さまが、そんなことを？」

「うん。それで、まぁ……あの頃からエミーリアさまは、オレのことを弟のように思ってくださっていたらしいんだ。……なぁ、ユフィ。エミーリアさまの『完全レディモードの完璧な笑顔』しか見たことのなかったレイナルド殿下が、『拝見できるのはお身内限定の素敵な笑顔』を、ヨソの男に向けている彼女をご覧になった場合、一体どうなると思う？」

　ユフィーナが、しばしの間黙りこむ。それから彼女は、真顔で言った。

「……ジークに決闘を申し込まなかっただけ、レイナルド殿下はまだ冷静でいらしたのね――と、感心するべきなのかしら」

「決闘は申し込まれなかったが、思い切り殺気はぶつけられたぞ」

　お陰でジークウェルは、反射的に自国の王太子に対して剣を抜く羽目になったのだ。憮然とした彼に、ユフィーナは楽しげに笑う。

「あのあと戻られたお姉さまは、とても幸せそうだったけれど、少し泣かれたご様子だったわ」

「あぁ。レイナルド殿下は、きっとさぞ焦られたんじゃないかな」

　ジークウェルが知る限り、ザカリス王国の王太子は、自分の妃に首ったけなのだ。詳しいことは知らないけれど、以前ディートリッヒが将来の主を指して『初恋を拗らせた男というのは、実に鬱陶しいものだな』とぼやいていたから、きっとそういうことなのだろう。

（……うん。オレもディーに『鬱陶しい』と思われないよう、少し気をつけたほうがいいかもしれないな）

　初恋を拗らせているかどうかは自分ではわからないが、初恋の君であるユフィーナにどっぷり溺れている自覚は充分にあるジークウェルは、密かに決意する。

　とはいえ――。

「なぁ……ユフィ」

　髪を撫でていた指を、ユフィーナの頬に滑らせる。ジークウェルの声が甘さを増したのがわかったのか、彼女の体温がふわりと上がった。

「昔の話も、悪くないが……。もっと婚約者らしいこと、してもいいか？」

　――今はまだ、どれだけユフィーナに溺れても許される。薔薇色に染まった彼女の頬に口づければ、しなやかな腕が首に回された。それを了承の意と受け取ったジークウェルは、ユフィーナの柔らかな唇に自分のそれを重ねる。

「ジーク……」

「愛してる、ユフィ」

　時間ならば、いくらでもある。何しろジークウェルは現在、〝行方知れずの初恋の君を探し求めて放浪中の身〟なのだから。










はじめての光




　ルード王国の後宮は、ユフィーナが去る前と何ひとつ変化のないままだった。

　何かが変わるはずもない。もともと、〝お飾りの王太子妃〟の居室には、誰も訪れることがなかったのだから。そこの住人が消えたからといって、何も変わるわけがない。

　かつて〝妻〟が住まっていたという、その殺風景な部屋を、彼女の〝夫〟であるリヒャルトは、あれ以来何度も訪れていた。

（ユフィーナ……）

　思い出すのは、きらめく金の髪。見たこともない鮮やかな緑の瞳。何より、愛らしくも可憐な姿に似合わぬほどの、圧倒的な存在感。その美しく強い瞳に射貫かれた瞬間、リヒャルトの中で何かが大きく崩れた。

　彼の愛妾ミーアは、よけいなことは一切口にしない理想的な淑女だ。甘く耳に心地いい声で、時折相槌を打ちながら、リヒャルトの話をおとなしく聞いては『素晴らしいお考えですわ』『殿下のような方がいずれ国王となられたら、国民はどれだけ幸せでしょう』と、常に自信を持たせてくれた。冴え冴えとした光を放つ月光のような銀糸の髪に、ルード国王の王冠中央に輝く紅玉もかくやという澄んだ赤い瞳。儚はかなげな表情を浮かべるその顔は、まさに月の女神のように美しく、瞳の色に合わせた赤いドレスに隠された肢体は、驚くほど豊麗な曲線を描いているのが見てとれた。

　側室候補の顔合わせという、この国の公式行事としては例外的に、女性たちがベールなしで集められた大広間。そこで、自ら光を放っているかのように、周囲の視線を一身に集めているミーアを一目見た瞬間から、リヒャルトの目にほかの女性は入らなくなった。

　彼女の喜ぶ顔が見たくて、彼女の望みはなんでも叶えた。

　彼女の瞳が曇ることなど耐えられず、「自分だけを愛してほしい」という願いを当然のものとして受け入れた。

　可愛らしいわがままと、甘える仕草。閨での作法も素晴らしく、彼女と過ごす夜はいつだって愛と快楽に溢れていた。

　ミーアは、完璧な恋人だった。

　しかし、〝リヒャルトの恋人〟として完璧な彼女が、頬を染めて懐妊したかもしれないと告げてきたとき、リヒャルトが感じたのは喜びだけではなかった。喜びよりも、むしろ生まれてくる子にミーアとの時間を邪魔されるのではないかという不満のほうが大きかった。

　子ができれば、たしかに後宮でのミーアの地位は、ますます揺るぎないものになるだろう。けれど、もはやミーアの地位を揺るがせるものなど何もないのだから、まだしばらくはふたりだけの甘い時間を楽しみたいと思った。それよりも、あの素晴らしい体が、子を産むことで損なわれることのほうがいやだったのだ。

　医官を呼び、子どものことを確認できるまでは、とはじめてミーアに愛を交わすことを拒絶され、その翌日に侍女姿のユフィーナを見た。

　――あの瞬間。

　自分でもわけがわからないほどの強さで、欲しいと思った。あの可憐な少女を、ほかの誰にも見せたくないと。何も知らない無垢な瞳を、自分への思慕で染め上げられたなら、それはどれほどの喜びだろう。

　しかし、そんな浅ましい想いは、あっという間にユフィーナ自身に叩き潰された。

　激しい怒りを真っ直ぐに乗せた瞳と、強い言葉。最後に彼女が浮かべてみせた、鮮やかな笑顔。それらを目にし、耳にしてからというもの、周囲にいるすべての女性たちの言葉が、眼差しが、そして笑顔までも、なぜだかひどく空々しく感じるようになってしまった。

　それが、ミーアのものであってさえ。

　募るばかりの苛立ちを抱えながら、父王の命令で調べ上げられた、王太子妃としてのユフィーナが置かれていた状況を知り、愕然とした。側近のリンドが『自分でも発狂する』と言っていたのは、決して誇張ではなかったのだ。

　報告書を見ながら青ざめるリヒャルトに、リンドはずけずけと追い打ちをかけてきた。

『殿下だって、国王陛下のお召しでたまに晩ばん餐さんをご一緒になさったとき、あからさまに無視したり、散々ひどい言葉をかけていらしたじゃないですか。今更、何をおっしゃってるんです？』

（それ、は）

『女にとって、旦那の愛人からお下がりの贈り物をもらうってのは、どれだけ屈辱的な仕打ちなんでしょうねぇ』

（そんなことは、知らない。知らない）

『――あきらめられることです。あの姫はもう、殿下のところに戻ってきたりはしませんよ』

　それよりも、とリンドはわざとらしく首を捻った。

『なんで、殿下はあれからミーアさまのところにお通いにならないんで？』

（――うるさい）

　食えないところばかりの年上の側近は、リヒャルトがミーアを迎えてからは、あまり口うるさく言ってくることがなくなった。なのに、最近はなぜだか昔のようにものを言う。それも、リヒャルトが苛立つのを狙っているかのように、言われたくないことばかりを口にする。

『そりゃあ、今なら殿下も私の話に少しは聞く耳をお持ちのように見えますんでね。……少し前までの殿下は、ミーアさまのおっしゃることしか、耳に入れようとなさらなかった』

　子どもが耳に心地いい言葉ばかりを聞きたがるのは当然だ、とリンドは苦笑した。

　――子ども。

　リヒャルトは、もう二十歳になる。そんなふうに呼ばれる年ではないと思うのに、どうしてか言い返すことができなかった。

　ミーアを愛していたから、彼女を傷つけるすべてから守ってやりたかった。

　彼女以上に美しい女がいるなど考えられなかったけれど、もし本当に正室としてやってきたユフィーナが噂通りの美女であったなら、後宮での信奉者を増やしてしまうかもしれないと不安になった。だから、他者と関わる機会を与えなかった。そんなふうに扱うと決めたときから、ユフィーナは〝王太子妃〟という人形であって、リヒャルトにとって対等に話をするような相手ではなくなった。

　だから、遠ざけた。見ようともしなかった。ユフィーナが自分と同じ、人格を持ったひとりの人間だなんて知りたくなかった。

　――それでも、心のどこかには、罪悪感のようなものがあったのかもしれない。

　彼女が自分の正妃に据えられた理由だって、知っていた。後宮の主の座を、ミーアからユフィーナという正室に移し、ミーアに対するリヒャルトの寵愛を薄れさせるため。それがわかっていたから、ますますユフィーナを見る目が苦くなった。

　邪魔だ、と思った。自分とミーアの邪魔をするな、と。

　たしかにミーアには、望むままに流行のドレスや宝石を与えたとは思う。しかし彼女はたったひとりの側室だ。歴代の王が、ときには数十人の側室を抱え、後宮を維持していたことに比べればなんだというのか。美しいミーアには、美しいものが似合う。後宮の勢力争いだって、そんなものは日常茶飯事だと聞いている。

『だから、殿下は、ご自分はお悪くはないと？』

（……本当に、うるさい）

　がん、と空っぽの小さな部屋の扉を殴りつける。ミーアの住まう、豪奢極まりない部屋とは比べものにならない、簡素な部屋。

　たしかにここにいたはずのユフィーナは、その痕跡を何ひとつ残していかなかった。まるで最初からこの国に存在などしていなかったかのように、消えてしまった。

　それが、どうしてこんなに苛立たしい。

　ユフィーナはここにいるべきだ。彼女はリヒャルトの妻なのだから、それが当然だ。

　リヒャルトは、きつく唇を噛み締めた。

　――本当は、わかっている。

　ミーアを守るために、リヒャルトはユフィーナを利用した。だから、ユフィーナは逃げ出した。どれほど多くの事情が複雑に絡まり合っても、結局すべてはそこに行き着く。

（あぁ、そうだ）

　自分はリンドの言う通り、どうしようもない子どもだ。ミーアへの愛を免罪符のように振りかざし、ユフィーナを傷つけることになんのためらいもなかった。見たくないものは見ず、聞きたくないものには耳を塞いで、ただ甘く幸せな日々に浸っていただけの、愚かな子ども。

　けれど、あんなにも鮮やかな姿を見せられて、どうして忘れられる。

　ミーアは変わらずすぐ手の届くところにいるのに、訪れれば以前と同じように甘く迎えてくれることもわかっているのに、ユフィーナの笑顔を見たあとでは、向けられるその笑顔がひどく作りものめいて見えてしまう。美しく、なんの瑕か疵しもなく、そうあるべきと浮かべられた笑顔は、それが淑女の嗜みなのだとわかっていても、どうしても何かが違うと感じてしまう。

　あの日、あまりにも真っ直ぐに向けられた、凄絶な怒り。冷たく凍りつくような、それゆえに純粋な感情の渦。たとえどんな感情でも、何ひとつ偽ることのないその鮮やかさを知ってしまえば、幾重にも取り繕われた後宮のそこかしこにさざめく感情はすべて、ねっとりとまとわりつくようなものを孕はらんでいるように感じられた。

　……忘れられない。あの日、はじめて見た、鮮烈な光。

　ユフィーナ。










計画始動




　オブライエン公爵ディートリッヒは、現在ザカリス社交界で結婚したい独身貴族ナンバーワンと言われる存在である。

　第二の王室と言われるほどに始祖の血を濃く受け継ぐ血統の確かさと、それに相応しい権勢と広大な領地。そして、輝く金の髪と緑の瞳を持つ典雅な美貌。その美貌は彼の妹たちにも通じるものであったが、上の妹、ザカリス王太子妃となっているエミーリアが華麗、下の妹ユフィーナが可憐とするなら、彼のまとう空気は清せい冽れつ。鋭く、冷たく、一切の欺ぎ瞞まんを見抜くかのような鮮やかな緑の視線を真っ向から向けられた者は、後ろめたいことなどなくともつい己の身を顧みてしまう。

　ディートリッヒは今、三年前にクレイドルが侵攻してきた際に、ザカリスを裏切って騎士団の情報を売った南の領主、モルード子爵の姿を眺めていた。無精髭だらけの顔を俯うつむけた男が手て枷かせを嵌はめられ、見る影もなくぼろぼろにすり切れた衣服に身を包んで、クレイドル側から引き渡されてくる。

　さまざまな罪状がその場で読み上げられているが、彼の行く末はたったひとつ。

　死だ。

　つまらないものをそれ以上見ている気にはなれなかったが、筆頭公爵としての立場上、裁きの間から出ることも叶わない。うんざりしていると、隣に座っているザカリス王太子――ディートリッヒの主にして義理の弟に当たるレイナルドが、同じような顔をしてぼそりと口を開く。

「あんなくだらん男のために、ユフィーナがルードに奪われ、エミーリアが毎日泣き暮らすことになったとはな」

「――御ぎょ意い」

　できることなら、あの裏切り者を死罪などという生なま温ぬるい方法で許してやりたくなどなかった。だが、欲が深いばかりの愚かな男には、司法をねじ曲げてまでディートリッヒが自らの手を汚す価値もないだろう。

「だが……」

　醒めた目で淡々と続く裁きを眺めていると、レイナルドの口調が少し変わった。いたずらをしかける子どものような声には、わずかに笑みが混じっている。

「……エミーリアが、このところよく笑うようになった」

「それは、よろしゅうございました。殿下のお気遣いのお陰でございましょう」

　彼は王太子という立場にありながら、正室であるエミーリア以外の女性を娶めとっていない。王家の血の存続ということなら、兄弟たちが立派に子作りに励んでいる。もしエミーリアに子が恵まれなかったとしても、その辺から適当に出来のいいのをもらって養子に据えればいいさ、というのがレイナルドの弁である。

　国王唯一の嫡子である彼が堂々とそんなことを言うのはどうかとも思うが、ふたりが結婚して一年と少しで戦争がはじまってしまったのだ。今まで寝る間もないほどの激務に忙殺されていた彼らが、ゆっくりとふたりの時間を過ごせるようになるのは、ようやくこれからのことだろう。

　かつては結構な浮き名を流していたレイナルドが、妃を大切にしていることは紛れもない事実である。ふたりの妹を愛してやまないディートリッヒとしては、よい縁を得られたと胸を撫で下ろしたものだ。

　しかし、妹夫婦が仲睦まじくあるということは、その間で隠し事をするのが非常に難しいということでもあった。

「オブライエン公」

　声なく笑ったレイナルドが、視線をディートリッヒの横顔に向けるのを感じる。

「陛下も、ユフィーナのことはひどく気に病んでいる。この件が片づいたなら、ルードへの使節団を編成するとおっしゃっていた」

「ありがとうございます」

「ああ。だから、そろそろ彼にも戻ってくるように伝えてくれ。彼がいないと格好のつかんことが多すぎなのだ」

「……承知いたしました」

　まったく、エミーリアときたら、やはり愛する夫には何もかも話してしまっていたらしい。

　王太子妃である彼女が王宮から出てきては、いやでも目立ってしまう。そのため、ご機嫌うかがいと称して訪問した母の口から、ユフィーナが無事に戻ったことだけは伝えておいたのだ。何しろ、それすら秘密にしておいたら、あとでバレたときに非常に恐ろしいことになる。その辺りは予想できたことだし、レイナルドの様子を見る限り、国王にまでは伝わっていないようだ。

　しかし、戦争の後始末に明け暮れて干物状態だった国王にも、そろそろ知らせてやっていいかもしれない。

　――別に、今まで知らせずにいたのは、ユフィーナをルードへ嫁がせることを決定した国王に対する意趣返しなどではない。大切な臣下の愛娘をむざむざ単身異国に放りこんだ国王が、ルードにおけるユフィーナに対する扱いのアレコレが報告されるたびに深く苦悩する様子を見て、いっそハゲろと思ったわけでも断じてない。

　些末な出来事を耳に入れ、国王の心を騒がせるわけにはいかないという、激務に勤いそしむ敬愛すべき主君に対する、臣下の心優しい配慮というものだ、これは。

（……ふむ）

　ディートリッヒは、この数ヵ月で集めた情報とささやかな計画を脳裏に思い浮かべ、口元をわずかに笑みの形に変えた。

「殿下。使節団の編成の件で、少しご相談があるのですが……」

「なんだ？　どんなとんでもない抗議文でも、陛下はノーチェックで許可してくださると思うぞ」

　楽しげなレイナルドの言葉に、ディートリッヒは「いいえ」と穏やかに柔らかな口調で応えた。

「我がオブライエン公爵家は、ルード王室に対して、一切の抗議を行いません」

「……何？」

　レイナルドが、思いも寄らないことを聞いた、という顔になる。ディートリッヒは、にこやかに続けた。

「何しろ、我が妹はルードの国民に愛されていたようなので。下手な抗議などをして、彼女が世話になった人々に迷惑がかかるようなことになっては申し訳が立ちません」

「いや……。それは、そうかもしれんが」

　まるで納得できないらしいレイナルドに、どこまでも穏やかにディートリッヒは告げる。

「ですから」

　すぅ、とディートリッヒの瞳に冷たい光がよぎった。

（さぁ、ルードの王太子殿？）

「抗議などせずとも、相手を徹底的に叩き潰してやれればいい、ということです」

　口先だけの謝罪になど意味はない。おまえの名誉など、とうに地に落ちている。

　せいぜい、ユフィーナを愛した自国民に感謝するといい。

　我が妹を虐しいたげたその罪、おまえの心を叩き潰すだけで許してやろうというのだから。










エミーリア




　カン、カカカン、と激しく木剣を打ち鳴らす音が、二重の響きとなってその場の空気を揺らしていた。

　こぢんまりとした屋敷の庭では、現在、一対二の攻防が繰り広げられている。

「相変わらず、見事な連携だな。――だが」

　ふたりがかりの攻撃を、腕一本で難なく捌いていたジークウェルの木剣が、一瞬の隙をついてニナの木剣を跳ね上げる。それが高く弾き飛ばされたときには、とん、とジークウェルの指先がユフィーナの首筋にあたっていた。

「今日は、ここまでだ」

　くるくると上空に舞っていたニナの木剣をぱしりと受け止めたジークウェルの言葉に、ユフィーナとニナがどっと地面に座りこむ。ありがとうございました、とふたり揃って口にするなり、ニナが地面を拳で殴りつける。

「あああぁあもう！　こんっな色ボケジーク兄さまに、ユフィさまとふたりがかりで一歩も歩かせることができないなんて！」

　妹のあまりの言いように、ジークウェルがむっと眉根を寄せた。

「色ボケ言うな」

「そうよ、ニナ！　ジークは色魔だけど、ボケてはいないわ！」

　憤然と主張するユフィーナに、黒髪の兄妹は一瞬顔を見合わせ、一方はさりげなく目を逸らし、一方はにやぁ、と年頃の乙女らしからぬ笑みを浮かべる。

「うふふふふふ」

　あらぬほうを見ている兄に、ニナは楽しげに声をかけた。

「レオン兄さまに報告しておいたほうがいいかしら？　もしかしたら、もうすぐケインとルークに可愛いいとこができるかもしれないわ、って」

「ああ。レオンといえば、おまえの嫁入り先をどこにするか、ずっと頭を悩ませているようだぞ」

「はう!?」

　ゼーン伯爵家長子のレオンハルトは、まさに現在結婚適齢期のニナについて、いつどのように伴侶を定めるかを目下最大の懸案事項としている。いずれユフィーナとニナの帰還が公になれば、ジークウェルの活躍により、武門の名を一層知らしめたゼーン家の娘であるニナには、それこそ山のような縁談が持ちこまれてくるだろう。

　ニナ自身は「ユフィさまとどこまでも！」と心に誓っているとはいえ、いずれは伴侶を選ばねばならない。だが、そんじょそこらの男より、ニナ自身のほうが侠おとこ気ぎに溢れているのが厄介なところだ。ルードでのあれこれのお陰で、その侠気に一層磨きがかかった今となっては、よほどの相手でなければニナの相手は務まらないに違いない。

「まぁ、ユフィが身重になったら、おまえがそばを離れるのは不安だからな。オレとしては、しばらくこっちにいてほしいんだが」

　かなり身勝手なことを当然のようにのたまう兄に、ニナは勢いこんでうなずいた。

「そそそそうよね！」

「ジークってば……。そんなに早く赤ちゃんを授かったら、そりゃあ嬉しいけど……」

　ユフィーナが、ほわんと頬を染める。そんな彼女に向けて、ジークウェルが他人には見せない柔らかな微笑を浮かべて言う。

「おまえに似た女の子がいいな」

「わたしは、ジークに似た男の子が欲しいわ」

　蜜月真っ盛りの婚約者同士というのは、いつでもどこでも簡単にふたりの世界へ入ってしまうものなのである。

「……勝手にやっててくださいませ」

　軽く肩を竦めたニナがその場をあとにしようとしたとき、馬ば蹄ていの響きが聞こえてきた。

　なんの紋章もついていない、実用一点張りの頑丈な箱形の馬車が近づいてくる。見慣れたそれが徐々に速度を落とし、屋敷の門をくぐって三人のそばで止まった。

　そこから降りてきた人物の華やかな姿を目にするなり、ユフィーナは歓声を上げて駆け寄る。

「お姉さま！」

「ユフィ……！　会いたかったわ！」

　ユフィーナの姉にしてザカリス王国王太子妃、エミーリア。王宮の外へ出る際には、近衛騎士団一師団が護衛につくのが当然の女性である。しかし彼女は、兄のディートリッヒともうひとりの護衛騎士だけを伴い、ほかの家族に遅れること数ヵ月――ようやく、最愛の妹との再会を果たしたのであった。




　ザカリス社交界の華、王太子妃エミーリアは、まさに絶世の美女である。

　華麗にして豪奢。大輪の薔薇のように華やかで、指先の仕草ひとつに至るまですべてが優雅。ユフィーナとは違い、オブライエン公爵家の長姫として正しく淑女教育を施された女性である。

　しかし彼女は、破天荒なユフィーナの姉にして、腹黒さでは右に出る者のいないディートリッヒの妹なのである。エミーリアは、その麗しい外見からは想像もできないほど、図太く逞しい女性でもあった。

「ユフィ！　まぁ、すっかりきれいになって、さぞジークウェルさまに大切に愛されているのでしょうね？　本当に、昔からジークウェルさまはあなた一筋だったのですもの。その情熱を、少しはお兄さまにも見習ってほしいものですわ！　あれだけたくさんの令嬢に想いを寄せられていながら、『そうなのか？』で済ますようなお兄さまは、いつかロクでもない令嬢に引っかかってしまいそうで不安なのです！」

　ぎゅううぅ、とユフィーナを抱き締めながら、エミーリアは言う。妹たちの再会を見守っていたディートリッヒが「ひどいなぁ」とぼやく。

「仕方がないだろう。爵位を継いでからは、よけいな問題に頭を使う暇などないほど、忙しいことばかりだったのだから」

「お黙りなさいませ、お兄さま！　それだからお兄さまは、氷の貴公子だの冷血鉄仮面だの、難攻不落の永久氷壁だのと呼ばれていらっしゃるのです！　いまだに奥方を迎えられないのも、当然というものですわ！」

　キッと上の妹に睨みつけられたディートリッヒは、その言葉に言い返すでもなく、相手を宥なだめるように若干強張った笑みを浮かべた。

「……リア」

「なんですの!?」

　声を高くしたエミーリアに、ディートリッヒは厳かに言う。

「ユフィを離してやれ。そろそろ、限界だ」

「――あらやだ」

　力任せに抱きすくめられたユフィーナは、姉の腕の中で窒息寸前にまで追いこまれていた。背後で蒼白になっていたジークウェルの腕の中にようやく戻され、「し、死ぬかと思った……」と呟く。

　王太子妃という職業をナメてはいけない。彼女は国民の前へ出るとき、呼吸もままならないようなコルセットで体を締め上げ、絨じゅう毯たんとの摩擦で負荷が何倍にもなるドレスをハイヒールで颯さっ爽そうと着こなし、更には総重量七十キロにも及ぶ宝飾品やマントで全身を飾るのである。

　そのほっそりと優美な体にとてつもないパワーが秘められていることを、幸せな国民たちは知らない。




　屋敷の居間に落ち着いた一同をぐるりと見回すと、エミーリアはにこにこと笑いながら口を開いた。

「クレイドルとの折衝も、そろそろ片がついたことですし。陛下が、ジークウェルさまとユフィにぜひにも会いたいとおっしゃって」

　ですから、そろそろ王都にお戻りになってくださいな、とエミーリアはジークウェルに告げた。

　この国の王太子妃の言葉である。元よりジークウェルには拒否権などあるはずもない。ちらりと視線を向けた先、ディートリッヒが視線だけでうなずくのを見て、一層ほかの選択肢がないことを知る。

　ジークウェルはこの三年の間ずっと前線にいたし、王宮での腹の探り合いや外交などまったくの専門外だ。ディートリッヒやエミーリアがどんなふうにルードを〝叩き潰す〟つもりなのかは知らないが、そこにジークウェルが口を挟む余地はない。

　ジークウェルがオブライエン公爵家の面々に、しつこいほど繰り返し念を押されたのは、〝必ずユフィーナを幸せにすること〟。それは言われるまでもないことだし、彼らがそう願うのも当然だとは思う。だが、それすらも何かに利用されている雰囲気があるのは、ちょっと気になる。

　今回の戦場での働きで、ジークウェルには新たな爵位と領地が与えられることになった。更には『ユフィーナを妻として、そこの領主としての勤めを果たすべし』という王命まで下されている。……となると、なんとなく彼らの意図が透けて見えてくるようだ。

（ユフィのために、国王陛下まで動かしたのか……？　相変わらずだな、ディー）

　ジークウェルは、この屋敷に入る前にディートリッヒに言われたことを思い出し、小さく息を吐いた。

　知っているか、と問う声は、ひどく醒めた色をしていた。

『――知っているか？　愛情の反対というのは、憎しみではないんだそうだ』

　いきなりの問いかけに、ジークウェルは戸惑った。今までそんなことを、悠長に考えたことはない。そもそも、考えたところでジークウェルには答えなど見つけられそうにない問いだ。

『じゃあ、なんだっていうんだ？』

　ディートリッヒも、ジークウェルに答えを求めているわけではなかったのだろう。問い返すと、あっさり答えが告げられた。

『無関心』

『無関心……？』

　繰り返して呟くジークウェルを、ディートリッヒは真っ直ぐに見据えた。

『ユフィを、幸せにしろ。ルードでのことを、思い出す暇などないくらいに。おまえも、ルードへの報復など考える必要はない。さっさと忘れてしまえ』

　感情を感じさせない、ひどく冷たい声だった。

　そんなことを言う彼が、妹を虐げた相手に対する憎しみを忘れられないことなど、確かめるまでもない。

　ただ、彼の目を見たときに、わかった。

　――憎むのは、自分だけでいい。

　ディートリッヒの瞳は、そう言っていた。

『……わかった。けど、おまえは――いや、なんでもない』

　どうするつもりだ、とは問わなかった。ディートリッヒがああいう目をするのは、彼の中ですでに結論が出されているときだと知っている。

　そして彼は、一度決めたことを、他人の言葉で揺るがせることはない。この局面でジークウェルにできるのは、ディートリッヒを信じて待つことだけだ。

　何より、自分のするべきことはほかにある。

（『ユフィを幸せにしろ』か）

　何度も言われた言葉を思い出し、少しおかしくなる。そんなことは、誰に言われるまでもないというのに。

「ジーク？」

　隣に座るユフィーナが不思議そうに見上げてきて、ジークウェルはなんでもないよと笑う。

「承知いたしました、妃殿下。……ユフィ、陛下から賜たまわる領地がどんなところかはわからないが、まずは屋敷に立派な温室を作らなくちゃな」

　ユフィーナの顔が、ぱっと輝く。

「ええ！　ありがとう、ジーク！」

　その笑顔に、ジークウェルの顔も自然と綻んだ。

　彼女が望むものなんて、全部覚えている。さまざまな草花。豊かな森と明るい太陽。雨の日にはカードゲーム。貴婦人らしい横乗りではなく、ズボンを穿き、鞍に跨またがって馬を走らせること。人々の中でともに笑い、子どもたちと一緒になって遊ぶこと。

「それと、オレはずっと戦ってばかりだったから、領地の経営に関してはほとんど学ぶ機会がなかった。すまないが、その辺についてはしばらくの間、かなり頼ることになると思う」

　夫に、必要とされること。

「……ええ。ええ、ジーク」

　ユフィーナが頬を染めて、嬉しそうに何度もうなずく。

「オレもなるべく早く、ディーみたいにとまではいかなくても、おまえの夫として恥ずかしくないだけの領主になるから」

　新たな土地で、幸せになろう。きっとそこが、自分たちが「ただいま」を言う場所になる。

　自分にとっての幸せは、ユフィーナの存在そのものだ。だから、次はユフィーナが幸せになれる場所を一緒に作り上げていこう。草花を育て、愛すべき人々とともに子どもを生み育てて、幸せに。

　そんな思いでユフィーナと見つめ合っていると、「あらまぁ」と楽しげな声がした。はっと我に返ると、エミーリアがディートリッヒと顔を見合わせ、くすくすと笑っている。

「本当にジークウェルさまは、ユフィのことをよく見ていらしたのね？」

　楽しげに言うエミーリアに、ディートリッヒが笑う。

「好いた男に愛された女が美しくなるというのは、どうやら本当のことらしいな。おまえもユフィもすっかりきれいになって、兄としては喜ばしいばかりだ。……ユフィ、幸せになるんだよ」

「はい！　必ず、ジークを幸せにしてみせます！」

　兄の言葉に応じ、ユフィーナが胸を張って宣言する。その場に一瞬、微妙な空気が流れた。ディートリッヒが、困惑した様子で首を傾げる。

「……うん、どうしたものかな？　今、私の中でジークに対する『ユフィーナを幸せにしなければ承知しないからな』という言葉が、行き場を失って困っているのだが」

　そんな兄に、「え？」とユフィーナが瞬く。

「だって、ジークの幸せがわたしの幸せですもの。ですから、わたしは自分が幸せになるために、ジークを幸せにするんです！」

「そ、そうか……。ジークは幸せ者だな」

　ディートリッヒが、どこかぎこちなく応じる。一方、エミーリアは妹の言葉に得たりという様子で、力強くうなずいた。

「そうですわよ、ユフィ。殿方というのは、どんなに立派な方でもわたくしたちが支えて差し上げなければどうしようもないときがあるのですわ。ですから、わたくしたち女は常に強くあらねばならないのです」

　にっこりと笑って言うエミーリアに、ユフィーナが「はい、お姉さま！」と瞳を輝かせる。実に頼もしい姉妹である。

「……ジーク」

　そんな妹たちの姿をしばしの間見つめたあと、微妙に低くなった声で、ディートリッヒがジークウェルに呼びかける。

「なんだ？」

「幸せに、なれ」

　ディートリッヒのおかしな命令に、ジークウェルは思わず笑ってしまった。ふたりの妹を溺愛している彼にとって、他人の幸福を願うというのは、もしかしたらはじめての経験なのかもしれない。珍しいことに、ひどく複雑な表情を浮かべている。

「ああ。もちろんだ」

　幸せになんて、とっくになっている。ユフィーナがこうして、自分の隣で幸せそうに笑っているのだから。










不安と約束と




　多忙極まりない兄と姉は、名残惜しげにしながらも慌ただしく帰っていった。ユフィーナは自室のソファでほう、と息を吐く。

「ユフィ？」

　どうした、と隣に座っていたジークウェルが、ひょいとユフィーナを膝に乗せる。いつものことながら、こうして苦もなく軽々と抱き上げられ、腕の中にやんわりと閉じこめられると、小さな子どもに戻ったような気分になる。ジークウェルの長い指が、ユフィーナの髪をするすると梳いた。

「ええ……」

　ユフィーナは目を閉じて、ジークウェルの広い肩口に額を寄せる。

「幸せだな、って思ったの」

　ほんの少し前までは、こんな幸せがあるなんて知らなかった。ユフィーナが知っていた幸せは、ニナや街の人々と楽しく過ごし、笑い合っていることだった。それで充分に満たされていると思っていたけれど――以前のそんな自分にはもう、戻れない。

　小さく笑う気配があって、柔らかな唇の感触が額に触れる。

「オレも幸せだよ、ユフィ。……でも」

「でも？」

「オレは、欲張りなんだ」

　だから、とジークウェルの声が低くなる。

「ユフィ。……おまえに似た女の子、産んでくれないか？」

　艶を増した声で囁かれて、首の後ろが熱くなる。

　子ども。ジークウェルとの子ども。そんな素敵な存在を授かることができたならどれだけ幸せかなんて、想像もできない。

「――男の子じゃ、なくて？」

　普通、男の人は後継ぎの男子を欲しがるものだ。ユフィーナとて、男子を産めなかった貴族の女性たちが、寂しい思いを強いられていることは知っている。

　しかしジークウェルは、少し考えるようにしたあと、ちゅ、と頬に口づけた。

「まぁ、どっちでもいいか。おまえの子なら、男でも女でもきっと可愛い」

「ジークってば……」

　本当にこの人は、どれだけ好きにさせれば気が済むんだろう。胸の奥が愛しさでいっぱいになって、溢れ出す。

「ごめんな……ユフィ」

　耳元にキスをしたジークウェルが、聞こえるか聞こえないかの声でそんなことを囁いて、ユフィーナは首を傾げた。

　一体、何を謝っているんだろうと不思議に思う。視線で問いかけると、ジークウェルの端正な顔に苦笑が滲んだ。

「オレは、本当は――おまえだけいてくれれば、それでいいんだ。子ども、とか……おまえが産んでくれたら、すげえ、幸せだとは思うけど」

　ほんの少し、迷うような沈黙があった。

「――悪い。子どもができたら、本当に、おまえがオレから逃げられなくなるんじゃないかって……少し、思った」

「ジーク……？」

　意味が、よくわからなかった。ユフィーナが、ジークウェルから逃げるなんてありえない。こんなにも幸せをくれる彼から離れてなんて、生きていけるわけがない。

　怖いんだよ、と呟くジークウェルの声は、掠れていた。

「また……おまえが、オレの手の届かないとこに行っちまったら、とか。……バカみたいだけど、なんか、今が幸せすぎて。ときどき夢なんじゃないかって、怖くなる」

（それは……）

　ユフィーナも一度ならず思ったことだ。

　幸せで。あんまり幸せで、だから。

　……でも。

「わたしは――ジークのそばにいるわ」

　そっと囁くと、ジークウェルがわずかに目を瞠った。だって、とユフィーナはジークウェルの頬に触れる。

「わたしは、幸せになるの。……もう、ジークがいないと幸せになれないの。だから、わたしはもう、何があってもジークのそばにいる」

「ユフィ……」

「だから……ジークも、わたしのそばにいて？」

　まるで、子どものわがままのようだと思う。でも、これだけは譲れない。こんなにも大切な人を失ったら、心なんてきっと簡単に壊れてしまう。

「そばに、いて。……ずっと」

　失えない。もう、ジークウェルと離れてなんて生きていけない。

　お願い、と幼い頃のように約束をねだると、攫うような勢いで抱き締められた。

「……ああ。オレは、ずっとおまえのそばにいる。おまえを守るためなら、なんだって敵に回してやる」

　言葉が、心臓を壊れそうなほど揺さぶることも、ジークウェルに教えられた。

　だから彼にも信じてほしい。

　本当に、大切なのだと。

　この腕の中以外に、ユフィーナの帰る場所なんてどこにもないのだと。

「愛してるわ……ジーク」

　誰よりも何よりも、自分自身よりも、ずっと。

　あなただけを。

「愛してる……」

　広い背中に腕を回して告げた言葉に返ってきたのは、呼吸すら食い尽くされてしまいそうな、深く激しいキスだった。










忠誠の在処




　王宮へと戻る馬車の中、エミーリアは小さくほほえんだ。それに気づいたディートリッヒが、同じように柔らかな笑みを浮かべながら彼女に問う。

「どうした？　リア」

「……ねぇ、お兄さま。ジークウェルさまが、はじめてオブライエンの家にいらしたときのことを覚えていらっしゃいますか？」

　その問いかけに、ディートリッヒはくくっと肩を揺らす。

「ああ。――あれは、わかりやすかったな。人が恋に落ちる瞬間とはこういうものなのか、と少し驚いてしまったよ」

「本当に。わたくし、あのときちょっとふたりをうらやましく思いましたもの」

　エミーリアの告白に、ディートリッヒはわずかに目を見開いた。

「なんだ、そうだったのか？」

「ええ。何しろわたくしは、生まれたときからレイナルドさまの妻となることが決まっておりましたでしょう？」

　ザカリス王室においては数十年前より、国内貴族の結束を強めるため、有力貴族の娘を王妃に迎えることが慣例となっている。それは、先々代の国王が残した訓戒によるものだ。実際この戦乱の世では、人質として迎えられた結婚相手の祖国が、他国からの侵略によって消え失せてしまうことなど、珍しくもない。

　オブライエン公爵家に当代の王太子妃を差し出すよう王室から内示があったのは、現在最もそれに相応しい家門であるからだ。しかし、それだけの権勢を誇っている以上、実際のところ「お断り申し上げます」と言うことも不可能ではない。

　幼い頃からずっとそう考えていたディートリッヒは、首を傾げた。

「もしおまえがいやだと言ったなら、無理に殿下に嫁がせるつもりはなかったぞ？」

　エミーリアとユフィーナがこの世に生まれたときから、ディートリッヒにとっての最優先事項は妹たちの幸福である。父が何をどう言おうと、そんなものは適当に丸めこんでしまえばいいだけだ。そのために必要な、父の〝母には絶対知られてはならない秘密〟ならば、エミーリアが十五で社交界にデビューした年には、すでに片手では足りないほど集めていた。その点、ディートリッヒにぬかりはない。

　そんな兄にエミーリアは、いいえ、と笑みを深めた。

「いやではありませんでしたわ。ただ、あのときのわたくしは、自分が恋なんてものをできるとは思っておりませんでしたの。ですから、自分の代わりにユフィがジークウェルさまと幸せになる姿を見ているだけでいいわ、なんてことを思っていたのです」

「……だからか」

　ディートリッヒは、思わず苦笑する。

「はい？」

「いや、今だから言うがな。殿下はおまえとの婚約期間中、どうやったらおまえの心を掴めるのだろうかと、側近連中に生温かい目で見られるほど悩み転げていたんだぞ」

　え？と首を傾げたエミーリアに、ディートリッヒは軽く腕組みをすると、しみじみ息を吐いた。

「おまえは幼い頃から、王太子妃になるべく徹底した教育を施されていたからな……。殿下がいくら口説き文句を並べても華麗に流されていてばかりで、見ていると非常に笑える――いやお気の毒なことだと、側近たちがよく言っていたんだ」

　何度か瞬いたエミーリアは、白い紗の手袋に包まれた手で頬に触れ、おっとりとした口調で応じる。

「そういえば、そんなこともございましたわねぇ」

「うん？」

　訝しげな視線を向けられて、エミーリアは困ったように微笑を浮かべた。

「お兄さま。いくら当時のわたくしが幼かったとはいえ、あれだけあからさまにいろいろとしていただけば、自分が殿下に想われていたことくらい、さすがにわかっていましてよ」

「……何？」

「けれど、ほら。なんと申しましてもわたくし、王太子妃としての責務と恋とを完璧に両立できるほど、自分が器用な人間だとは思っておりませんでしたの」

　小さく肩を竦めたエミーリアは、少し気まずそうに先を続ける。

「ですから正直、ちょっと面倒なことは遠慮しておきたいわ、と思ってしまいまして……」

「……それで、殿下からの口説き文句をずっと、にっこり笑って『ありがとうございます』で流していたと？」

　当時のことを思い出し、微妙な気分になりながら問いかけたディートリッヒに、エミーリアはにっこり笑ってうなずいた。

「ええ、そうなのですわ。それにジークウェルさまと違って、レイナルドさまは女性との噂話が絶えないお方でいらっしゃいましたし。いずれ浮気をされていやな気分になるくらいなら、最初からほどほどのおつき合いをしておいたほうが楽かしら、とも思っていましたわね」

　エミーリアに、『いずれ国母となる者としての矜きょう恃じを持ち、そんな己をいかに律するべきかを何よりも優先させるべし』と、幼い頃から徹底した教育を施してきたのはオブライエン公爵家である。それが間違いだったとは、今でもディートリッヒは思っていない。

　だがどうやら、レイナルドが『エミーリアがいつになったら自分を〝王太子〟としてではなく、ひとりの男として見てくれるのか』と悶々とし続けていた原因は、オブライエン公爵家の若干行きすぎた王妃教育のためであったらしい。

　何しろ母が選んだエミーリアの教育係は、『夫となる殿方が阿呆となるか否かは妻の力量にかかっているのです！　いずれ国母になろうというからには、国民すべてを我が子と思い、その幸福のために、いかに国王陛下となった夫君を馬車馬のように働かせるかを、常に胸に刻んでおかねばなりません！』という立派な教育方針のままに、ありとあらゆる知識を彼女に叩きこんでいたのである。

　その中にはもちろん、〝夫となる殿方と上手くやっていく方法〟も含まれていたはずだが――それはどうやら〝夫の浮気をいかに気にせずやっていくか〟ということと同義であったようだ。

　そんなある意味、難攻不落の城となったエミーリアを、レイナルドはどうやって口説き落としたのだろう。詳しいことは知らないが、ひょっとすると主君に対する評価をかなり上向きに修正するべきなのかもしれない。

　いつだったか、エミーリアつきの侍女が『レイナルド殿下は、それはそれはご苦労をなさったのですわー……』とどこか遠い目をしていたときにはさほど気に留めていなかった。だが、今度じっくり話を聞いてみるべきかもしれない。王太子が妻との婚約期間中に、侍女から同情を向けられるほどに奮闘していたなどという楽しい――いや、ほほえましい逸話があるならば、どこでどう使えるネタになるかわからないからだ。

（しかし……ふむ。だからこそ殿下は、ほかの女性に目を向けることがないのかもしれんな）

　そんな苦労をして手に入れたエミーリアならば、そう簡単に失いたくないと思うのは当然だ。

　もしレイナルドがほかの女性を迎えたとしても、エミーリアは「わかりましたわ」の一言で済ませてしまうのだろう。そして、彼女は二度とレイナルドをひとりの男として見ることはない。

　それはある意味、ごく普通の王室の姿だ。夫婦は互いをその肩書きだけで呼び合い、国を束ねる者としての義務だけを果たして、決して芯から心を添わせることはない。そんな関係に、エミーリアがいなければ夜も明けないようなあのレイナルドが耐えられるものか――耐えられなくとも仕事だけは、尻を蹴飛ばしてでもやってもらうのだが。

「……リア」

「なんですの？」

「まず、ありえない話だとは思うが。もし殿下が側室を迎えるとおっしゃったなら、おまえはどうする？」

　少々趣味の悪い問いに、エミーリアは「あら」と目を見開くと、少し考えるようにしてから、にこりとほほえんだ。

「そうですわね。――お兄さま、そのときはどなたかわたくしに、誠実な愛人となってくださる殿方を紹介していただけますか？」

「ああ、もちろんだよ」

　ふたりの間でこんな会話が交わされていると知ったら、レイナルドは「そんな恐ろしい真似をするわけがないだろう!?」と絶叫するかもしれない。

　レイナルドはディートリッヒにとって、幼い頃にともに時間を過ごした友人でもある。そして同時に、ディートリッヒの『私の妹たちを傷つけるような輩やからは、この世に存在する価値などありませんよ』という、年とし端はもいかない少年が口にするにはちょっといかがなものかという言葉を直に聞いた、数少ない人物のひとりでもあるのだ。

　最初からふたりが〝ごく普通〟の王族夫婦であったなら、ディートリッヒもレイナルドが側室を何人抱えたところで「あぁ、そうですか」と済ませただろう。しかし、エミーリアの恋心を己に向けさせた上でそんなことをしようものなら、一体どんな報復措置が待っていることか。レイナルドを精神的に徹底的に追い詰めた上で、彼の兄弟の誰かに王太子の座を譲り渡すよう工作し、エミーリアをさっさと離縁させるくらいのことは平気でする。

　ディートリッヒの忠誠はあくまでも〝ザカリス王家〟に対して存在するものであって、断じて〝妹を泣かせるゲス野郎〟に捧げられるものではないのである。

「――それで、お兄さま？　ルードには、いつ行かれますの？」

「ああ。準備も整ったことだし、戻ったら陛下に使節団の編成許可をいただいて、それ次第だな」

「お気をつけていってらっしゃいませね」

　残念そうに柳眉を寄せて言うエミーリアの顔には、〝わたくしが王太子妃だなんて面倒な立場に就いていなかったなら、自ら出向いて可愛い妹を虐げた阿呆を、この手で叩き潰してやるものを〟と書いてある。

　そんなエミーリアに、ディートリッヒは柔らかな笑みを向けた。

「ありがとう。――大丈夫だよ、エミーリア。必ずおまえの望み通りの結果を持ち帰ってくるから、楽しみに待っているんだよ？」

　エミーリアもまた、ふわりとほほえんだ。

「……ええ。もちろんですわ、お兄さま」

　ディートリッヒが今までの人生で、妹たちからの期待を裏切ってしまったのは一度だけ。ユフィーナがルードへ送られることを阻止できなかったことだ。我が身を切り裂かれるようなその屈辱を、ようやく晴らすことができる。

　もともとオブライエン公爵家は、ザカリス王家を守るために、どんな汚い手段を使ってでも敵を叩き潰すことで礎いしずえを作り上げてきた家門である。それだけに一族の結束も固く、王家と一族の敵と見なした相手には一切の容赦がない。そして現当主であるディートリッヒには、温和な外見と優しげな笑顔の下に、最もその血が色濃く流れている。

　もはやディートリッヒにとって、大切な妹を虐げた相手に対して容赦をしてやる必要性など、どこにもありはしなかった。










ディートリッヒの得意技




　ザカリス王国から使節団が到着し、その代表がまだ年若きオブライエン公爵、ディートリッヒだという知らせがあったとき、ルード王室は当然国王、もしくは王太子に対する面会を求めてくるのだろうと身構えた。

　しかしディートリッヒは、まるで〝いつも通り〟の使節団の派遣時のように、淡々と外務大臣に取り次ぎを求めてきたのである。そのため、ルード側はかなり肩すかしをくらった形になった。

　ルードから王太子妃、ユフィーナが出奔して早三ヵ月。ルードはまだその行方を把握できていない。

　ユフィーナの兄であるディートリッヒが直々にやってきたということは、オブライエン公爵家ではその身柄をすでに確保しているのか、それともまだ見つけられていないのか――それすらわからず、外務大臣は一体どう話を切り出したものかと、内心だらだらと冷や汗を流していた。

　そんな外務大臣の葛藤を知ってか知らずか、ディートリッヒはありふれた時候の挨拶から入り、終戦に伴う国交回復の祝宴の話、変更した国境付近のいざこざの厄介さなどを、とりとめもなく話していく。

「あ、あの……オブライエン公爵殿」

「はい。なんでしょうか？」

　にこりと柔らかな笑みを浮かべるディートリッヒの、鮮やかな緑の瞳と輝く金髪は、オブライエン公爵家に代々伝わるものなのだという。もちろん、先頃までこの宮殿にいたユフィーナもそうであったという話は聞いていた。兄がこれほど端正な面立ちをしているのなら、その妹であるユフィーナも噂通り、さぞ美しい姿をしていたのだろう。

　しかし、「ウチの王太子妃が王宮を飛び出していっちゃったんですけど、ひょっとして実家に帰っていたりしますか？」なんてことを、一体どう切り出せばいいものか。てっきり、怒り心頭で怒鳴りこんできたオブライエン家をどうにかして宥め、今後の〝穏やかな国交とそれに伴う和平〟の重要さを訴える、という形になると思っていた会談だ。それが、これほど穏やかに進められては、相手に対する弁明すらできない。

　そう、弁明。ユフィーナがあの日、大勢の前で繰り出した『実家に帰らせていただきます』という宣言により、国内外でのルード王室への評価は、とてつもなく悲惨なことになっている。

　会談には各国の大使も同席しているため、この場で交わされる会話は間違いなく周辺国家へ伝わるだろう。その点において、ディートリッヒが自らこの場へやってきてくれたことは、ルードにとって僥倖と言えた。ユフィーナの兄である彼が謝罪を受け入れてくれさえすれば、ルードの面目は保たれる。

　しかし、相手が謝罪を求めてこなければ、弁明もその後の謝罪もできはしない。まるで何事もなかったかのように穏やかにほほえまれては、こちらから謝罪を切り出すことも難しい。

　そのため、「あぁ、そうだ」となんでもないことのようにディートリッヒが言い出したとき、外務大臣はほっとしたような、蛇の顎に頭を突っ込むような気分で相手を見返した。

　だがディートリッヒは、またしても見当違いのことを口にする。

「戦続きで、我が国の財政もかなり逼ひっ迫ぱくしておりまして」

「は、はぁ……？」

　いやアナタ方、この間クレイドルからしっかり賠償金をふんだくったばかりじゃないですか――と言える勇気は、彼にはない。

　ディートリッヒは、どこまでもにこやかに続ける。

「我が国の陛下から、ルードの方々に関税率の些少の変更と、国境を流れるシェーン河の使用料の見直しを考慮していただけないかとのお願いがあるのですが、いかがでしょうか？」

　外務大臣は盛大に汗をかきつつも、ようやく納得した。要するに、「ウチの可愛い姫をひどい目に遭わせてくれやがって、覚悟はできてんだろうな。オラ、勘弁してほしかったら金寄越せ、金」ということなのだろう。

　ディートリッヒが提示した条件は、どこまでこちらの内情を把握しているんだと外務大臣の顔が引きつるほど、〝ギリギリ〟のラインまでザカリスに有利となる条約変更の数々だ。穏やかにほほえみつつ、「まさか、いやだと言える立場だなんて思ってんじゃねぇだろうな」とばかりの威圧感をぶつけてくるディートリッヒに、外務大臣はすぐさま財務大臣の元へ使いを走らせた。そして、記録に残せそうな早さで調印書を作り上げる。誰か、褒めてくれないだろうか。

　ディートリッヒは、ざっと目を通して内容を確かめた調印書を、くるくると丸めて従者に渡す。彼は、ここに至っても穏やかな姿勢を崩さないまま、ありがとうございますと社交辞令を述べるなり、あっさりと腰を上げる。

「我が国の陛下も、さぞ貴国のご協力に感謝することでしょう。――それでは、我々はこれで失礼いたします」

　ぱっくりと開いた外務大臣の目と口が、三つの丸を形作る。

　そのとき、ルード側の誰もがこう思ったはずだ。

（ちょっと待って！　アナタ、がっぽり有利な条約持っていくだけ持っていく気なんですか!?　状況見誤ったウチの阿呆王たちにも、少しは言い訳させてあげてくださいよ！　ゴメンナサイの一言も言わせてくれないってどういうコト!?）

　ディートリッヒは、そんな場の空気もものともせず、さっさと豪奢な応接室を出ていってしまった。

　残されたのは、ひたすら唖然としながら、微妙な視線を交わす各国の大使。外務大臣は、彼らの視線が自分に集まりつつあることを感じながら、今の会談がどんな意味を持つのかを考える。

　ディートリッヒは、一方的にオブライエン公爵の――ザカリスからの要請を受け入れさせることで、ルード王室に明確な非があったことを暗に示した。その上で、一言もルード側の非については言及しないことで、こちらに弁明の機会さえ与えなかった。

　そうだ。おそらくディートリッヒは、ルード側がその〝弁明の機会〟を求めていると、正しく理解していたのだろう。だからこそ、敢えてルード側がギリギリ許容できる条件を提示することで、その機会を与えられるものと思いこませたのだ。

　ルード側の焦りと後ろめたさを穏やかな態度で煽あおり、「こっちはてめえらの国王と王太子のツラなんぞ見たかねぇんだ、会ってほしかったら条件呑めや」と言わんばかりに威圧して。そうして結局、自分たちはぶん取れるだけのものをぶん取って、こちらには何ひとつ言わせることなく、持ち上げた高みからどん底へと叩き落とした。

　外務大臣は、後宮の内部事情に関してはまったく門外漢である。

　ユフィーナが出奔してから上がってきた報告書を読み、「はぁあああー!?　何をとんでもない阿呆をやらかしてくれやがったの、うちの王族!?」と絶叫したのは、記憶に新しい。外交を司る者として、ユフィーナの置かれていた状況について把握していなかったことが、職務怠慢であったと言われればそれまでである。だが、後宮というのは、女の世界。そこに閉じこもられてしまっては、外務大臣にはどうしようもなかったのだ。

　よりにもよって、あんなおっかないアニキのいる姫を無理矢理連れてきた挙げ句、盛大に怒らせるような真似をしないでくださいよ、国王陛下――と思いながら、彼は魂が口から抜けていくような虚脱感を覚えた。




　ルードの外務大臣がそうして魂を飛ばしているとき、ディートリッヒは必死に引き留めようとした侍従の懇願に素直に応じていた。先ほどよりこぢんまりとした、しかし豪華さはこちらのほうが上かと思わせる応接室で、かぐわしいお茶の香りを楽しむ。

（さて――誰が来るか）

　幾通りかのパターンを思い浮かべる。そうして、少しの待ち時間のあとに相手が選んだのは、ディートリッヒが最も望んだ人間。

「失礼する」

　硬く強張った、若い男の声。現れたのは、明るい茶色の髪に青い目をした、この国の王太子だ。

　さすがに、一対一とはいかないらしい。護衛の側近らしき騎士が、ひとりついている。腐っても王太子としては、当然だろう。それでも――。

（……正解だ、エミーリア）

　当然ですわ！と上の妹の高笑いが脳裏に響くのを覚えながら、ディートリッヒは王族に対する一応の礼として立ち上がった。

『実際には王太子がしたことでも、国王が国のトップとして謝罪するべき場ですもの！　それを押して、王太子が自らお兄さまの前にのこのこやってくる、ということは――』

　にっこりと笑って、エミーリアは断言した。

『その阿呆は、私たちの可愛いユフィに未練たらたらということですわ！　存分に叩きのめしてやってくださいませ！』

（ああ。わかっているよ、エミーリア）

　そういうことは優しいユフィーナや、ユフィーナさえそばにいれば幸せいっぱい夢いっぱいのジークウェルには向いていない。これは、ユフィーナの兄であり、オブライエン公爵家当主であるディートリッヒの仕事だ。

　ゆっくりと、目を細める。

（相手のプライドを完膚なきまでに叩き潰すのは、私の得意技だからね）

　ディートリッヒは、にこりと笑う。

「お初にお目にかかります。ルード王国王太子、リヒャルト殿下でいらっしゃいますか？　私はザカリス王国オブライエン公爵、ディートリッヒと申します」

「あ……あぁ」

　優雅に一礼するディートリッヒに、リヒャルトがあからさまに動揺を見せた。まったく、わかりやすい男だ。

（ユフィーナと同じ色の目と髪が、そんなに気になるのかな？　殿下）

　腹の底で薄く笑ったディートリッヒは、顔には柔らかな微笑を浮かべる。

　――教えてあげよう、リヒャルト殿下。あなたの心を奪ったユフィーナが、今どこにいるのか。どうしているのか。

　知りたいのだろう？　幸せがどこにあるのか。

　聞くといい。なんでも教えてあげようじゃないか。

　何しろ、たった一年とはいえ、我々は義兄弟という関係だったのだから。

「私に何かご用でしょうか？　リヒャルト殿下」

　……さぁ、愚かな王太子殿下。

　後悔の時間だよ。










泡沫の夢




　ユフィーナの兄であるオブライエン公爵が使節団代表としてやってきたと聞いたとき、リヒャルトは執務室にいた。

　ついに来たか、と思った。

　周囲の人間は、いまだにユフィーナの行方すらわからないことに焦燥を募らせている。だが、リヒャルトは――おそらく側近のリンドもだ――あの日ユフィーナが見せた剛胆さがオブライエン公爵家で培われたものであるなら、その当主であるディートリッヒが大切な妹を保護できていないはずがない、と確信していた。

　彼ならば、必ずユフィーナの行方を知っている。

　そう思い、裁きを待つ身の細るような気持ちと、一刻も早く彼女の行方を知りたい気持ちに挟まれながら、リヒャルトは面会の要請がくるのを待っていた。

　ミーアはもう、ここにはいない。あれから後宮の調査が進む中で、彼女がリヒャルトに見せていた美しい笑顔の陰で、甘く囁く声の裏で、ユフィーナに対してどのようないやがらせを行っていたかを知った。

　リヒャルトの寵姫という立場を最大限に利用し、機嫌うかがいに来る貴族を操り、実家の男爵家に便宜を図らせた。その結果、肥え太った男爵家は宮廷ではおとなしくしていたが、自らの領地では横暴な独裁者として民を虐げていた。

　それもこれも、〝リヒャルトがミーアを愛したから〟だ。

　愛するべきではなかったのか。自分がミーアを愛したりしなければ、ミーアも〝寵姫〟という立場に溺れて、そのようなことをしなかったのではないか。

　そんなふうに思いながらも、リヒャルトの寵愛の陰でユフィーナを嘲あざ笑わらうような真似をしていたミーアを、それ以上愛し続けることなどできるはずもなかった。

　後宮、というのは、王宮の中でもある意味別世界だ。そこを支配するのは、本来ならば絶対の権威と同時に重い義務と責任を有する正妃であり、それでこそ規律が保たれる。ただ〝王太子の寵愛〟のみを持ち、王族として果たすべき責任を何ひとつ持たない一愛妾がそこを牛耳ったことが、これほどまでに後宮を歪ませた。

　そしてそれもやはり、すべてはリヒャルトがミーアを愛し、それ以外の何も目に入れようとしなかったから起きたことだ。

『いいんですかい？』とリンドは複雑そうな顔をしたが、リヒャルトは泣いて取り縋すがる顔を見てさえ、何ひとつ心を動かされることのなくなったミーアを後宮から追い出した。与えた宝石も、ドレスも、すべて持っていけばいい。甘く愚かな夢を見せてくれた彼女と、ともに生きる未来を思い描くことは、もうない。

　同時に、ユフィーナに一度でも愚かしい真似をした侍女はすべて実家に戻し、それ以後王宮に上がることを禁じた。

　今はただ、もう一度会いたかった。あの、鮮やかな緑の瞳に。

　そうして、できることなら最初からやり直したい。愚かだった自分を告白して許しを請い、それをユフィーナが受け入れてくれたなら、今度こそあの金の髪に指を滑らせ、華奢な体を抱き締めたい。

　ユフィーナならば、きっと緑のドレスが似合う。瞳の色に合わせた緑柱石をあしらった宝飾品で飾れば、きっと目の覚めるような美女になるだろう。いや、自分の瞳に合わせて、鮮やかな青色をまとわせるほうがいい。そのほうが、ふたりで並んだときにきっと映える。可憐な姿を華やかに装わせ、社交界にも紹介して、後宮の主としてユフィーナがそこを仕切ってくれたなら、きっとリヒャルトの後宮は正妃ひとりという彼女だけの城になる。

　それがいい。それが、最初から誰もが望むべき形だったのだから、そうすれば何もかもが丸く収まる。自分はユフィーナを手に入れて、ユフィーナはいずれこの国の王妃となる。

　ミーアのことは、若く愚かだった自分の過去だ。そのせいでユフィーナを傷つけてしまったことだって、心から謝罪すれば、きっと大丈夫だ。祖国を思って、一年もあんなひどい境遇に耐え続ける強さと優しさを持った彼女ならば、理解して許してくれるに違いない。

　不安と期待に胸を膨らませていたリヒャルトだったが、そこに侍従が慌ただしく飛びこんできた。そして「オブライエン公爵ディートリッヒが、外務大臣とわずかな話をしただけで下城しようとしている」と、蒼白になりながら知らせてきたのだ。

　これは一体、どういうことなのかと混乱した。

　ディートリッヒは、ユフィーナの扱いについて、自分を糾弾しにきたのではなかったのか。それに対する誠意を見せるため、後宮を一新して、ミーアも追い出したというのに。

「そうきたかぁ……」とため息をつくリンドを尻目に、リヒャルトは執務室を飛び出した。幸い、ディートリッヒは侍従たちが、別の応接室に引き留めているらしい。

　焦燥のままに、早足でその応接室へと向かう。そうして、はじめて顔を合わせたユフィーナの兄は、彼女と同じ金の髪、緑の瞳を持っていた。整った面立ちにも、一度だけ見たユフィーナを思わせるものがあって、束の間、気をとられる。ザカリスで、王室に次いで古い血を引く一族に相応しい、気品と優雅さに満ちた仕草で礼をとる彼は、完璧に作られた柔らかな笑顔を浮かべていた。

　そして、すべてを見通すような緑の瞳に射貫かれとき、そこには穏やかな光しか浮かんでいないのにもかかわらず、気け圧おされた。憤られ、詰なじられることを覚悟していたリヒャルトに対して向けられたのは、どこまでも静かに落ち着いた声だった。

「私に何かご用でしょうか？　リヒャルト殿下」

　ゆっくりと穏やかな声音には、憤りなど欠片かけらもなく、こちらを労いたわるような色さえあった。まるで、彼らの間に相争うことなど何もない、と言わんばかりの柔らかな態度。

　一瞬、背筋を何か冷たいものが走り抜けた気がしたが、それ以上の衝動に突き動かされ、リヒャルトは真っ先に気にかかって仕方のなかった問いを口にした。

「ユフィーナは……今、どこにいるのだ？」

　ええ、とディートリッヒがほほえんでから答えを口にするまでの数秒を、永遠のように感じた。

「妹でしたら、我がオブライエン公爵家の所有する屋敷のひとつにおりますが」

　それが何か？と笑みを絶やさない声に、リヒャルトは全身の力が抜けるような気分を味わう。やはり、彼女は公爵家に戻っていたのだ。

　ごくりとつばを飲みこみ、穏やかな緑の瞳を縋るように見る。

「その――彼女は、私のことをどのように……」

「何も」

　どんな痛烈な罵倒がくるかと思ったのに、笑みとともに返されたのは、あまりに意外な言葉だった。

「……な、何も？」

「ええ、何も。ユフィーナは私に、戦だけはどうしてもやめてほしいと、ただそれだけを言っておりました」

　その答えに、リヒャルトは大きく目を見開く。だからか、と胸に落ちた。ユフィーナがルードの後宮でのことを何ひとつ言わずにいてくれたから、ディートリッヒはこんなにも穏やかに自分と話をしてくれている。そうして、彼女が和平を望んでいるのなら、再び自分の元に戻ってくれるに違いない。

　ぱっと顔を輝かせたリヒャルトは、「ならば」と声を弾ませた。

「ユフィーナに伝えてくれ。オブライエン公爵。ミーアは、すでに後宮を去った。安心して戻ってほしい、と」

　そんなリヒャルトに、ディートリッヒはわずかに目を細めた。

「ミーアさまというと、殿下の寵愛されていた方のお名前でしたか」

「あ――ああ。そうだ。彼女が、ユフィーナにひどいことを」

「その方を、後宮から出されたと？」

「あ、あぁ……？」

　てっきり喜ばれるものと思っていたリヒャルトは、ディートリッヒの声が冷たさを孕んだことに気がつき、息を呑んだ。

「そのように、簡単に後宮から追い出してしまえる程度の寵姫を守るために、我が妹をここから逃げ出さねばならぬような状況に追いこんだ、と。そういうことでございますか」

「っ！」

　そうではない、という言い訳は、喉の奥にこびりついたように出てこなかった。

　偽りを許さぬ緑の目が、ユフィーナのそれと重なる。しかし、ディートリッヒはすぐに「あぁ、そうでした」と楽しげに笑った。

「ユフィーナはこの王宮を去る際に、きちんとすべてを精算してくれていたものですから、こちらとしても大変助かりまして。まったく、よくできた妹だと感心しているのですよ」

　何を、と言いかけたリヒャルトの目の前で、ディートリッヒは胸元から取り出した一通の封筒を、ゆっくりと開いた。それを、磨き抜かれたテーブルの上で逆さにする。

　ひらひらと舞い落ちたのは、文字の形すら判別できなくなるほど切り刻まれた、羊皮紙の欠片。その中で、ひとつだけ大きく残った紙片が、細かな紙片の上にふわりと落ちる。

「な……」

　そこに記されているのは、紛れもなくリヒャルト直筆のサイン。乱暴な筆致のそれには、見覚えがあった。

　リヒャルトがいやいやその手で書いたそれは、彼がユフィーナとの結婚宣誓書に記したものに違いなかった。
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　ルード王国の大神殿。歴史ある白はく亜あの建造物は、建国以来、国のあらゆる慶事や祭事を見守ってきた。それは王族の冠婚葬祭をすべて取り仕切る場でもあり、もちろん、一年前のリヒャルトとユフィーナの結婚式もそこで行われた。

　多くの人々が集い、神を讃える敬けい虔けんな信者たちが、ときには賛美歌を歌い、孤児を集めて養い、心の平穏を求める人々に対して神に仕える司祭が教えを説く。

　そしてそこは同時に、宗教芸術の中枢でもあった。見事なステンドグラスを嵌めこまれた天窓は、かつてそこに生きた芸術家たちの技の粋を見せつける。

「不愉快よねぇ……」

「不愉快ですわよねぇ」

　そのステンドグラスを見上げながら、不穏なことを呟くのはふたりの少女。

　……それは別に、ステンドグラスの彩色が気に入らないとか、デザインが気に入らないということではない。あれはあれで一見の価値があるとふたりも認めている。芸術性を追求するあまり、ところどころ一般市民には理解できない雰囲気を醸し出しているが、芸術とはそういうものだ。一般人には簡単に理解できない高尚さが、芸術というものなのだ。

　だからああいった、鮮やかな原色がべったりと塗りたくられたような部分について、「なんだか派手な芋虫みたいね」「馬ば糞ふんにもときどきああいった色の虫がひっついていますわよ」という感想を抱いたとしても、ふたりはまったく気にしない。

　ふたりが不快感を覚えているのは、ただひとつ。

「このまま逃げたとしても、この奥にあの忌いま々いましい紙切れがある限り、わたしは法的には、あのロクデナシのすっとこどっこいの妻であり続ける、ということなのよね……」

「いっそのこと、建物ごと焼き払ってしまいましょうか」

「さすがにそれはちょっと」

　どれほどこの国の王宮がえげつない場所でも、ユフィーナたちはこの街の人々から概おおむねよくしてもらっている。その彼らの心の拠より所を焼き討ちするというのは、やっぱり人としていかがなものかと思うのだ。

「こっそりもらってくるのが一番よね？」

「そうですわね。この国の王宮の警備もザルですけれど、こちらのほうがイイヒトばかりですもの」

　ちなみにニナの言う〝イイヒト〟というのは、〝私たちのやることなすことをつるっと全部見逃してくれるなんて、なんてイイヒトなんでしょう！〟という意味だ。

　何しろユフィーナとニナは、かつてオブライエン公爵家お抱えの〝職人〟たちから、ちょっと他人様には大声で言えないアレコレを伝授されている身である。更に、後宮から裏門まで数限りなくかかっている鍵を「今日は何秒で開けられるか！」に挑戦しているうち、ふたりはいつでも錠前破りに転職できるだけの技を身につけていた。

「今日も神のご加護がありますように」と、のほほんと突っ立っている警備僧の目をかいくぐり、戴冠式で使われる宝ほう冠かんや宝ほう錫しゃく、その他モロモロ重要なお宝、並びに重要書類を保管してある宝物庫に忍びこみ、煌きらびやかな宝物の溢れ返る中から、一枚の羊皮紙をくすねてくるのだってお手の物だ。

　神殿のみなさんの、「こんなところに賊など入るわけがない」という油断も相あい俟まって、ふたりは見事、ユフィーナを〝ルード王国王太子妃である〟と証す唯一の紙切れを強奪したのである。

　――それは、ユフィーナとニナがルード王宮を出奔する一週間前のこと。





＊　＊　＊






「あの子は去り際、殿下にこう申し上げたはず。『殿下との婚姻関係をなかったことにした』と」

　空になった封筒を卓上に放りながら、ディートリッヒはゆるりと笑った。

　愚かな王太子。真っ先に口にしたのが、ユフィーナに対する謝罪の言葉だったなら、少しは手加減を――。

（いや、しないか）

　ディートリッヒは、甘いことを考えかけた己を否定する。

（彼女がユフィーナにひどいことを？　ふざけるな。その愛妾を選んだのは？　愛妾のすることを、ずっと許してきたのはどこの誰だ？）

　知らなかった、などで許されると思うのか。人の上に立つ者が愚かだというのは、それだけで罪だ。

「殿下が我が妹にぶつけた言葉の数々は、すべて彼女つきの侍女であった、ニナ＝クロイツェル＝ゼーン嬢より聞き及んでおります。……まぁ、それをここで口にするのはやめておきましょう。記憶しておくだけなら憤るだけで済みますが、あんな言葉を口にしたら舌と耳が腐りそうだ」

「……っ！」

　蒼白になったリヒャルトに、ディートリッヒは淡々と続けた。

「愛妾のどんな愚かしいいやがらせよりも、殿下からの心ない言葉の数々のほうが、よほどあの子を傷つけたことでしょうね。何しろ殿下はこの王宮で、ほかの誰がユフィーナの敵となっても、彼女を守るべき立場にあった方なのですから」

　夫として。ユフィーナを迎え入れると決めたのならば、最低限、彼女をこの王宮で守るべき義務を負っていたのは、リヒャルト以外にありえない。

　ですが、とディートリッヒは笑う。

　にこやかに。

　楽しげに。

「ご安心ください、殿下。傷ついたユフィーナの心は、彼女の夫となった人物が、すでに充分に癒してくれておりますので」

「……な、ん、だと？」

　夫？と聞き慣れない単語のように繰り返すリヒャルトに、ディートリッヒは笑みを深める。

「此度の戦で、英雄と呼ばれるまでの働きにより我がザカリスを勝利に導いた騎士、ジークウェル＝ラギ＝ゼーン。先ほど申し上げたユフィーナの侍女であるニナ＝クロイツェル＝ゼーンの兄にして、ユフィーナが心から慕い、愛する男が、彼女の選んだ夫です」

　リヒャルトの青い目が、大きく見開かれる。その驚きは、ユフィーナがジークウェルを愛しているということにか。それとも、彼が王家の人間でもそれに匹敵する権勢を持つ人間でもない、一騎士であるということに対してか。

「彼は――ジークウェルは、騎士見習いの時分を我がオブライエン公爵家で過ごしましてね。ユフィーナとも幼い頃より同じ時を過ごして、お互いに仄ほのかな想いを育んでいたのですよ。今回の戦さえなければ、彼ならば順当な手段で我がザカリスの筆頭騎士となり、ユフィーナを迎えていたのでしょうが……」

　ディートリッヒは、少しだけ困ったように眉を寄せた。

「いかんせん、戦で引き裂かれ、ようやく再会した若い恋人同士のふたりなものですから。少々お恥ずかしい話なのですが、ふたりの結婚を披露する場は随分先の話になってしまいました」

「は……？」

　もはやリヒャルトは、ディートリッヒが何を言っているのかもろくに理解していないようだ。そんな彼にも伝わるよう、ディートリッヒは殊更丁寧にゆっくりと、その目を見て先を続けた。

「――ユフィーナが、懐妊いたしまして。夫のジークウェルなど、もうユフィーナを自分の懐にしまいこんでしまいそうな過保護っぷりを見せておりましてね。妹のニナ嬢に、子どもが生まれるのはまだまだ先なのに、今からそんなに浮かれてどうするのかと盛大に叱られておりますよ」

「子……ども？」

　そこではじめて、リヒャルトの顔が強張った。夫という言葉より、結婚という言葉より、直接その意味を理解できたからか。

　ユフィーナが、すでにほかの男のものになったのだと。その心も体も、すべて。

「ええ。ですから、殿下」

　ディートリッヒは、そろそろとどめを刺してやるか、と鮮やかに笑う。

　ユフィーナと同じように、緑の瞳を楽しげに輝かせて。

「ユフィーナは、二度とここでの辛い出来事や、名ばかりの夫であった殿下のことを思い出して、気に病むことはないでしょう」

〝お飾りの王太子妃〟

　そんなものは、最初から存在していなかった。

　ユフィーナの人生にも、心にも、リヒャルトの入り込む隙間などないどころか、その存在さえすでに忘れ去られている。リヒャルトの後悔もユフィーナへの想いも知らずに、愛する夫に愛されて。

　ユフィーナがそんなことを知る必要はない。

　誰もそれを伝えない。

　リヒャルトがユフィーナに謝罪する機会など与えない。

　〝ジークウェルに愛される幸福を得たユフィーナの、リヒャルトに対する無関心〟――それが、リヒャルトの心を叩き潰すために選んだ、ディートリッヒの最後のカードだ。

　ディートリッヒは、にこやかに告げる。

「なぜなら、彼女を心から愛し、何があろうと守ると誓った夫のジークウェルが、彼女を誰よりも幸せにしてくれているのですから」

　――わかったかい、哀れな王太子殿下。

　どれほど後悔しても、もう遅い。ユフィーナはすでに、おまえの存在になど、なんの関心も持ってはいないのだから。










幸せの形




　王都に戻ると、戦地から帰還するなり行方をくらませてしまった残念な英雄であるジークウェルは、毎日のように王宮や騎士団からの呼び出しを受け、朝から晩まで凱旋関係の仕事に追い回されることとなった。そのことについて覚悟はしていたし、そもそもふたりの婚約は公式発表すらされていない。よって、現在ユフィーナはオブライエン公爵家、ジークウェルはゼーン伯爵家にそれぞれ落ち着いていた。

　窓の外に広がる庭園では、木々がところどころ鮮やかな色に染まって、またひとつ季節が移ろいつつあることを教えてくれる。

　ルードを出奔したのは、初夏の頃だった。すでに懐かしく感じてしまう逃避行を思い出し、口元を綻ばせたユフィーナだったが、すぐに小さくため息をついた。膝の上で開いていた画集のページを、ゆっくりとめくる。

　ユフィーナももちろん、ルードとの後始末のため、王宮に何度か足を運ぶことはあった。だが、面倒な手続きのアレコレに関しては、ディートリッヒとエミーリアがほとんどきれいに片づけてくれていたのだ。そのため、ユフィーナは数枚の書類にサインをするだけで、当座の仕事がなくなってしまった。

（むー……）

　要するに、暇なのである。

　内示があったとはいえ、ジークウェルはまだ正式に国王から新たな領地を下か賜しされたわけではないから、その管理についてするべきこともない。今のユフィーナにできることといったら、せいぜいその土地の歴史や風土、特産品や流通状態について調べておくことだ。しかし、その資料すらディートリッヒによってすべて揃えられていた。そうなると、もう残されているのは結婚を控えた貴族の令嬢らしく、将来の旦那さまであるジークウェルが身につける小物に、ちまちまと刺繍をするくらい。

　それについてだって、ユフィーナは「いくらでも喜んでやらせていただきます！」と言いたいところなのだが、これから新たな爵位を受ける予定のジークウェルの持ち物に、まさかゼーン伯爵家の家紋をあしらうわけにもいかない。だからといって、「暇で仕方がないから、新しい紋章のデザインだけでも先に決めてくれないかしら」なんて空気の読めないことを、現在山のような仕事に忙殺されているジークウェルに言えるはずもなかった。

　そういうわけで、ザカリスの社交界に正式に戻るのはジークウェルとの婚約発表を兼ねて盛大に、という話になっているユフィーナは、このところひとり寂しくやさぐれているのである。

（ニナも、レオンさまのお見合い攻撃で毎日大変そうだし……）

　生家で家族とともに過ごしているニナは、ユフィーナとは逆にとっても忙しくなっているようだ。

　ゼーン伯爵家当主であるレオンハルトは、ニナのお眼鏡に適かないそうな男性を、吟味に吟味を重ねて選抜していると聞く。だが先日送られてきたニナからの手紙によれば、今のところ結婚の条件である、〝彼女との無制限一本勝負をして勝利を収めることのできる剛の者〟は現れていないようだ。……ユフィーナは、親友の理想の高さがちょっぴり心配になっていたりする。

（男性の価値は、腕っ節の強さだけではないと思うのだけど……）

　かといって、ならば何が正しい男性の価値基準なのかなんてことは、初恋の相手とめでたく結婚できることになった幸せ者であるユフィーナには、まるでさっぱりわからない。

　何しろ、ユフィーナがよく知っている若い貴族男性といえば、ふたりの妹至上主義の元に生きている兄と、再会してからはユフィーナを砂糖漬けにしそうな勢いで愛を囁いてくれるジークウェルだけ。さすがに、あのふたりを基準にしてはいろいろと問題があるだろう。……たぶん。

　ぽかぽかと日当たりのいい窓辺でソファに腰かけながら、広げたままの画集を眺めるでもなく、ぼーっとそんなことを考えていたユフィーナは、いつの間にかそのまま眠ってしまっていたらしい。ふわりと体が浮き上がるような感覚と、心地いい体温にぼんやりと瞬く。

「起こしたか？」

　少し、困ったような声。

「……ジーク……？」

「ああ。……久しぶり」

　そんな言葉とともに、ちゅ、と唇を啄ついばまれて、ようやくユフィーナはこれが夢ではないのだと知る。何度か瞬いて、自分を抱いたままソファに腰を下ろしたジークウェルを見上げる。

「え……？　どうして？」

　まだまだ王宮や騎士団関係の仕事に追われているはずの彼が、なぜここにいるのだろう。目を丸くしたユフィーナに、ジークウェルはあっさりと応じた。

「そろそろ禁断症状が出そうだったから、ちょっと顔を見にきた」

「禁断……？」

「ああ。……会いたかった。ユフィ」

　前回ジークウェルが会いにきてくれたのは、三日前の晩だ。たった三日で何を、なんて言えるはずもないユフィーナは、顔中のあちこちに口づけてくるジークウェルの首に腕を絡める。婚約者の甘ったるい愛情表現に、うっとりと目を伏せた。

「ジーク……」

「ん……？」

　手伝えることがなくてごめんなさい、とか。

　自分ばかり何もすることがないのが辛い、とか。

　そんなことを言っても、ジークウェルを困らせるだけだとわかっている。

　だから、そんなことは言わないけれど。

「無理は……しないで？」

　ジークウェルが今、とても疲れていることだけはわかる。そう言うと、額の辺りに触れていたジークウェルが、小さく笑った。

「ジーク？」

「……いや。実は、今日ここに来られたのは、王太子殿下がそうしろとおっしゃったからなんだ」

「え？」

　目を丸くしたユフィーナに、ジークウェルが語ったところによると――なんでもユフィーナにとって義理の兄に当たるこの国の王太子は、いずれ義理の弟となるジークウェルに、先ほどそれはそれはもう真剣な顔で『ディートリッヒとエミーリアを怒らせたくなかったら、ユフィーナに寂しい思いをさせるな』と忠告してくださったのだという。

（お兄さま……お姉さま……）

　王太子殿下にまでそんなことを言わせてしまうだなんて、とユフィーナは頭を抱えたくなった。とはいえ、そんな呑気なことを言える程度には、王宮のほうも落ち着いてきたということなのだろう。

「……寂しかったか？」

（う……っ）

　ここで、何やら期待と色気をダダ漏らしているようなジークウェルに、「暇で暇で仕方がなかったわ」と本音を口にするのは、さすがにマナー違反というものだろう。よって、ユフィーナは黙ってジークウェルに抱きつく腕に力を込めた。

「ユフィ……」

（うう……っ。何かしら、このちくちくと胸が痛む感じは……！）

　もちろん、ジークウェルと会えないのは寂しかったし、こうして会いにきてくれたのだって、とても嬉しい。けれど正直に言ってしまうと、この頃、暇なせいかやたらと眠たくて、気がついたら先ほどのように寝入ってしまっているものだから、あんまり切実な問題とは思っていなかったのだ。

　だがそれも、ジークウェルが会おうと思えばいつでも会える、安全な場所にいてくれることがわかっているからなのだろう。

　本当に平和って素晴らしい、としみじみ感じ入ったユフィーナは、ジークウェルの熱い吐息が耳元に触れ、次いで背中を滑る指の感触に肩を震わせた。眠気に濁っていた感覚に、ふわりと甘い痺れが滲む。

　今更、まだ昼間なのに、なんてことを言うつもりはないけれど、どうして最近はこんなに眠くて仕方がないんだろう――と不思議に思ったところで、突然思い至った事実に「あら？」と間の抜けた声をこぼしてしまった。

「ユフィ？」

　訝しげな視線を向けてくるジークウェルの顔を見返しながら、ユフィーナは少々呆然としながら口を開いた。

「ジーク……」

「ん？」

「わたし……きていないわ」

「何がだ？」

　不思議そうな顔をするジークウェルに、ユフィーナは「だから」と言葉を続けた。

「こっちに帰ってきてから、ずっと……その、きていないの」

　ジークウェルの手が、びしっと固まった。

　ユフィーナが湖畔の別邸からこちらに移ったのは、もう二ヵ月以上前のことだ。つまり、それがどういうことかというと。

「わ……わたし、割と定期的にくるほうなのだけど。だから、あの……」

「ユフィ」

　ジークウェルの硬い声に言葉を遮さえぎられたかと思うと、再び立ち上がった彼に問答無用で寝室まで運ばれた。そのまま、まるで壊れものを扱うかのような慎重な手つきでベッドに座らされる。

「ジーク？」

「医者」

　ジークウェルは、ひどくぎくしゃくとした動きで、あっという間に出ていってしまう。ユフィーナはひとり寝室に取り残された。戦場では、どんなときでも冷静沈着だったというジークウェルがあれほど動揺したところなど、もしかしたら誰も見たことがないんじゃないだろうか。……なんて、呑気なことを考えている場合ではない。

　見た目には以前と何も変わっている様子がない腹部に、そっと手を当てる。

（もう……ひとりじゃ、ないのかしら……？）

　まだ、わからない。

　それでも、どうしてだろう。

　こんなにも――泣きたいほどに、幸せな気持ちになってしまうのは。

（……ジーク）

　本当に、ジークウェルには幸せをもらってばかりだ。こんなにもたくさんの幸せをくれる彼に、自分も少しは何かを返すことができているのだろうか。ユフィーナがジークウェルにあげられるものなんて、〝大好き〟という気持ちくらい。だけどもし本当に、彼の命を受け継ぐ存在を授かることができていたなら――。

（……無理！　そんなの幸せすぎて想像力の限界を超えているから、やっぱり想像することなんてできませんー！）

　ばしばしばし、ときれいに整えられたベッドの敷布を闇雲に叩いていると、当然ながら、掌がとっても痛かった。ここまで想像力が欠如しているとは、もしかしたら自分は本当に気の毒な人なのかもしれない。しばし遠くを見てしまったユフィーナだったが、ふと戸棚の中に置いてある宝石箱に目が留まった。

　立ち上がり、そっとその蓋を開ける。ユフィーナは、ベルベットの内箱の中に収められていたシンプルな白いレースのリボンを取り出すと、自然と口元が綻ぶのを感じた。

（ジークは……覚えているかしら？）

　三年前、彼がオブライエン公爵家を出る直前に、はじめて贈ってくれたユフィーナの宝物。

　それまでずっと、護衛役として常に一歩引いた距離感を保っていた彼が、『もうすぐ、お別れですから』と言いながら、約束と一緒にくれた幸せの形。

　……いつか。いつか、夢見ていたような未来で、ジークウェルとの子どもたちと語らう日がきたなら、自慢してやろう。

　わたしは、あなた方の父さまと出会ってから、ずっと幸せだったと。

　あなた方も、こんなふうに幸せにしてくれる誰かを見つけられるといいわね、と。

　そして、どんな形でもいいから――わたしよりも、幸せになりなさい、と。

（むぅ……。我ながら、なんという無茶な願望を、自分の子どもに押しつけようとしているのかしら？）

　これ以上ないほど幸せな自分よりも、幸せになりなさい、なんて。

　それでも、本当にそう思ってしまうから。誰よりも、幸せに。

　もしかしたら、こんなふうに願えることが〝本当の幸せ〟というものなのだろうかと思いながら、ユフィーナは下ろしたままだった髪に、ふんわりとリボンを結んだ。










笑顔




「お兄さま！　おかえりなさい！」

「ただいま、ユフィ」

　その日、領地の視察から戻ったディートリッヒは、屋敷の扉をくぐるなり、駆け寄ってきたユフィーナに抱きつかれた。可愛い妹の熱烈歓迎を受け、へらりと相好を崩す。数ヵ月前、彼にけちょんけちょんにされたルードの人々が見たら「どちらさまですか」と言われそうなほど、だらしなく緩みきった表情である。

　自分のテリトリー内では、常に兄バカまっしぐらのディートリッヒは、続けて聞こえてきた騒々しい声に、一体なんだと顔を上げた。

「ユフィー！　走るな飛びつくな、コケたらどうする!?」

「ジーク兄さま……。今からそんなことをおっしゃっていたら、ハゲますわよ。ユフィさまだって、少しは運動をしたほうがいいのですから」

（――何？）

　まさか、と腕の中のユフィーナを見下ろすと、それはそれは輝くような笑顔を浮かべる。

「はい、お兄さま！　聞いてください！　わたし、赤ちゃんができたんです！」

　咄嗟に言葉を失ったディートリッヒである。

　あのとき、リヒャルトの芽生えはじめたばかりの恋心を徹底的に粉砕するために『ユフィーナが懐妊した』と言ったのは、これだけ仲睦まじいふたりなら遅かれ早かれそうなるだろうと思ったからだ。しかし、まさかこれほど早くその言葉が現実になるとは――。

　まさに、嘘から出た誠。瓢ひょう箪たんから駒。鬼畜発言から出た幸福な結末。

（……なんだか、微妙だな）

　しかし、ユフィーナは笑っている。本当に、幸せそうに。

　それがすべてだ。

「ユフィ！」

　すっ飛んできたジークウェルが、問答無用でユフィーナを抱き上げる。落ち着かなく、壊れものを扱うように大切そうに抱き締めながら、彼は不安げな情けない顔をしてディートリッヒを見る。

「……おめでとう、ふたりとも」

　それが英雄と呼ばれた男のする顔か、と吹き出しそうになるのを堪えながら祝いの言葉を告げる。すると、「もう、下ろしてちょうだい！」「あああ暴れるなー！」とやり合っていたふたりが、同時にディートリッヒを振り返った。そして、揃ってこぼれるような笑みを浮かべる。

「ありがとう、ディー」

「ありがとう、お兄さま！」

　それは、幸せの物語。騎士と姫君が恋をして、苦難を越えて愛し合い、手を取り合って生きていく。奇跡のような、けれどきっと、誰にでも手にすることのできる幸福な夢。

　人はいつだって、大切な誰かの笑顔を想うだけで、幸せになることができるのだから。
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子どもを育てるのは大人のお仕事です




　ある日の午後、ユフィーナはジークウェルとともに、街へ買い物に出かけた。特に欲しいものがあったわけではないのだが、忙しい彼とふたりきりで外出できるのは久しぶりだ。

　半年前に、ユフィーナは可愛い双子の男の子を出産した。目に入れても痛くないほど愛しい我が子たち。普段はそれぞれのために雇った乳母に面倒を見てもらっているが、顔を見にいくたび成長していく姿が、本当に愛しいと思う。

　そしてユフィーナは、子どもたちの母であるのと同時に、ジークウェルの妻でもあった。ルードからの帰還から婚約・結婚・出産のタイミングがあまりにも早すぎることに、周囲から「あらあら、まぁまぁ」という目で見られたこともあったけれど、その辺りもすっかり落ち着いている。

　先日作ったばかりのドレスは、淡い緑色。華やかすぎないシンプルなデザインながら、美しい刺繍を施されたお気に入りの一着だ。その上にレース編みのボレロを羽織り、つばの広い帽子を被った。

　そんな彼女をエスコートするのは、どれだけともに過ごす時間が増えても、まったく魅力が衰えることのない旦那さまだ。まだまだ新婚気分の抜けないユフィーナが浮かれるのも、至極当然だと思う。

「ユフィ。足元、段差があるから気を付けて」

「ありがとう、ジーク」

　甘い声、優しい笑顔。

　こうしてなんの目的もなく、ただ一緒にのんびりと過ごせる時間があることが、本当に幸せだ。ユフィーナに合わせてゆっくりと歩くジークウェルと目が合うと、柔らかな微笑を返してくれるのが嬉しい。

　――ジークウェル＝ラギ＝ラインフェルト侯爵。

　それが、今の彼の名前である。クレイドルとの戦における功績により、ジークウェルは新たな爵位と広大な領地を与えられた。

　また、同時にシルヴァ騎士団の騎士団長にも任ぜられたため、現在のジークウェルは非常に多忙だった。

「……あぁそうだ、ユフィ。今度から、うちの領地関連の報告書類に関しては、おまえのサインだけで決済してもらえるようになったから」

「本当？　ジーク。嬉しいわ。本当のことを言うと、騎士団の詰め所まであなたのサインをもらいに行くの、少し大変だったのよ」

　実際のところ、領地の管理をしているのはユフィーナだ。もちろん、ジークウェルも少しずつ領地経営について学んではいる。しかし、戦でぼろぼろになった騎士団を立て直すのは、彼が国王から直接命じられた最優先事項だ。今は、そちらに全力を注いで取り組んでいる。

　いくら多額の賠償金を得られても、失われた人々の命が戻ってくることはない。今後、自国の安寧を揺るぎないものにするために、若手の騎士たちを一人前の戦力に育て上げるのは、とても大切な仕事である。

　そのため、今のジークウェルには、領地経営に振り向ける時間はあまりなかった。ユフィーナ自身のサインで領地経営に関する報告書を王宮に提出できるようになったのは、とてもありがたい。

（まぁ……最初のうちは、堂々とジークの顔を見に騎士団の詰め所へ行けることを、役得だと思っていたのよね）

　本音を言うなら、ユフィーナは毎日でもジークウェルが騎士団長として働いている姿を見に行きたい。何しろ、凛々しい騎士服姿の彼は、どれほど眺めても飽きることがないくらい素敵なのだ。若手の騎士に剣の稽古をつけているときは、いつもより大人っぽく見えてどきどきする。力量のある手練れの騎士と手合わせをしているときなど、瞬きをするのが惜しいくらいに格好がいい。

　そうやってジークウェルに見惚れてうっとりしているときのユフィーナは、完全に恋する乙女モードになる。領地経営に関するさまざまな問題など、きれいに意識の外になってしまうのだ。結果的に、ユフィーナが騎士団のほうへジークウェルのサインをもらいにいくと、想定以上の時間がかかりすぎるという、大変な悪循環となる。そのため、ユフィーナは断腸の思いで騎士団訪問の機会を減らすようにしたのだが――とりあえず、禁断症状が出てはまずいので、ときどき差し入れを持っていくのは自分に許してあげようと思う。

　ジークウェルが真顔でうなずきながら言う。

「ニナが嫁に行ったら、さすがに付きっきりでおまえの護衛を頼むわけにもいかないからな。むさ苦しい連中だらけのうちの詰め所に、おまえが来なくて済むようになってよかった」

「むさ苦しいって……」

　自分の部下たちに対して、あんまりな言いようだ。だが、男所帯の騎士団が、客観的に見てそう言われても仕方のない場所であるというのは、ユフィーナも認めざるをえない。

　小さく苦笑し、ユフィーナはジークウェルを見た。

「それにしても、ニナがファーレンハイト伯爵家のフリッツさまと婚約すると言うとは思わなかったわ。文官としてとても有能な方だと、お兄さまから聞いているけれど……その、ニナと夫婦喧嘩をしようものなら、間違いなくニナが勝ててしまう方でしょう？」

　ユフィーナの親友は、もともと『私と一対一の勝負をして勝てる方でなければ、男性とは認められません』という、大変高すぎる理想を掲げていたのである。

　幼い頃から、名門武門貴族であるゼーン伯爵家で、徹底した訓練を受けてきたニナは、そんじょそこらの男ではとても太刀打ちできない実力の持ち主だ。そのため、ジークウェルの兄である現ゼーン伯爵レオンハルトは、妹の嫁ぎ先を選ぶのに大変難儀していた。

　しかし、最終的にニナが選んだのは、荒事とはまったく無縁の王宮勤めの文官。それを聞いたとき、ユフィーナは心底驚いたものだ。

「ニナにいくら聞いても、どうしてあの方を選んだのか、全然教えてくれないのだもの。つまらないわ」

　唇を尖らせて言うユフィーナに、ジークウェルが笑って応じる。

「あぁ。たぶん、自分でも上手く説明できないんだろう」

「どういうこと？」

　ユフィーナは、首を傾げた。楽しげに目を細め、ジークウェルが笑みを深める。

「あいつは、子どもの頃からオレやレオンを見ていたからな。オレたちの『強さ』は、わかりやすいものだろう？　目の前の相手を叩きのめしたほうが勝ち。だが――男の強さは、それだけじゃない。そのことをニナに教えたのが、あの優男だったんだ」

　レオンというのは、レオンハルトの愛称だ。

　優男、とユフィーナは呟く。

　今まで、ニナの婚約者が文官だったことに驚くばかりで、あまりその容姿について深く考えたことはなかった。しかし、改めて言われてみれば、ファーレンハイト伯爵家の長男殿は、少し垂れ目がちの優しげな、甘く整った顔立ちをしていたように思う。

「……ニナったら、実は面食いだったのかしら？」

　思わず言うと、ジークウェルがふはっと噴き出す。

「それは、どうだかわからないが……。なぁ、ユフィ。おまえの言う通り、ニナとフリッツ殿が勝負をすれば、まず間違いなくニナが勝つだろう。それこそ、ニナがうっかり手加減をし損なえば、フリッツ殿の命はない」

　その通りだと思ったので、ユフィーナは素直にうなずく。

「いやというほどその事実を理解した上で、自分の命の危険も顧みず、何度ニナに拒絶されても口説き続けたフリッツ殿の根性は、ものすごく立派なものだと思わないか？」

「思うわ」

　即答したユフィーナに、ジークウェルは言った。

「あれだけの根性がある男なら、きっとニナとも上手くやっていけるんじゃないかな」

「あら。ジークが認めたのは、フリッツさまの根性だけなの？」

　ジークウェルが、たったひとりの妹であるニナをとても可愛がっていることは知っている。彼にとって、妹を託してもいいと思える相手に求める条件は、そう甘いものではないはずだ。

　案の定、ジークウェルは真顔で答える。

「根性だけ、といえば、たしかにその通りなんだが……」

　一度言葉を切り、彼はゆっくりと続ける。

「貴族の男の口説き文句なんて、右から左へ聞き流すのが当たり前だった、あのニナが――だぞ？　真っ赤になって『もう、勘弁してください』と懇願するほど、バリエーション豊かな口説き文句を延々と繰り出し続けられるというのは、普通にすごいと思うんだ」

「……ええ、そうね」

　ニナはユフィーナの知る限り、最も戦闘技能に優れた少女である。そんな彼女も、根性の据わった男性による怒涛の言葉責めには、さすがに耐えられなかったようだ。

　大抵のことなら包み隠さず教えてくれた親友が、この件については黙秘権を行使し続けていた理由もわかった。いくらなんでも、これはちょっぴり恥ずかしい。

（それにしても……）

　ふと、ユフィーナは思う。

　かつてニナが自分付きのメイドとしてそばにいてくれたのは、ユフィーナが一応『王太子妃』という地位にあったからだ。

　しかし、今のユフィーナの肩書は侯爵夫人。いずれ伯爵夫人となるニナが、これまでのようにユフィーナを第一に考えてくれることは、もうなくなるだろう。

　幼馴染の親友で、ほかの誰より一緒に過ごした時間の長いニナは、ユフィーナにとって心から信頼できる存在だ。ニナが望んだ相手と結ばれることは、本当に喜ばしい。けれど同時に、少し寂しくて不安になる。

　ジークウェルはとても頼りになる旦那さまだが、騎士団長という重い責任のある仕事の関係で、そばにいられないことも多い。何より、やはり気心の知れた女同士の気安さというのは、何にも代えがたいものなのだ。

　現在、侯爵家で雇っているメイドたちは、みな身元のしっかりとした信頼できる者ばかりである。もちろん、それぞれの能力も申し分ない。

　ただ――さすがに彼女たちに、ニナほどの有能さを求めるのは酷だろう。普通のメイドは、ナイフや投げ縄で不審人物を仕留めたり、にっこり笑いながら相手の関節を外して尋問したりするスキルは、持っていないものだ。

　ニナがそばにいてくれれば、どんな屈強な護衛がついているより安心だった。だが、今後領地の視察へ赴く際には、新たに護衛を雇い入れなければならなくなる。

　ゼーン伯爵家に頼んで、適当な人員を回してもらうのは簡単だ。しかし、すでに一家の主となったジークウェルが、いつまでも実家に頼るのもあまり外聞のいいものではない。

　そんなことを考えたユフィーナが、ジークウェルに相談しようと口を開きかけたときだった。

「……っいい加減にしろ、この意地っ張り娘！　旦那さまには、おれも一緒に直談判してやるっつってんだろ!?」

「気持ちはありがたいが、ライリー。私はすでに、あの屋敷から解雇された身だ。これ以上、あなたに迷惑をかけるわけにはいかない」

　すぐそばの路地から、若い男女の言い合う声が聞こえてきた。見れば、いかにも敏びん捷しょうそうな引き締まった体躯の青年と、大きな手提げ鞄を携えた小柄な少女が向かい合っている。ユフィーナは、違和感を覚えて首を傾げた。少女の落ち着いたアルトの声は、耳に心地いい響きをしているのだが――随分と、男性らしいしゃべり方をする少女である。

「大体、おまえは何も悪くないのに、なんであっさり首にされたりしてんだよ、クラリッサ！　いつものキラめく悪知恵の働かせっぷりは、どこ行った!?」

「そう言われてもな……。旦那さまが、親友だというあの阿呆のことを信頼している以上、しょせん使用人でしかないこちらが何を言ったところで無駄だろう。私は、無駄な努力は好かないんだ」

　青年は何やら懸命に少女を説得しようと試みているようだが、少女は少し困ったような様子で首を傾げるばかり。

　察するに、少女のほうが理不尽な理由で職場を解雇されてしまい、青年のほうがどうにかそれを撤回できないものか尽力している、という状況のようだ。

　青年が、ぐっと詰まったように口を引き結ぶ。少女はそんな彼にやんわりと言った。

「それに、私が何も悪いことをしていないというのは、少々事実と違っているので訂正させてもらおう。私はあの阿呆の身体機能の一部を、一時的に使用できなくさせている。こちらがまったくの無傷だったことを考えれば、過剰防衛と言われても仕方がないところだと思う」

　なんだか、少女が物騒なことを言い出す。

　若干顔色を青くした青年が、おそるおそる少女に問う。

「え……何？　おまえ、あのエロ貴族のお坊ちゃまに何したの……？」

「顎に一発入れて脳を揺らしてやったあと、全力で股間を蹴りあげた。そうしたら、何やら脇腹を押さえてうずくまってしまったんだが……。なぁ、ライリー。金的を潰された男というのは、脇腹が痛むものなのか？」

　素朴な疑問を向けた少女に、ますます顔色を悪くした青年が勢いよく首を横に振る。心なしか、内股になっているようだ。

「いいいいいいや！　知らん！　知らんが、頼むからおれで試そうとかしてくるんじゃねーぞ!?」

「失礼な。私は、自分を気にかけてくれている相手の股間を、全力で蹴りあげる趣味はない」

　少女はあくまでも真顔だが、青年は涙目になって両手で耳を押さえている。それから、どうやら気を取り直したらしい青年が、再び懸命に少女に話しかけた。

「と、とにかくだ。あの置き時計を壊したのはおまえじゃないってことだって、旦那さまも少し冷静になればわかってくださるはずだ」

「だろうな。あの時計が置いてあったのは、私の身長では手が届かない高さの棚の上だ。そもそも、あんなに重たいものをひとりで動かすなど、このか弱い私の腕力では無理なことくらい、すぐにわかりそうなものだが」

「か弱い……？」

　青年が首を傾げる。なんだか、ものすごく納得できない様子だ。ユフィーナは、ふむ、とうなずいた。

「ねぇ、ジーク。わたし、あの女の子と少しお話をしてみたいわ」

「それじゃあオレは、あの坊主から詳しい事情を聞いてみるとするか」

　話が早くて、実に助かる。ユフィーナはにこりと笑うと、ジークウェルとともに路地へ向かって足を進めた。

　あからさまに貴族階級の出で立ちをしたふたりが近づいていったことで、少女と青年はぎょっとしたらしい。顔を強張らせた青年が、咄嗟に少女を庇うようにして前に出る。

（あら、立派な心掛け）

　感心したユフィーナに、青年が低く押し殺した声で問う。

「……おれたちに、何かご用でしょうか？」

　年の頃は、十七、八歳といったところだろうか。少しクセのある栗毛に、若干目尻の下がった水色の瞳が温和な印象の青年である。幼さゆえの頼りなさはすでにないが、一人前というにはまだ青い。

　ユフィーナは、できるだけ穏やかな声で彼に言った。

「ごきげんよう……は、堅苦しいですわね。――ハァイ、青年。あなたは、そちらのキュートなレディの騎士さまかしら？」

「………………はいぃ？」

　青年の目が、まん丸になる。その様子を見たジークウェルが、くくっと笑う。

「あぁ、そこのきみ。オレたちは怪しい者じゃないが、きみたちが初対面の貴族を警戒する気持ちは理解できる。ただ、オレの妻がそちらのお嬢さんと話をしてみたいらしくてね。少し、時間をもらうわけにはいかないだろうか？」

「え……いや、それは……」

　狼狽したように口ごもった青年の背後から、少女がひょいと顔を出す。

「ちょ、おまえ……！」

「ライリー。こちらの方々がご用があるのは、私らしい。どうせ、今は暇な身だしな。おふたりと少しお話をさせていただくくらい、何も問題はない」

　改めて見てみれば、淡いアッシュブロンドにラベンダー色の瞳の、大層可愛らしい少女である。年は、青年と同じくらいだろう。

　シンプルな紺色のワンピースに、生成りの肩掛けという地味な出で立ちをしているのが惜しいほどだ。華やかなドレスを着せて宝石で飾れば、きっと目を瞠るような美しさになるに違いない。

　それにしても、この顔は以前にどこかで見た気がする。ユフィーナは内心首を捻った。

（最近……では、ないわね。昔、どこかで会ったかしら？）

　ジークウェルが、ふたりに問いかける。

「ところで、先ほどからきみたちの話が少々聞こえていたんだが……。きみは、不埒な真似を仕掛けてきた貴族を拒否したせいで、働いていた屋敷を追い出された――ということでいいのかな？」

「端的に言うなら、そうですね。まぁ、よくあることです」

　なんとも達観した意見だが、年若いメイドがなんの伝手もない状態で貴族の屋敷を解雇されては、再就職にも困るはずだ。

（……あら？）

　そう思ったところで、ユフィーナはふと瞬きをした。

　この少女のアッシュブロンドとラベンダー色の瞳、そして愛らしい顔立ちを、どこかで見た気がしていたが――。

「あの、あなた……クラリッサさんとおっしゃったかしら。ひょっとして、バルシュミーデ子爵夫人に縁の方ですか？」

　まだクレイドルとの戦がはじまる前のことだが、ユフィーナは件の子爵家の奥方と挨拶をしたことがある。儚げで、どこか浮世離れした雰囲気を持つ女性だった。その子爵夫人と、今目の前にいるやたらと男前な少女は、まとう雰囲気こそまるで違う。だが、髪と目の色といい、どこか幼い印象の愛らしい顔立ちといい、とても他人とは思えないほどよく似ている。

　少女は、あっさりとうなずいた。

「はい。私は、クラリッサ＝バルシュミーデと申します。ただ、父の行きすぎた道楽が祟り、両親は今年の春に離縁しておりますので、母はすでに子爵夫人ではありません」

　つまり、このメイド少女は立派な貴族の一員ということだ。ユフィーナは首を傾げた。

「道楽、とは一体どんな……？」

「古代遺跡の発掘です」

「なんですって？」

　瞬きをしたユフィーナに、少女は少し困った顔で言う。

「なんでも、父は若い頃からそういったものに大変興味があったようなのです。それで爵位を継ぐなり、祖父から受け継いだなけなしの資産を、すべてそういった事業につぎ込んだらしく……。私が物心ついた頃には、すでに子爵家の台所は火の車でした」

「それは……大変でしたわね。子爵家には、あなたのほかにお子さまはいらっしゃいませんの？」

　こうして少し話をしただけでも、この少女が弱々しさとは無縁の人物だというのはわかる。大変、ユフィーナの好みのタイプだ。できることなら、ぜひともお友達になっていただきたい。

　少女は、ますます困った顔になって答えた。

「残念ながら、我が家の子どもは私ひとりです。子爵家の立て直しを考えるなら、どなたか羽振りのいい殿方に婿に入っていただくのが、一番いい方法なのでしょうが……」

　そこで言葉を濁した少女の代わりに、それまで黙っていた青年が口を開く。

「バルシュミーデの旦那さまは、クレイドルとの戦が終わるなり、クラリッサが隠していたわずかな貯金をすべて抱えて、遺跡の発掘に飛んでいってしまわれたのです。当主のいない状態では、クラリッサの縁談を進めることも叶いませんし……そもそも、今のバルシュミーデ子爵家は、ほかの貴族家との繋がりも薄い。いくらクラリッサと結婚すれば爵位が手に入るといっても、ちょっと気の利いた商人ならば、彼女との結婚にさほどメリットがないことに気づくでしょう」

（まぁ……）

　八方ふさがりとは、このような状況を言うのだろうか。

　とりあえずユフィーナは、バルシュミーデ子爵と会うことがあったなら、一度思い切り殴ってやりたいと思った。

　ぐっと拳を握りしめるユフィーナを横目に、ジークウェルが青年に問いかける。

「きみは？　彼女とは、どういう関係なのかな？」

「おれの母が、クラリッサの乳母だったんです。いわゆる、乳兄妹というやつですね。奥方さまがいらした頃から、クラリッサはおれが厩うまや番ばんをしているお屋敷で、メイドとして働いていました。もちろん、子爵家の令嬢ということは隠してですが……旦那さまが持っていってしまわれた貯金も、そうして彼女が得たものだったんです」

　悔しげな青年の言葉を聞いて、ジークウェルがすっと目を細める。ユフィーナは、バルシュミーデ子爵に会ったときには、ピンヒールで足の甲を踏みにじってやろうと決意した。

　少女が、しょんぼりと肩を落とす。

「まさか父が、あれだけのトラップをクリアしていくとは思いませんでした。我が父ながら、実にあっぱれだと思います」

「クラリッサ。そうじゃない」

　半目になった青年が論点のズレを指摘するが、つくづく頑丈な精神構造をした少女である。実に好みだ。

　ユフィーナは少し考え、少女に声をかけた。

「あの、クラリッサさん。もしよろしければ、なのですが……これからあなたに、我が家で働いていただくわけには参りませんか？」

　え、と目を瞠った少女に、ユフィーナはほほえむ。

「申し遅れました。わたしは、ユフィーナ＝ミラ＝ラインフェルト。こちらは夫の、ジークウェル＝ラギ＝ラインフェルトです。あなたの雇用については――そうですわね。今までの二倍のお給金と一人部屋の提供、それから週に一度のお休みという条件ではいかがでしょう？」

「………………え？」

　少女と青年の声が、重なった。さすがは乳兄妹、見事な息の合いようである。

　揃って目を丸くしたまま固まったふたりに、ジークウェルが言う。

「屋敷の内向きのことに関しては、妻にすべて一任している。そちらが妻の提示した条件で構わないというなら、オレは口出しをするつもりはない」

　はく、と口を開閉させた青年が、掠れた声でジークウェルに問う。

「ラインフェルト侯爵閣下……で、いらっしゃいますか？　あの、先の戦で『救国の英雄』と呼ばれた……？」

　ジークウェルの顔は知らなくとも、さすがにその名前は知っていたらしい。青年の頬が、興奮に赤く染まっていく。実にほほえましい反応である。

　一方、少女は素早く状況を把握するなり、キリッと表情を引き締めた。

「ラインフェルト侯爵閣下。奥方さま。おふたりのお申し出、心から嬉しく思います。そのお話、ぜひお受けさせてくださいませ。ただ――大変厚かましいことをというのは重々承知の上で、お願いいたします。こちらのライリー＝シャルンホルストも、侯爵家のお屋敷で雇っていただくわけには参りませんでしょうか？」

「はあぁああああー!?　ちょ、おまえ、いきなり何言ってんの!?」

　青年が、声をひっくり返す。困惑しきりの乳兄妹に、少女はひどく真摯な眼差しで告げる。

「私は、あなたが心配だ。ライリー。あの屋敷は、あなたにとってあまりに危険すぎる。しかもあなたは、その危険をまったく理解していない」

「……はぁ？　おまえ、マジで何言ってんの？」

　心底理解不能といった顔で、青年が言う。少女はそんな彼をじっと見たあと、おもむろに口を開いた。

「あなたは知らないのだろうが――旦那さまは女性に対し、性的な興味を持たれない方なんだ」

「……へ？」

　少女は、厳かにうなずいた。

「あの方は、男性のほうがお得意な方なんだ。特に、あなたのように優しげな顔立ちをした、年下の純朴な青年がお好みらしい。……今までは、旦那さまがあなたに『個人的な用事』を言いつけようとするたび、私がさりげなくフォローをしていた。だが、これからはそうはいかなくなる」

　まっすぐに青年を見上げ、少女は問う。

「ひとつ聞きたいが、ライリー。あなたは、旦那さまの愛人として、あの屋敷での地位を確固たるものにしたいのか？　そういうことならば、私は心おきなくあなたのそばから去ることができ――」

「そんなわけがっ、あるかあああぁあああああーっっ!!」

　青年が、食い気味に絶叫した。顔面蒼白になった彼は、全身に鳥肌を立てているのだろうか。自分で自分の体を、ひしと抱きしめている。

「じょじょじょ、冗談じゃねーぞ、クラリッサ!?　おまえ、そりゃ、おまえの勘違いとか、思い違いとかじゃ……！」

「ライリー。希望的観測で、ものを言うのはよくない。私が今まで、あなたに嘘を言ったことがあったか？」

「ないな！　知ってた！」

　だろう、と少女がうなずく。

「私は、なんの証拠もなく他人の性的指向について語ったりはしない。重ねて言うなら、それが本人同士の合意に基づくものであれば、どこのどなたが恋人関係を結ぼうが好きにすればいいと思う。だが――あなたは、私の大切な乳兄妹だ。そのあなたが雇用関係を盾に望まない関係を強いられるのは、さすがに看過しがたい」

「ちょっと待って、お願い待って。おれは今、想定外にもほどがある現実と恐怖を受け止めるだけで、精一杯なんです。これから一体、どうしたらいいの」

　涙目になって、雨に打たれた仔犬のようにぷるぷると震える青年に、少女はびしっと地面を指さし、言った。

「このチャンスを、逃すな。地面に這いつくばってでも、おふたりの慈悲を請え。『救国の英雄』であるラインフェルト侯爵閣下のお屋敷で働く使用人に、無体を働ける者などそうはいないはずだ」

「……っ！」

　大きく目を見開いた青年が、ふらりと一歩を踏み出そうとする。しかし、彼が地面に膝をつくより前に、ジークウェルが片手を上げた。

「それには及ばない。ライリー＝シャルンホルスト、と言ったな。今後、オレの下で働くつもりはあるか？」

「侯爵閣下……！」

　跪きかけていた青年が、ぶわぁ、と目を潤ませる。

「おれ……おれ……っ、この御恩は、一生忘れません！」

「……いや。気にするな」

　珍しくジークウェルが、若干引き気味になっていた。

　とにかく、善は急げという。ユフィーナは、よしとうなずいた。クラリッサは、すでに荷物をまとめた鞄を持っている。ライリーには、今の職場に退職届を出してから、屋敷に来てもらえばいいだろう。そう言うと、勢いよく一礼したライリーが、そのまま踵を返して走り出す。

（まぁ……随分とお速いこと）

　あっという間に見えなくなった背中を見て、ユフィーナは感心した。と、隣のジークウェルが、何やら満足そうな顔をしているのに気がつく。

「ジーク。どうかしたの？」

「ああ。あの筋肉のつき方だと、かなり動けそうだとは思っていたんだが……これは、想像以上に鍛えがいがありそうだ」

　その言いように、ユフィーナは軽く目を瞠った。

「まさか、ジークはライリーさんのことを、わたしの護衛として鍛えるつもりなの？」

　ジークウェルは、にやりと笑う。

「それは、あいつ次第だけどな。ゼーンのじいさんが最近暇だから、イキのいい若いのを鍛えてみたい、って言ってたんだ」

「まぁ……」

　ジークウェルの祖父は、若い頃からさまざまな武勇伝に事欠かない人物である。すでに現役を退いているとはいえ、その実力は折り紙付きだ。もしライリーが、この話を受けてくれたなら――。

（……今の彼なら、自衛の技術を身に着けるためにも、喜んで受けてくれる気がするわ）

　自分たちとライリー、双方にとって非常にいい結果になりそうな気がする。そうなってくれるといい、と思いながら、ユフィーナはうなずいた。
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　馬車に乗って屋敷に戻ると、ユフィーナはクラリッサを応接間に招いた。彼女には、いろいろと聞いてみたいことがあるのだ。

　若い女性好みのお茶を執事に頼み、それが届いたところで話をはじめる。

「ねぇ、クラリッサさん。こうして少しお話をしただけでも、あなたはとても聡明な方だと感じます。あなたのお父さまが出奔されるまで、どのような教育を受けていらしたのですか？」

　少し考え、クラリッサはひとつひとつ思い出すようにしながら言う。

「正直に申し上げますと、私は貴族の女子に必要な教育をほとんど受けておりません。その代わりと言ってはなんですが、父が招いた歴史学者や言語学者、それに地学者や天文学者たちから、いろいろと学んでおります」

　ユフィーナは、ジークウェルと顔を見合わせた。軽く片手を上げたジークウェルが、クラリッサに問う。

「クラリッサ嬢。それは、随分と多岐に渡ったもののようだが――一体、どの程度の教育だったのだろうか？」

　クラリッサは、再び考えるようにしたあと口を開いた。

「はい。とりあえず、この国の古文書は概ね問題なく読めると思います。また、フェリア語とルクス語、それからヤーン語でしたら、日常会話程度は問題ありません」

　それはまた、随分と立派なスキルである。ユフィーナは感心した。確認のためにそれぞれの言語で話しかけてみても、たしかにきれいな発音で答えが返ってくる。同時に、普段の彼女の話し方がやけに男性めいたものである理由もわかった。それほど男性ばかりに囲まれた環境で育てば、自然とそうなってしまっても仕方あるまい。

「クラリッサさん。天文学者の方からも教えをいただいていたということは、算術も得意でいらっしゃいますか？」

　困ったように眉を下げたクラリッサが答える。

「比較対象がないので、得意かどうかというのは少々わかりかねるのですが……。少なくとも、今までメイド頭から外へお使いを頼まれた際に、お釣りが合わずに叱られたことはありません」

　素晴らしい。それだけの計算能力があれば、充分だ。うなずいたユフィーナは、にこりと笑った。

「それでは改めまして、ようこそ我がラインフェルト侯爵家へ。クラリッサ＝バルシュミーデさん。あなたには今後この屋敷で、わたしの秘書として働いてもらおうと思います」

　クラリッサの目が、わずかに見開かれる。

「秘書……ですか？　メイドではなく？」

「はい。夫がシルヴァ騎士団の団長として大変多忙なものですから、今のところ領地の管理はすべてわたしがしておりますの。あなたには、その補佐をしていただきます。もちろん、最初はわからないことばかりでしょうが、すべて一から指導させていただきますのでご安心くださいな」

　立ち居振る舞いの美しいメイドや気の利くメイド、花の生け方の素晴らしいメイドならば、探せばいくらでも見つけられる。しかし、領地経営の補佐に必要な素養――歴史や地理、何より算術の心得のある女性というのは、そうそういるものではない。

　何より、クラリッサはとても個性的で可愛い。ユフィーナは、彼女のような女性が大好きだ。さっそく、クラリッサが以前の屋敷に入るときに交わした雇用契約書を見せてもらう。

「まぁ……」

　それを確認し、思わず眉をひそめたユフィーナに、クラリッサが戸惑った顔になる。

「奥方さま。何か、問題がございましたか？」

「ええ、そうね。わたしが考えていたよりも、あなたが今までいただいていたお給金が、とても安かったの。――先ほどのお約束を、少し変更させてくださいな。こちらであなたにお支払いするお給金は、今までの五倍といたします」

　クラリッサが、ソファに腰かけた姿勢のまま飛びあがった。器用な、とユフィーナは感心する。

「い、いくらなんでも、それはいただきすぎだと……！」

「それだけ、こちらがあなたの働きに期待しているのだと思ってくださいな」

　ユフィーナは、にこりとほほえむ。

「わたしは、他人の忠誠というものは、ある程度お金で買うことができるものだと思っています。その先――利害関係を越え、本当に信頼し合える間柄になれるかどうかは、互いの努力次第だとも。……ねぇ、クラリッサさん。わたしはこれから、あなたの信頼に足る主だと認めていただけるよう、全力で努めさせていただきます」

　笑みを消し、ユフィーナはまっすぐにクラリッサを見た。

「あなたは？　これからわたしの信頼に足る秘書となるよう、全力で取り組む覚悟はおありですか？」

　クラリッサのラベンダー色の瞳が、一瞬不安げに揺れる。しかし彼女は、ぎゅっと両手の指を握りしめると、しっかりとした眼差しでうなずいた。

「はい。精一杯、努めさせていただきます。ご指導よろしくお願いいたします、奥方さま」

　いい返事だ。信頼関係は、徐々に築いていくもの。その第一歩としては、上々だろう。

　と、そこに執事からライリーの来訪が伝えられた。話は通しておいたため、すぐに本人がやってくる。

「し……っ、失礼いたしますっ！」

　かちこちに緊張した様子の彼に、ジークウェルが声をかけた。

「随分、早かったな？　ライリー」

「はいっ！　それはもう、全力で！　クラリッサの言い分を確認もせずに彼女を首にするような、不公平で不公正な主の元でこれ以上働くことなどできないと、最後に思い切り言いたいことを言って退職届を叩きつけて参りました！」

　少し論点はズレているが、ライリーはとてもスッキリした様子である。ジークウェルが勧誘するまでは、主に言いたいことはあっても黙っているしかない、と我慢していたのだろう。

　そうか、とうなずいたジークウェルが、今までの話し合いで決まったことを簡潔に説明する。その上で、これからユフィーナの護衛としての訓練を受ける気持ちがあるか、と問われたライリーは、まったく迷う素振りを見せずにうなずいた。

「もちろんです、侯爵閣下！　そのお話、喜んでお受けさせていただきます！」

　ライリーのキラキラと輝く瞳が眩しい。

　小さく笑ったジークウェルが、ゆったりと指を組んで言う。

「ならば、言っておく。ライリー。妻はオレと別行動をする際には必ずきみ以外の、経験豊かな護衛たちを連れていく。これからどの程度の護衛技術を身に着けられるかはきみ次第だが、妻の安全をきみひとりに任せるということはありえない」

「はい」

　ライリーが、素直にうなずく。

「オレが求めるのは、言ってしまえば『護衛技術を持つ従僕』だ。だからといって、オレはきみの命を、妻の盾代わりにするつもりはない」

　淡々としたジークウェルの言葉に、ライリーが小さく息を呑む。

　身分の低い者が、主のために命を落とすというのは、なんら珍しい話ではない。しかし、今までそういった世界に身を置いたことのないライリーにとって、それを我が身の問題としてすぐに考えるのは、とても難しいことのはずだ。ジークウェルの話を聞き、改めて『護衛』の意義に思い至った彼が、怖気づいたとしても仕方あるまい。

「きみはオレを『救国の英雄』と呼んだな。だが、戦場でオレの戦い方を見た連中は、よくこう言っていたよ。――それが、騎士の戦い方か。そんな卑怯な戦い方をして、恥ずかしくはないのか、と。オレは、剣以外の武器も、正攻法以外の奇襲や罠も、使えるものはなんでも使っていたから」

　そう言って、ジークウェルは笑みを深めた。

「バカか、と思ったな。どんな卑怯な手を使おうと、最後まで生き残り、守りたいものを守りきった者が勝者だ。そして、オレは勝った。だからこそ、今こうしてきみたちから『救国の英雄』と呼ばれている」

　それまで、ジークウェルに対する純粋な憧ればかりが浮かんでいたライリーの瞳が、複雑な感情に揺れ動く。まだ若く純粋な彼が知っている英雄譚とはまったく違う現実を、どう受け止めているのだろう。

「ライリー。オレはきみに、どんな正しさも求めない。最終的に、妻ときみ自身が無事であれば、それでいい」

「……おれ自身？　も、ですか？」

　虚を衝かれたような顔で問い返すライリーに、ジークウェルはうなずく。

「そうだ。何があろうと、どんなに卑怯な手段を使ってでも妻を守り、生き残れ。安っぽい正義感に酔って、安易に死を選ぶような愚かな真似だけは、絶対にするな」

　低く告げ、ジークウェルはまっすぐにライリーを見た。

「改めて問おう、ライリー＝シャルンホルスト。きみはこれから、我がラインフェルト侯爵家の従僕として生きるか、否か。――安心したまえ。きみがこの話を拒否した場合、もっと安全な職場で働けるよう手配させてもらう」

　その問いかけに、すぐに答えは返らなかった。

　逡巡と、迷いと、ためらいと。きっとさまざまな葛藤を、ライリーは飲み込んだのだろう。やがて彼は、先ほどのクラリッサと同じようにしっかりと顔を上げてジークウェルを見た。

「……おれの答えは、変わりません。ラインフェルト侯爵閣下。ご指導、よろしくお願いいたします」

　深々と頭を下げる。

　先のことはわからないけれど、ユフィーナはこれからこのふたりといい関係を築いていけることを願った。

　それからライリーとも、今後について詳しい話を詰める。ふたりの部屋を決め、まずは明日の朝までゆっくりと休んでもらうことにすると、ユフィーナはジークウェルとともに居間へ向かった。

　せっかくのデートが新人の勧誘で終始してしまったが、なんだかとてもいい気分だ。

　運ばれてきた冷たい果実水で、喉を潤す。先ほどの紅茶は、香りを楽しんだだけで口をつけていなかった。

　一般的な貴族女性は、あまり自ら赤ん坊の世話はしないものらしい。しかし、ユフィーナは時間が許す限り、子どもたちと触れ合うようにしている。授乳する機会もゼロではないので、口にするものにはできるだけ気を使っているのだ。

　同じく果実水を口にしたジークウェルが、グラスをテーブルに戻すと、ユフィーナをひょいと抱き上げた。そのまま彼女を膝にのせて、どこか楽しげな口調で言う。

「まさか街中で、あんな面白い人材をふたりも拾えるとはな。オレたちは、本当に運がいい」

　そうね、とうなずき、ユフィーナはジークウェルの肩口に頭を預ける。それからとりとめもない話をしているうちに、ジークウェルの指が、優しく頬を撫でてきた。

「ん……」

　彼に触れられるのは、いつだって嬉しくてほっとする。うっとりと目を細め、ユフィーナは彼の指に自分の指を緩く絡めた。

　キスして、と言葉にしなくても、額から目元、頬、そして唇に柔らかな口づけが何度も与えられる。ときどき本当に、ジークウェルはユフィーナの心が読めるのではないかと思うくらい、望みどおりに甘やかしてくれるのが嬉しい。

　子どもたちが生まれたとき、ユフィーナはごく自然に彼らを『守るべきもの』だと認識した。それが、母性本能によるものなのかは、わからない。ただ、愛しい。彼らがこの世に生きていてくれることそのものが、本当に幸せだと思う。

　けれど、やはり子どもたちに対する愛情と、伴侶であるジークウェルに対する愛情では、まったく熱の高さが違っている。彼らへの愛情を比べることに、意味などないとわかっている。それでも、こうしてユフィーナを包み込むように与えてくれるジークウェルの愛情を感じるたび、やっぱり彼は世界中で一番の、そして特別な存在だと思うのだ。

「ジーク……すき……」

「うん。オレも……愛してるよ、ユフィ」

　意図せずにこぼれた言葉に、ジークウェルは当たり前のように同じだけの、否、それ以上の答えをくれる。

　ちゅ、と小さなリップ音が、何度聞いてもくすぐったい。こんなに甘ったるい顔をした彼を見られるのは、きっとユフィーナと子どもたちだけだ。

　生まれた順にアルフォンス、ユリウスと名付けた双子は、ふたりとも黒髪の男の子だ。瞳の色はまだはっきりとしないけれど、きっと同じ色をしているのだろう。

（瞳の色くらい、わたしに似ていてもいいと思うのだけれど……）

　何しろ、ラインフェルト家の子どもたちときたら、どうやら全面的に父親に似たらしく、今のところ母親に似たところが何ひとつ見当たらないのだ。

　もちろん、常々ジークウェルに似た男の子が欲しいと思っていたユフィーナとしては、喜ばしいことこの上ない。しかし、ジークウェルは以前から『ユフィーナに似た女の子が欲しい』と言っていた。こればかりは神の領域であるため、ユフィーナにはどうしようもないのだが――。

（……やっぱり、きょうだいは多いほうが楽しいわよね）

　キスの甘さでぼんやりとした頭でそんなことを思うのは、熱い吐息をこぼしたジークウェルがふわりと抱き上げてきたからだ。これから、寝室へ連れていかれるのはわかっている。きっと、今日の夕飯は少し遅くなるだろう。

「ジーク……」

「ん？」

　額に軽く唇を当ててくる彼の首に、腕を回す。

　……以前のユフィーナは、こうしてジークウェルと触れ合うときには、ひたすら彼のくれる熱に溺れ、その喜びに満たされているだけだった。

　けれど今の彼女は、その喜びの先に、それ以上の幸福が待っているかもしれないと知ってる。もし、運よくまた子どもを授かることができたなら――そう思うと、ジークウェルとの触れ合いがただ嬉しいだけではなく、ひどく神聖なもののように思えてくるのだ。

　ただ、その気持ちをどうやってジークウェルに伝えればいいのかわからない。でも、伝えなくてもいいのかもしれない。彼だって、ユフィーナと同じ幸福を知っているのだから。

「……愛してるわ」

　だから、今はこれだけ。

　何度伝えても伝えたりない、この気持ちだけでいい。

　その告白に返ってきたのは、言葉以上に雄弁なジークウェルのキスだった。





＊　＊　＊






「久しいな、ユフィーナ！　元気にしておったか？」

「はい。お久しぶりです、クレメンスおじいさま。ようこそいらっしゃいました。相変わらずご健勝のようで、本当に嬉しく思います」

　二日後、さっそくジークウェルの祖父、クレメンス＝ゼーンがやってきた。ジークウェルは、ほかの騎士団との合同訓練が入っているため、朝早くから出かけている。そのため、ライリーとクレメンスを引き合わせるのは、ユフィーナの役目となったのだ。

　年配の客人を迎えるために、応接間に飾る絵や花も、落ち着いた雰囲気のものに変えた。もちろん、彼の好む料理やお茶についても、ゼーン家の執事に確認済みだ。

　ユフィーナは幼い頃、クレメンスに何度か挨拶したことがある。オブライエン公爵家の末姫である彼女を、老騎士はとても可愛がってくれた。

　しかし、年若いライリーにとって、クレメンスはジークウェルとは別次元の、まさに伝説の中の人物である。真っ白な総髪を後ろに撫でつけ、老いてなお悠然とした覇気をまとうクレメンスを前に、完全に固まってしまっている。

　ユフィーナは小さく苦笑し、そんな彼を義理の祖父に紹介した。

「クレメンスおじいさま。こちらが、お伝えしていたライリー＝シャルンホルスト。まったくの素人ではありますけれど、足の速さは相当のものですわ。どうぞ、心ゆくまで鍛えてやってくださいませ」

　ほほう、とうなずいたクレメンスが、炯けい々けいとした眼差しでライリーを見る。その視線を受けたライリーが、その場で軽く跳びあがった。……あまりにわかりやすい反応が、なんだか可愛い。

　ライリーはクラリッサより三カ月ほど先に生まれたそうだが、今のところふたりとも同い年の十七歳。この年頃の青年が、こんなに可愛くていいのだろうかと、ユフィーナは半ば本気で思った。

　ライリーが、勢いよくクレメンスに一礼する。

「ご……っ、ご紹介に預かりました、ライリー＝シャルンホルストです！　ユフィーナさまにご紹介いただいた通り、逃げ足の速さと……それから、今まで厩番をしておりましたので、馬の手入れには自信があります！　どうぞ、よろしくお願いいたします！」

（いえ、ライリー。わたしはクレメンスおじいさまに『足の速さ』と申し上げたのであって、『逃げ足の速さ』とは言っていないわ）

　咄嗟に内心でツッコんだものの、彼女が何か言うより先にクレメンスが楽しげな笑い声を上げた。

「そうか、そうか！　うむ、そういうことならば、まずはその逃げ足から確かめさせてもらうとするか。今から、十数える。ほれ、はようせんか」

「え……え？」

　何が何やら、という顔をするライリーに、ユフィーナは言う。

「ライリー。おじいさまは、とてもこのお年とは思えないほど健脚です。早く逃げないと、いくらあなたでもあっという間に捕まってしまいますよ」

　ライリーが苦笑する。

「逃げるって……そんな、子どもの鬼ごっこでもないでしょうに」

「鬼ごっこです」

「……へ？」

　目を丸くしたライリーに、ユフィーナは厳かに告げる。

「がんばってくださいね、ライリー。あまり情けない結果では、おじいさまに見込みなしと思われてしまいますよ」

「ふはは、まだまだ若いモンには負けんからの。では行くぞ、ライリー。――十、九、八」

「え、ちょ、うえぇええ!?」

　ライリーが、素っ頓狂な悲鳴を上げて立ち上がった。そんな彼に、ユフィーナは黙って手のひらを上にして、外へ続くバルコニーを示す。

「しし、失礼しますーっっ!!」

　脱兎の勢いで、ライリーが駆けだした。バルコニーへ飛び出した彼は、そのまま軽やかな音を立てて柵を蹴る。

「……あら」

　ユフィーナは、目を瞠った。ここは二階にある部屋だが、一階部分の天井がかなり高いため、なんの訓練も受けていない人間が飛び降りるには少々勇気がいるはずだ。

　しかし、あっさりと中庭に降り立ったライリーは、そのまま体勢を崩すでもなく走り出している。

　そんな彼の様子を見たクレメンスが、にやりと笑う。

「たしかにこれは、なかなか鍛えがいのありそうな小僧じゃの。……どれ、行ってくるとするか」

「あまり庭を荒らさないでくださいませね、クレメンスおじいさま。それから、あとで子どもたちにも会ってやってくださいな」

　もちろんじゃ、と答えたクレメンスは、とてもひ孫がいる老人とは思えない身のこなしで出ていった。どうやら、ライリーを気に入っていただけたようで何よりである。

　ほっとしたユフィーナは、次に屋敷の執務棟四階にある図書室へ向かった。今そこでは、クラリッサがラインフェルト侯爵領に関する資料を、年代ごとに読み込んでいるのだ。

　若い貴族の娘なら、見るだけで一目散に逃げ出していきそうな分厚い本の山を前に、彼女はひたすら黙々とページをめくっている。

　時間があるときには、できるだけそれらを読んでおくようにと命じたのはユフィーナだが、はじめに無理をしてはあとが辛くなるばかりだ。

　主が近づいたことにも気づかず読書を続けるクラリッサに、静かに声をかける。

「クラリッサ。あまり根を詰めては、体が強張ってしまいますよ。先は長いのですから、無理はしないように」

「……！　すみません、ユフィーナさま！」

　ぱっと顔を上げたクラリッサが、わたわたと慌ただしく立ち上がった。今日の彼女は、ふたつに分けた髪を緩くおさげにしている。実に可愛らしい。

　ユフィーナは彼女との出会いに感謝しつつ、領地の特産品やその流通ルート、ここ数年の税率などを教えていく。

　それらを真剣な表情で学んでいくクラリッサは、思っていた以上に頭の回転が速かった。ひとつ教えればぽんぽんと的確な質問を向けてきて、あっという間に整然とした思考の道筋を作り出す。

「――代官を二年ごとに交代するのは、やはり土地の有力者との癒着を防ぐためですか？」

「ええ、そうよ。ただ、大掛かりな道路整備や橋梁の設置を進めているときは、例外的にそれらが済むまで任期を伸ばすことがあるわね。引継ぎに余計な手間を取られて、工期が無駄に延長するのは望ましくないから」

「なるほど、臨機応変な対応が肝要ということなのですね」

　ただ、残念ながらクラリッサは、逃げ足の速いライリーとは違い、運動が大変不得手なのだという。もしかしたら、幼い頃から屋敷の中で学問にばかり触れていたせいなのだろうか。

　とはいえ、何もないところで三度もコケかけるというのは、さすがにどんくさすぎる気がする。少し不安になり、ユフィーナはクラリッサに「ちょっと、あそこの階段を踊り場まで駆け上がってみてもらえるかしら？」と言ってみたのだが――。

「……無念、です」

「クラリッサー!?」

　二十段程度の階段の途中から徐々に失速し、よろよろと踊り場にたどり着くなり、クラリッサはパッタリと倒れた。

　なんでも彼女は、生まれてこの方一度も全力疾走をしたことがなかったのだという。先日まで勤めていた屋敷でも、芋の皮むきや食器磨きなどばかりで、力仕事は一切していなかったのだとか。

「座った状態での単調作業ならば、一日中だろうとしていられるのですが……」

「……クラリッサ。健康的な老後のためにも、これからは少しずつ毎日の生活に運動を取り入れていきましょうね」

　愛らしくて賢いクラリッサの弱点は、極度の運動不足であった。

　それにしても、こんなふにふにと柔らかな細腕で、よく不埒な貴族を撃退できたものである。そう疑問を向けると、彼女はこてんと小首を傾げて答えた。

「ものの本で、下半身の衝動を暴走させた殿方の撃退法は学んでいたのですが……まさか、ああして実践することがあるとは思いませんでした。きっとあれが、火事場のバカ力というやつなのですね」

　他人事のように言うクラリッサには、最低限の体力がついたらユフィーナ自ら護身術を教えてやろうと思う。

　そんなこんなではじまった新たな仲間を加えた日々は、概ね平穏に過ぎていった。

　クレメンスの教えを受けたライリーは、ますます身軽になってきているようだ。さすがに、四階にある図書室の窓からひょいと顔をのぞかせたときには、彼を室内に招いて安全を確保したあと叱り飛ばしたが。

　一方のクラリッサは、どうやら体を動かすこと自体が苦手らしい。ユフィーナの命じた朝夕の散歩は欠かさずこなしているものの、それ以外ではまったく運動をしている様子がないのだ。息切れしないように、のんびりぽてぽてと歩いている姿を見ていると、また何もないところでコケるのではないかと不安になる。

　そして、彼らが屋敷に入って三カ月ほど経った頃、ニナとフリッツ＝ファーレンハイト卿の婚約が正式に決まった。その祝いの品を選ぶため、ユフィーナはライリーを従僕として伴って街に出る。上流階級向けの店が並ぶ通りであれば、治安がいいため護衛の必要はない。

　ユフィーナは、馬車の中で小さく息をついてライリーを見る。

「ねぇ、ライリー。クラリッサはあんなに体を動かすのが嫌いなのに、よく今まで普通に生活をしていられたものね」

　そう言うと、はじめて会ったときから少し背が伸びた青年が、すっと目を逸らす。ユフィーナは、半目になった。

「……ライリー？」

　どうやら、何か心当たりがあるらしい。じっと見つめたまま視線を逸らさずにいると、へにょりと眉を下げた彼がぼそぼそと口を開く。

「えっと……その、昔から、本に埋もれて食事するのも忘れがちになるバルシュミーデ子爵家の方々に、定期的に食事を届けるのが我が家の役目だったもので……」

「それはまさか、クラリッサが幼い頃から？」

　ハイ、と肩を縮めるライリーに、ユフィーナは久しぶりに額に青筋を立てる。

「遺跡バカの子爵や、その愉快な仲間たちはともかくとして……彼女のお母さまは、一体何をしていらしたの？」

「あ、えっと、その、ゲルダさまは、おれたちが物心ついた頃にはすでに別居していらっしゃいました！」

　ゲルダというのは、クラリッサの母親の名だ。彼女はどうやら、自分の子どもの養育よりも、愛人たちとの戯れを大切にするタイプの女性らしい。華やかな装いをしたゲルダが、数多くの男性にエスコートされているところを、幼かったライリーたちは何度も目にしていたという。

　ライリーが、不快げに眉根を寄せてぼやく。

「見た目は本当に、クラリッサはゲルダさまによく似ていますけど……。なんと言いますか、そういう母親の姿をずっと見ていたせいなんでしょうかね。あいつは、自分の外見を褒められることを、極端に嫌うんです。普段はあんなにトロトロとしか動かないくせに、知らない男にナンパされたときなんて、不用意に腕を掴まれたりしたら、ものすごい勢いで相手の鳩尾を肘で突いたり、足の甲を踵で踏みにじったりしていました」

「まぁ……」

　ユフィーナは感心した。

「それで次の日には、よく筋肉痛になっていましたよ」

「ちょっと待って、それはさすがに情けないわ」

　もしやクラリッサの運動不足は、ユフィーナが想像していたよりも遥かに深刻なのだろうか。

　ですよねぇ、と嘆息したライリーが、指先で頬を掻く。

「だから、前のお屋敷で一緒に働いているときも、それとなくあいつの手伝いをしてやったりしてたんですが……。今から思えば、よけいなことをしていたのかもしれないです」

「……あなた方の仲がいいのは、とてもよいことだと思うけれど。お互い、過保護になるのはあまりよくないのじゃないかしら」

　可愛い乳兄妹が困っていたら、手助けをしてやりたくなるのは当然の人情というものだろう。しかし、それが最低限の体力づくりさえ阻害してしまうのは、いかがなものか。

　なんだかんだ言って、クラリッサもライリーに対してはひどく甘い。休憩時間に出た茶菓子の中に、彼の好みそうなものがあると必ず包んで届けにいくのだ。

「あぁ。それ、あいつが太ったかららしいですよ」

「はい？」

　目を丸くしたユフィーナに、ライリーは言う。

「ほら、前のお屋敷とは比べものにならないくらい立派な食事を出していただいてるのに、ろくに動かないのはそのままなんで。なんだか最近、スカートがきつくてヤバいらしいです。おれのほうは、毎日クレメンスさまにしごかれてますからね。むしろ少し服が余るようになった、って言ったら、真顔で脛を蹴飛ばされました。痛かったです」

　そう、とうなずき、ユフィーナはにこりとほほえむ。

「……いい？　ライリー。世の中には女性に対して、決して言ってはいけない言葉があるの。中でもとても危険度が高いのが『太りましたか？』と『甘い物は、少し控えたほうがいいのでは？』のふたつよ。今後の人生を、女性の恨みを買わずに生きていきたいと思うなら、これだけは覚えておきなさい」

　年頃の乙女の前で、そんな無神経な発言をする男は、世の女性陣から喧嘩を売ったと判断されても仕方がないのである。

　ジークウェルならば、絶対にそんな愚かな真似はしない。彼は、ユフィーナが妊娠中に体重が増えたとき、申し訳なくなるくらいに気遣ってくれた。むくんだ足をマッサージしてくれたり、ユフィーナが好きなフルーツをわざわざ取り寄せてくれたりしたのだ。

　厳かに告げたユフィーナの教えに、ライリーはしばしの間沈思したあと、素直にうなずいた。そして、ふと何かを考えるように目を伏せ、口を開く。

「クラリッサは……やっぱりバルシュミーデの旦那さまの許可がなければ、結婚できないんですよね」

　少し、憐れむような響きの声だった。

「普通なら、そうでしょうね。貴族の女性は、基本的に父親の許可がなければ結婚ができないから」

　クラリッサとライリーを正式に雇い入れた直後、ユフィーナは彼らの家族関係について調査をした。ライリーのほうは、ごく一般的な平民の家庭でなんの問題もなかった。

　しかし、クラリッサの両親は――まるで、自分たちの娘になんの興味も抱いていないかのようだったのだ。父親は西の国境付近で趣味の世界に没頭中。母親は実家に戻ったあと、毎日のように社交界へ顔を出しているらしい。

　庇護者のいない貴族女性の立場は、非常に弱いものだ。だからこそクラリッサは、ひとりで生きていくために、メイドとして働いていたのだろう。

　だが、今のクラリッサはラインフェルト侯爵家の庇護下にある。ユフィーナはライリーに、いたずらっぽく笑って見せた。

「大丈夫、安心なさいな。もしクラリッサにいい人ができたら、わたしたち夫婦が後見人になって、立派な花嫁さんにしてあげるから」

「……はい？」

　ライリーの目が丸くなる。

「人生というのはね、ライリー。どんな難しい問題にぶつかったとしても、意外と愉快な抜け道があるものなのよ」

　かつて『ルード王太子との結婚』という一大事を、完全な裏技で白紙に戻した実績を持つユフィーナは、えっへんと胸を張った。それから、ふと興味を覚えてライリーを見上げる。

「そういえば、あなたは？　クラリッサととても仲がいいけれど、彼女をお嫁さんにしたいと思ったことはないのかしら？」

　その問いに、ライリーはきょとんとした。

「まったく、考えたこともありませんでした」

「……そう」

　乳兄妹とはいえ、血の繋がりのない男女がこれほど仲よくしているのだ。ほんのちょっぴりロマンスの香りを期待したのだが、ライリーは首を傾げてさらに言う。

「実を言うと、おれがクラリッサとまともに話すようになったのは、あいつがうちに働き口を紹介してほしい、って言ってきてからなんですよね」

「え？　そうなの？」

　それは、驚きだ。彼らの息の合いようからして、てっきり幼い頃からずっと一緒に過ごしていたものだと思っていた。

「はい。オレは、ガキの頃はずっと外で馬と過ごしていましたから。クラリッサは、屋敷の奥で本ばかり読んでいましたしね。はじめて話したときには、たしかにめちゃくちゃ可愛い女の子だと思いましたけど……」

　ふと、ライリーが真顔になる。

「クラリッサは、おれよりずっと男らしいと思います」

　ユフィーナは、うっと詰まった。たしかに、甘酸っぱいロマンスを期待するには、クラリッサは少々性格が男前すぎる。見た目は、あんなに可憐な美少女なのに。

「まぁ、そもそもおれとあいつじゃあ、身分が違います。最初からそういう対象として見たことがないんで、気楽に話せるのかもしれませんね」

　のほほんと言うライリーは、どうやら本当にクラリッサを異性として見たことがないらしい。ユフィーナはうなずき、彼に言う。

「そうやって、男女の関係なく親しい友人関係を築けるというのは、素敵なことね。いつかあなたたちに恋人ができたら、きっとお互いにいい相談相手になれると思うわ」

「……はぁ。恋人……ですか」

　その際、ふたりが距離感を間違えた場合には、それぞれの恋人によけいな心配をかけてしまいそうな気もする。しかし、先のことを憂いても仕方あるまい。どうやらライリーも、今のところ色恋に気持ちを向けるつもりはないようだ。微妙な顔で首を傾げている。それにしても――。

（……わたしとジークも、ライリーたちとはだいぶ違うけれど、最初はやっぱり身分違いという状況だったのよね）

　今、ユフィーナがジークウェルの妻として幸せいっぱいの生活を送っていられるのは、彼が力業でその身分差を覆してくれたからだ。もし彼が、どこかの時点で少しでもあきらめていたら、間違いなくユフィーナの幸せはなかった。

（うぅ……っ、あきらめないでくれて本当にありがとう、ジーク！）

　仮定の話に意味などないとわかっていても、想像するだけでぞっとしてしまう。なんだか切ない気持ちになったユフィーナは、その日の晩、寝室でふたりきりになるなり、ぎゅっとジークウェルに抱きついた。

　こうして彼女が甘えるのは珍しいことではないが、いつもと違う雰囲気を感じ取ってくれたのだろう。ガウン姿でベッドに腰かけていたジークウェルが、ユフィーナを横抱きにして膝にのせた。やんわりと背中に回された彼の手が、ぽんぽんと優しく撫でてくれる。

「ユフィ？　どうした？」

　甘さよりも温かさを感じる声が、心地いい。

　ユフィーナは、こんなことで心が不安定になってしまった自分を恥ずかしく思いながらも、甘やかしてくれる声に抗えず、ぽつぽつと今日の出来事を話した。ジークウェルは、少しも先をせかしたり、あきれたりすることなく、時折相槌を打ちながら聞いてくれる。

「……ばかみたい、でしょう？」

　おそるおそる言うと、ユフィーナの髪を指先に絡めたジークウェルが、そっと息をつく。

「そんなことはないよ。ただ、まぁ……オレがユフィのことを、そう簡単にあきらめると思われていたなら、それはものすごく心外かな」

　抱きしめる腕が、強くなる。ほんの少し息苦しくて、けれどそれ以上に、近くなった体温と鼓動にほっとする。

「ユフィ」

「なぁに……？」

　頬を撫でてくる彼の手に頬をすり寄せるのは、もう無意識だ。飼い主に甘える猫のようだと、自分でも思う。

「オレは今までずっと、どれだけおまえが好きで、大切で、可愛く思っているのか、精一杯伝えてきたつもりだったんだけど。……ひょっとして、足りていなかった？」

「……っ」

　突然、甘ったるく熱を孕んだ声を、直接耳に吹き込まれた。ぞくぞくと背筋が震えて、期待に呼吸が弾む。闇の中、ユフィーナを見つめるジークウェルの瞳から、目が離せない。

「ユフィ……」

　名を呼ばれるだけで、ぞくぞくするような快感に肌がざわめく。手足から力が抜け、体温が上がる。

「……ぁ」

　軽く、耳たぶを噛まれた。少しも痛くはないけれど、ますます体が熱くなる。そっと頬に口づけたジークウェルが、低い声で囁いた。

「愛してるよ、ユフィ」

「ええ……」

　ジークウェルの声は、まるで媚薬だ。その囁きひとつで、体の芯が甘く疼く。ユフィーナの指と自分の指を絡めたジークウェルが、さらに言う。

「いつも、オレのためにいろいろがんばってくれてることには感謝してるし……。おまえが子どもたちを可愛がってるときに、めちゃくちゃ幸せそうな顔になってるのを見ると、オレはものすごく幸せな気分になるんだ」

「ぇ……と。はい」

　突然、甘ったるい声はそのままにとても嬉しいことを告げられて、ユフィーナはときめけばいいのか、照れくさく思えばいいのかわからなくなる。

「それに人前で、隙のない笑顔でそつなく社交をこなしているおまえは、かっこいいなと思う」

「あ……ありがとう？」

　ジークウェルに『かっこいい』と言われるのは、はじめてなので少し戸惑う。けれど、なんだか胸がどきどきする。

「でも、ジークウェルのほうが絶対にかっこいいと思うわ」

　社交の場へ出る際の、完璧に盛装をした彼のかっこよさは、天下一である。その厳粛なる事実について、断じて異論は認めない。

　そこはきっちりと主張すると、ジークウェルがくくっと肩を揺らして笑う。

「それは、ありがとう。……うん。おまえにそう言われると、すごく嬉しい」

　ちゅ、と目元にキスをされる。

「あと、負けず嫌いで、オレの前ではときどき子どもっぽくなるところは、思わず抱きしめたくなるくらいに可愛いぞ」

「うー……」

　その点については自覚があるだけに、なんとも言えない。あまり褒め言葉ではない気もするけれど、ジークウェルが『可愛い』と言ってくれるなら、些細なことはどうだっていいのだ。

　でも、とジークウェルの指先が、柔らかく頬を撫でてくる。

「一番好きなのは、おまえがオレを見る目かな……」

　吐息が、混じり合う。ジークウェルの瞳の色が濃くなった。

「おまえはいつも、オレのことが好きでたまらない、って目をしてる」

　ユフィーナは一瞬息を呑み、それから笑う。

「だったら、お揃いね。……あなたも、わたしを見るとき同じ目をしてくれているもの」

「そうだな」

　くすくすと笑い合いながら、唇を重ねる。同じ湯を使っているはずなのに、ジークウェルの肌の香りはユフィーナのそれとまるで違う。お日さまの香り、とでもいうのだろうか。その香りをかぐとほっとして――けれど、こういうときにはふわりと甘さが強くなって、なんだか酒に酔ったような心地になる。

　ジークウェルは、いつでもユフィーナを甘やかしてくれる。愛している、と。だから、甘えていいのだと、優しい言葉で、キスで教えてくれるのだ。

　そのたび、胸の奥が温かくなって、泣きたくなる。嬉しくて、幸せで、彼がユフィーナを甘やかしてくれるのと同じくらい、自分も彼を甘やかしてあげたくなる。

「愛してるよ……ユフィ」

「ん……ジーク。わたしも、愛してる」

　互いにだけ聞こえるような小さな声は、まるで内緒話をしているみたいだ。触れ合ったところから、伝わってくる。愛してる。可愛い。愛してる――。

「ジーク……」

　吐息混じりの声が、勝手に彼の名を呼ぶ。広い背中に縋りつけば、安心させるように抱きしめてくれる。嬉しくて、胸が痛む。

　幼い少女だった頃、ユフィーナはジークウェルに愛されたくて仕方がなかった。愛していたから。けれど、それは最初から無理だと思い、あきらめていた。否、たとえ愛されなくても、密かに愛することは誰にも咎められないのだから、それでいいのだと――そんなふうに、あきらめたふりをしていた。

「大好きよ……ジーク」

「うん。愛してる。世界中で一番、愛してるよ」

　だけどもう、あきらめることなんてできない。

「ユフィ。……もっと、甘えて」

　これ以上なんてないと思うのに、ジークウェルはまだユフィーナを甘やかそうというのだろうか。誘う声に、自分から唇を重ねて相手の唇を甘噛みする。小さく笑ったジークウェルが、軽く唇を舐めてきた。触れ合う舌先を、ひどく甘く感じる。

　そうして、本格的に互いの熱に何度か溺れたあと、ユフィーナはジークウェルの腕の中でまどろんでいた。心地よい倦怠感の中、彼に髪を撫でられるこの時間が、とても好きだ。ジークウェルが、額に口づけて言う。

「おまえはいつも可愛いけど、こうやってオレに甘えてくれるおまえは、もっと可愛い」

　ユフィーナは、とろりと笑った。

「今日は、随分甘やかしてくれるのね……？」

「そうか？　オレはいつでも、全力でおまえを甘やかしたいと思ってる」

　そんなことを言うジークウェルが、ほんの少し不安を訴えたユフィーナを、慰めてくれたことはわかっている。彼の胸に手を当て、ユフィーナは小さく息をついた。

　ジークウェルが騎士団長という立場にある以上、いつでも彼のそばにいられるわけではないのは、仕方がないとわかっている。

　それでも、だからこそ――こうして一緒にいられる時間は、大切にしたい。

「ねぇ、ジーク。あなたが少しでも疲れたり、寂しくなったりしたときには……ちゃんと、教えてちょうだいね」

　外では簡単に弱音を吐くことができない彼を、自分だけは甘やかす権利があるはずだ。

　何しろ、ユフィーナはジークウェルの妻なのだから。

「……うん」

　ジークウェルが、嬉しそうな声で言う。

「ちゃんと言うよ。ユフィ。……ありがとう」

　その答えに満足し、ユフィーナは世界一安心できる腕の中で目を閉じた。
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　翌日、ユフィーナは図書室での休憩時間中に、クラリッサに尋ねてみた。

「そういえば、クラリッサ。あなたは、バルシュミーデ子爵家を立て直したいという気持ちはあるのかしら？」

　クラリッサは、あっさりと首を横に振る。

「いいえ。父が家長としての責務を完全に放棄している以上、私にできることはありませんから」

　なるほど、とユフィーナはうなずいた。そのバルシュミーデ子爵が放棄している義務の中には、子どもの養育義務も含まれている。まったく、なげかわしいことこの上ない。

　今日、執事が用意してくれた果実水は、あまり甘みのないタイプだ。グラスの中には氷も入っているため、飲むと気分がすっきりする。ひとつ息をつき、そちらは香りのいい紅茶を飲んでいるクラリッサに言う。

「あのね。わたしはこうしてあなたに秘書になってもらったけれど、あなたの人生の選択を制限するつもりはないの。あなたは、まだ若いのだもの。いつか結婚したいと思うことがあったら、そう言ってちょうだいね。できる限りの応援はするわ」

　目を丸くしたクラリッサが、首を傾げる。まるで小動物のようで、とても可愛い。

「金食い虫の父親を抱えた、持参金がゼロどころかマイナスの娘を嫁にしようなどという酔狂な男性が、この国にいるとは思えません」

　可愛い彼女の口から、とんでもなく世知辛い現実が語られる。ユフィーナは、ぐっと拳を握りしめる。

　これは、男性ばかりの中で育てられたゆえの弊害なのだろうか。以前から薄々感じていたが、クラリッサはこれほど可愛らしい少女だというのに、完全に乙女成分が欠落している。

（本人がそれで問題ないと思っているなら、外から他人がどうこう言うものではないとは思うのだけど……）

　いろいろと紆余曲折はあったにせよ、ユフィーナは初恋の素敵な男性と結婚し、可愛い子どもたちまで授かっている。そういった『ごく普通の幸せ』を、はじめから求めようともしないクラリッサを見ていると、なんだかもったいないと思ってしまうのだ。

　だからといって、あまりクラリッサの人生に干渉するのはよくないだろう。すでに自分の足で立つことを知っている彼女に、安易な施しをするのは侮辱と同じだ。とはいえ――。

「……ねぇ、クラリッサ。これは、あくまでもわたし個人の意見なのだけれど。わたしは、自分の子どもの幸せを願わず、その邪魔するばかりの人間に、親を名乗る資格はない思っています」

　小さく息を呑んだクラリッサに、ユフィーナはにこりと笑う。

「あなた自身の、ご両親に対する愛情を否定するつもりはありません。ただ、わたしはあなたの主です。たとえどなたであろうと、あなたを害する者の存在を許しません。それだけは、覚えておきなさい」

「……はい」

　クラリッサが素直にうなずく。

「それからね、クラリッサ。持参金がなければ結婚をためらうような甲斐性なしの殿方なんて、はじめから相手にするものではないと思うわ」

「――そうだぞー、クラリッサ。あとなー、おれとタイマン勝負をして勝てるやつじゃないと、おまえの結婚相手とは認めないから！」

　想定外の方向から、ライリーの声がした。咄嗟に振り返ると、窓の外からひょっこりと顔を出している彼がいる。ユフィーナは、額にびしっと青筋を立てた。そのまま窓際に歩いていくと、無言でライリーの襟首を掴む。

「……一度ならず、二度までも。あなたの頭の中に『反省』の文字はないようね」

「えっと、あの、ユフィーナさ……っ!?」

　背負い投げの要領で、ライリーを床に叩きつける。しかし、きれいに受け身を取った彼は、すぐにくるりと体を回転させて起き上がった。そして、何やら興奮した様子で口を開く。

「すごいです、ユフィーナさま！」

「いいえ、すごいのはあなたの学習能力の低さだと思うわ。以前同じことをしたときに、二度とこんな危険な真似をしないと誓ったのは、一体どこの誰だったかしら？」

　冷ややかな声で叱ると、ライリーがしゅんと肩を落とす。

「すみません。クレメンスさまから、ユフィーナさまには見つからないようにと言われていたのですが。なんだか面白そうなお話が聞こえたもので、つい……」

「……クレメンスおじいさまには、わたしのほうから厳重に注意させていただきますわね」

　あのご老体は、もしかしたらいたいけな青年の教育を任せてはいけない相手だったのだろうか。ユフィーナが頭痛を覚えていると、クラリッサがライリーに言う。

「ライリー。あなたの気持ちはありがたいが、わたしは嫁に行く予定はない。微力ながら、生涯ユフィーナさまのおそばで尽くす所存だ」

　なんだかクラリッサが、完全に乙女心が枯れたことを言い出した。しかし、ライリーは特に驚いた様子もなく、ふぅん、と首を傾げる。

「そっか。おれも、体がちゃんと動く間は、ユフィーナさまの従僕をさせていただくつもりだし……。ま、気長にいきますか」

　最後、ぽつりと呟かれた声は小さくて、クラリッサにはよく聞こえなかったようだ。訝しげな顔をして問いかける。

「ライリー？　今、なんと言ったんだ？」

「いや、なんでもない。ただ――」

　笑って首を横に振り、ライリーはユフィーナを見た。その目が、何やらいたずらっぽく輝いている。

「以前、ユフィーナさまがおっしゃっていたことを思い出しただけ。人生っていうのは、どんな難題にぶつかっても、結構愉快な抜け道があるものなんだってさ」

「ふぅん……？」

　よくわからない、という顔になったクラリッサの額を、ライリーが指先で軽くつつく。

「とりあえず、おまえは少し走っただけで倒れたりしなくなるくらいまでは、がんばって体力をつけなさいね」

「……え、鋭意努力中だ」

　そんなふたりの様子を見て、ユフィーナは小さな違和感を覚えた。クラリッサの態度は、今までとなんら変わったところはない。しかし――ライリーの彼女を見る目が、以前よりも優しくなっている気がするのだ。

（あら……これは、もしかしたらそういうことなのかしら？）

　ライリーはユフィーナが尋ねるまで、クラリッサのことを異性として見たことがないと言っていた。それは、彼がその可能性に、あのときはじめて気が付いたということだ。

　先ほどのライリーの『自分に勝てる男じゃなければ、クラリッサの結婚相手とは認めない』という発言は、立派な独占欲の発露である。もし彼が、ユフィーナの質問でそれまで無自覚だったクラリッサへの気持ちに気づいたというなら――。

（……うーん。とても、前途多難な恋路になりそうね）

　何しろクラリッサは、見事なまでに乙女心の欠如した、恋を囁くにはあまりに難易度の高すぎる少女だ。正直なところ、ユフィーナはクラリッサが世間一般の乙女たちのように、甘い恋に没頭するところは想像できない。

　とはいえ、このふたりはまだまだ若い。時間はたっぷりあるのだし、その中で変わっていくこともたくさんあるだろう。ユフィーナは主として、そんな彼らを見守っていけばいい。

　そんなことを考えていたとき、開け放たれていた図書室の扉の向こうから、とんでもないスピードで近づいてくる足音が聞こえてきた。この屋敷の中で、こんな荒々しい走り方をするのはひとりだけだ。

「――ユフィ！」

「ジーク。どうしたの？」

　図書室に飛び込んできたジークウェルは、ユフィーナの姿を見つけるなり、ぱっと破顔した。そして、彼女を膝から抱き上げると、喜びに弾む声で口を開く。

「今、王宮から正式な発表があった。エミーリアさまが、ご懐妊だそうだ！」

「……！　それは、本当!?　ジーク！」

　ユフィーナの姉、王太子妃エミーリアが懐妊したというなら、それはザカリス王国にとってこの上ない慶事である。

　もちろんだ、とうなずくジークウェルに、ユフィーナだけでなく、クラリッサとライリーも顔を輝かせた。おめでとうございます、と口々に言う若者たちにうなずきながら、ユフィーナは瞳を潤ませる。

（お姉さま……おめでとうございます！）

　王太子妃という立場にありながら、なかなか懐妊の兆しのなかったエミーリアは、ユフィーナの子どもたちを可愛がりながらも、どこか寂しそうな目をしていた。きっと今、エミーリアは喜びと不安でいっぱいになっているだろう。双子を授かったとき、そんな気持ちになったユフィーナの手を握り、励ましてくれたのはエミーリアだ。今度は、ユフィーナが彼女を励ます番である。

「そうだわ、お姉さまへの面会を申請しなくっちゃ――」

「あぁ、それなら屋敷へ戻る前にしてきたぞ。エミーリアさまの体調を見て、医師の許可が出次第、連絡をもらえるそうだ」

　ジークウェルの仕事の早さに、ユフィーナは感動した。

「ありがとう、ジーク！　――クラリッサ、ライリー。今日のお仕事はここまでよ。お姉さまのご懐妊が街の人たちにも広がったら、すぐにお祭り騒ぎになるでしょうから、あなた方も楽しんでいらっしゃい！」

『救国の英雄』の妻であるユフィーナの懐妊を公表したときも、街は大変なお祝いムードになったのだ。すでにかなり大きくなっていたお腹を抱えていたユフィーナは、その熱気を実際に感じることはできなかった。

　それでも、わかる。きっと今回は、あのとき以上の騒ぎになるに違いない。

　ユフィーナの言葉に、一瞬目を丸くしたライリーが、同じように目を丸くしたままのクラリッサの手を掴んだ。

「ありがとうございます、ユフィーナさま！　行くぞ、クラリッサ！」

「は？　え、ちょ……ぐぇっ」

　足の遅いクラリッサを連れて歩くより、抱えていったほうがずっと早いと思ったのだろうか。ライリーが、まるで船乗りが積み荷を担ぐようにして、彼女を肩に担ぎ上げる。思い切り内臓を圧迫されたらしく、クラリッサが乙女にあるまじき声をこぼしたが、ライリーは爽やかな笑顔で敬礼をした。

「それでは、行って参ります！　ジークウェルさま！　ユフィーナさま！」

「……っ、……！」

　声も出せない様子のクラリッサが気になったが、ライリーは図書室から出ていった辺りで、彼女の抱え方を変えたようだ。ものすごく元気に彼を罵倒する声が聞こえてきたから、きっと大丈夫だろう。

　どんどん遠ざかっていくふたりの言い合いを聞きながら、ユフィーナはジークウェルの頭をぎゅっと抱きしめた。

「なんて素晴らしいのかしら！　お姉さまにお子ができたなんて！」

「ああ、本当に。……うちのちびどもが大きくなったら、未来の主をお守りできるよう、きっちり鍛えてやらないといけないな」

　アルフォンスとユリウスが、近い将来生まれるエミーリアの子どもを守る騎士になる。本当にそうなったなら、一体どれほどの幸せだろう。

　どうやら、幸せというのは、大切な人がそばにいてくれる限り、果てしなく広がっていくものらしい。ずっとこんなふうに、日々を過ごしていけたらいい。可愛い子どもたちの成長を見守り、大好きな旦那さまと愛し合い――少しずつ、守りたいものが増えていく。そんな『今』が、本当にかけがえのない宝物だと思うのだ。

「ジークは、これからすぐに戻らなければならないの？」

「あー……そうだな。少しでも早くおまえに伝えたくて、途中だった仕事を全部放り出してきちまったから。悪い。今日は、できるだけ早く帰ってこられるようにする」

　少し残念だが、彼の立場を思えば仕方がない。

「ありがとう。でも、無理はしないで？　わたしは今から、お姉さまへのお祝いの品を用意しなければならないし。あぁ、お母さまと一緒に縫う肌着の相談もしなくっちゃ。それから――」

「ユフィ。はい、深呼吸」

　興奮しきりのユフィーナに、ジークウェルが苦笑して言う。ユフィーナは、深呼吸をした。

「……ごめんなさい。落ち着いたわ」

「おまえは昔から、エミーリアさまが大好きだからな。おまえがお祝いのご挨拶に行けば、エミーリアさまもお喜びになるだろう」

　とんとんと優しく背中を叩かれて、ほっと息をつく。

　たしかに、ユフィーナはエミーリアが大好きだ。彼女の幸せは、まるで我が事のように喜ばしい。けれど――。

「ねぇ、ジーク」

　ジークウェルの首に腕を絡めて、ユフィーナはいたずらっぽくほほえんだ。

「あなたは、知っているかしら？」

「何をかな？　オレの可愛い奥さん」

　同じように笑い返してくれた彼に顔を近づけ、重大な秘密を囁くように、小さな声でそっと言う。

「実はわたし、世界中で一番あなたのことを愛しているの」

　一瞬、目を瞠ったジークウェルが破顔する。

「うん。知ってた」

「それは、よかったわ」

　まるで、出会ったばかりの頃のように明るく笑った彼に、ユフィーナは軽くキスをした。
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あとがき




　はじめての方には「はじめまして」、そうでない方には「お久しぶりです」。このたびは大変な幸運に恵まれ、こうしてみなさまにご挨拶をしております、モノカキの灯乃と申します。

「お久しぶりです」の方はご存じかと思いますが、本作『ポンコツ王太子と結婚破棄したら、一途な騎士に溺愛されました』は、以前『わたくし、実家に帰らせていただきます！』というタイトルで、こちらのスターツ出版さまから単行本にしていただいた作品です。今回、改めて文庫化していただくにあたり、番外編を新たに書き下ろしました。

　……ハイ。灯乃の書く女の子が、大変図太く逞しい感じになるのは、もはや仕様です。わたしは、賢くて元気な女の子が大好きです。殿方の引き締まった二の腕や割れた腹筋も大好物ですが、ムキムキマッチョはちょっと苦手。板チョコ○ナカを見るたび、ボディビルダーの腹筋を思い出すのは、わたしだけではないと思いたい。

　スミマセン、話がずれました。

　今回の文庫化にあたり、またしても大変美麗なイラストを描いていただけたわたしは、とても幸せ者です。

　モノカキにとって、自分の作品に素敵なイラストをつけていただける以上に嬉しいことなど、そうそうないのですよ……（菩薩顔）。

　イラストレーターの氷堂れんさま、担当の鶴嶋さま、本作の文庫化にゴーサインを出してくださった編集部のみなさま、この場を借りて心よりお礼申し上げます。本当に、ありがとうございました！

　現在は、新しい作品の執筆中です。ただ、わたしは大変行き当たりばったりなので、最後まで書き上げてみないと自分でもどういう物語になるのかわかりません。ハイ、威張って言うことじゃないですね。

　……いつかはきちんとプロットを立て、その通りに執筆できる立派なモノカキに、わたしはなりたい。
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